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掌編　瑠璃色の記憶





１




　灰色の雲が重く垂れ込めた空の下。

　鬱蒼と生い茂る緑に囲まれた山道を進む、古風な装いの人影がふたつあった。

　ひとつは、薄紅色の質素な小袖をまとった若い女。

　うなじのあたりで髪をひとつにまとめ、腰には前垂れ、肩から脇にはたすきを掛けている姿から、いずこかの旧家で働く女中らしいことが窺える。

　もうひとつは、若い女とは対象的に、瀟しょう洒しゃな和服に身を包んだ幼い少女。

　年の頃は、十か十一。艶つややかな黒髪は腰に届くほど長く、肌は陶器のように滑らかで、そして病的なまでに白い。

　まるで生まれてこの方、陽の下に出たことが一度もないかのように。

　少女は前を行く女中の後を、置いていかれぬよう小さな歩幅で精一杯追いかけながら、迷いと不安が色濃く浮かんだ表情で背後を振り返った。

　視線の先にあるのは、そびえる木々の向こうに見える、一軒の大きな屋敷。

　徐々に遠ざかっていくそれを揺れる瞳でしばらく見つめた後、少女は前へと向き直り、おずおずと女中に声をかけた。

「……ねぇ、どこに行くの？　まだつかないの……？」

　女中が少女を振り返る。しかし足は止めず、進む速度を少女に合わせて落とすこともせずに、ただ柔和な笑みを浮かべて問いに答える。

「もう少しですよ、露つゆ里り様。もう少し奥へ進んだところに、とても綺麗な場所があるんです。きっとお気に召しますよ」

　女中の答えに、少女は納得した様子のないまま押し黙る。




◇　　　　◇　　　　◇




　遡ること、およそ三十分。

　毎日いつものように自室で本を読みながら、時折空を羨望の眼差しで見上げていた露里のもとに、ひとりの女性がやってきた。

　彼女は、二ヶ月ほど前からこの邸やしきで働くようになった女中だった。

　邸に出入りしている者の中では比較的若く、控えめではあるものの他の女中たちより気さくな接し方をしてくれることから、勤めはじめてから日は浅いものの、いまでは露里にとっての数少ない話し相手となっていた。

　女中は、本から顔を上げた露里にこう言った。

「露里様。わたしと一緒に、お外へ出てみませんか？」

　露里ははじめ、彼女の言った『お外』というのを、自宅であるこの邸の庭のことだと思った。露里の知る『外』とは、それ以外になかったからである。

　しかし、女中は首を横に振った。

『外』というのは庭のことではなく、外の世界──つまり『屋敷の外』だと。

　それを聞いた露里は驚きと歓喜に目を輝かせたが、はたと何かを思い出したように表情を曇らせた。

「でも……いいの？　お父様は、ぜったいに部こ屋こから出ちゃいけないって……」

　そう──露里は物心ついた頃から、外出はおろか、邸内を自由に歩き回ることさえ、父である繁しげ行ゆきに固く禁じられていた。

　理由は聞かされていない。

　ただ、家族で唯一、頻繁に露里のもとへと顔を出しては遊び相手になってくれる八つ年上の兄の和かず成なりは、

「お前は俺たち家族にとって、誰よりも何よりも大切な存在なんだ。だから、無闇に外へ出て怪我をしたり、誰かにひどいことをされたりしないように、みんなでお前を護っているんだよ」

　と、露里の頭を優しく何度も撫でながら言っていた。

　そう言う兄の表情はとても穏やかで、そして少しだけつらそうだったのを覚えている。

　その顔を見た露里は、「きっとこれは聞いちゃいけないことだったんだ」と幼いながらに悟り、それ以上は踏み込まなかった。

　以来、露里は和成の言葉を受け入れ、外に行ってみたいとねだることも、外へ出てはいけない理由を再び尋ねることもせずに今日まで過ごしてきた。

　しかし──外界への憧れを完全に捨て去ることができたのかといえば、決してそうではない。

　部屋から望める空や、和成が教養と娯楽のためにと買い与えてくれたたくさんの本に書かれた様々な事柄が、外の世界への想像を掻き立てたからである。

　自由を許されぬ身で、多くの時間を持て余していたこともまた、ひとつの要因だろう。

　──外の世界を、一度だけでもいいから見てみたい。

　けれどそう懇願したところで、あの厳格な父が簡単に許可を出してくれるとはあまり思えない。

　本当に外へ出てもいいのか。戸惑う露里に、女中は安心させるように微笑んで、人差し指を立てた。

「ほんの少しの間だけです。それに、それほど遠くへは参りませんから。そのくらいなら、旦那様もきっと許してくださいますよ」

　さぁ、と手を差し伸べる女中。

　露里は逡巡した。

　──本当に……いいのかな。

　けれど、行ってみたい。憧れ続けた外の世界を、ひと目見てみたい。

　しばらく迷い、悩んだその末に、露里はそっと女中の手を取り立ち上がった。




◇　　　　◇　　　　◇




　そして、現在に至る。

　屋敷を出た当初は目に入るものすべてが新鮮でただひたすらに感動していたが、いまはとぐろを巻く不安と漠然とした違和感が、露里の胸中を占めていた。

　第一に。遠くへは行かないという女中の言葉に、露里は散歩程度で収まる距離や場所へ出るものだとばかり思っていた。しかし、その想像は大きく外れている。まさか、屋敷の裏手にある山に入るとは思いもしなかった。

　加えて、やはり、父に無断で屋敷を出てきてしまったことも気にかかる。

　少しの間なら大丈夫と女中は言ったが、どうしても懸念が払拭できない。もし事が知れたら、ひどい叱責を受けるかもしれない。

　それから──ただなんとなく、ひょっとすれば思い違いかもしれないが──女中の様子が、どこかおかしいように思うのだ。

　まとっている雰囲気がいつもと違う、とでもいうのか。普段の彼女とは何かが異なっているような、そんなざらついた違和感が、いつからかある。そしてそれが、徐々に強くなっている気も。

　露里は堪らなくなって、再び後ろを振り返った。屋敷は完全に木々の陰に隠れ、もはや視認できなくなっていた。

　鬱蒼とした緑に屋敷が飲み込まれてしまったような錯覚に襲われ、胸中に渦巻いている不安が膨れ上がる。

　それは外の世界に対する憧れや興味を凌駕し、露里の足をその場に縫い止めた。

「……ねぇ、ねぇ。やっぱり帰ろう？　なんだか、こわい……」

　震える声でそう訴えるも、女中は聞こえていないのか、先へ先へと進んでいってしまう。

　これ以上屋敷から離れたくないという思いをぐっと堪え、露里は走って女中に追いつき、その袂たもとを引っ張った。

「ねぇ……！　帰ろう、帰ろうよ。ねぇってば──」

　ようやく、女中が足を止めてこちらを振り返る。

　声が届いたことに安堵し、ぱっと顔を輝かせる露里。しかしその瞳は、すぐさま音を立てて凍りついた。

「──……え、……？　……っ!?」

　女中は笑顔だった。

　にっこりと、あるいはにんまりと──不気味なほどに顔を笑みの形に歪ませて、しかし淀んだ硝子玉のようなひどく虚ろな瞳で、露里を見下ろしていた。

　露里の脳内に、警鐘が響き渡る。

　ちがう。違う。

　あれは違う。あれは、自分の知っている彼女ではない。

「あ、あ……、……っ」

　本能的な恐怖が、腹の底から這い上がってくる。

　全身が強張り、しかし指先だけは力が抜け、ずるりと袂を掴んでいた手が落ちる。

　愕然として身動きひとつ取れない少女に、女中の手が伸びる。

　肩に彼女の指が触れたその瞬間、露里ははっと我に返って弾かれたようにそれを振り払い、衝動に突き動かされるまま踵きびすを返して走り出した。

　動悸が激しい。呼吸が乱れ、少しでも気を抜けば足が絡まりそうだ。

　それでも、露里は無我夢中で来た道を駆けた。

　帰らなければ。邸に、あの部屋に。一刻も早く。

　焦燥感ばかりが募り、自分の走る速度がひどく遅く感じられる。

　もっと急げと自分を叱咤しながら、女中が追ってきてはいないか確認しようと肩越しに背後を振り返った──直後。

　露里の視界ががくんと縦にぶれて、体が仰向けに傾いだ。

「きゃっ……！」

　足が宙に浮く。

　自分が山道から足を踏み外し転落したのだと理解したのは、体が地面に叩きつけられ、錐揉み状に体が回転しはじめてからだった。

　為なす術すべもなく斜面を転がり落ち、やがて一本の樹にしたたか背を打ったことでようやく勢いが止まる。

　激しく咳き込みながら起き上がろうと地に手をついた露里は、右腕に鋭い痛みを感じ、何事かとその場所へ目を遣った。

　転がり落ちている間に木の枝にでも引っかけたのか、着物の袖が無惨に引き裂けて、手首のあたりから肘にかけて、ひと筋の傷が深々と刻まれていた。

　じわりと血の滲んだその裂け目に、露里はひっと息を飲む。

　負傷を自覚したことで、脳が熱を帯び激しい痛みを訴えはじめる。

　いたい。いたい、痛い。痛い、痛い痛い痛い痛い痛い……っ！

　熱と、痛みと、痺れ。そして混乱が、露里を一度に襲う。

　しかし、それは束の間のことで──少女を苛んでいたそれらは、数秒後には完全に消え去った。

「……っ、……え……？」

　呻きと涙を零しながら腕を抱えるようにして背中を丸め、痛みと必死に闘っていた露里は、唐突に体が軽くなったような感覚に戸惑い、腕を持ち上げ傷のあった場所を見る。

　先程までどくどくと赤い血を流していた裂け目は、呆ける露里の眼前で少しずつ、しかし明らかに異常な速さで塞がりつつあった。

　端のほうから中心へと、ぱっくりと割れた皮膚がゆっくりと繋がっていき──やがて、初めから傷などなかったと言われれば納得してしまいそうなほど、完璧に痕も残さず消失した。

　その様を愕然としながら凝視していた露里は、信じられない思いで、傷のあった場所に触れる。

　やはり、ない。何も、なんの違和感も。

　しかし、あの裂傷が単なる見間違いなどではないことは、真っ白な腕にこびりついた血の痕が証明している。

　怪我などいままで一度も負ったことのない露里だったが、それでもこれが異常だというのは誰に言われずとも理解できた。

　あんなに深かった傷が、こんな一瞬で塞がって痕すら残らないなんて、普通じゃない。

「何……なん、え……!?」

　受け入れがたい現実に、上手く言葉が出てこない。

　消えた傷を探すように何度も角度を変えながら腕を見ていると、遠くから露里の名を呼ぶ馴染みのある声が響いてきた。

「露里！」

　はっとして顔を上げると、斜面の上に和成の姿があった。

「露里、露里っ！　どこだ、いたら返事を──」

「……にぃ……っ、お兄様……っ！」

　痛みからではなく安堵からの涙を滲ませながら、露里は震える声で兄を呼んだ。

「……！　つゆ、……露里っ！」

　周囲を見回し、眼下に妹の姿を見つけた和成は、急いで斜面を滑り降りる。

　そしてその勢いのまま露里のもとへ駆け寄り、感極まった様子でその小さな体を腕の中に閉じ込めた。

「ああよかった、露里……！　心配したよ、どうしてこんな──いや、それよりも怪我は？　まさか、あそこから落ちたのか!?　こんなに土まみれになって……！」

　矢継ぎ早にまくし立てながら拘束を解き、露里の顔や髪、着物についた土を優しい手つきで丁寧に払い落とす。

　露里は堰せきを切らしたようにぼろぼろと泣きながら、しばらくの間兄にされるがままなっていた。

　土をすべて払った和成は妹の目尻も指で拭うと、その痛々しい姿に改めてつらそうな表情を浮かべ、彼女の前に片膝をついた。

「本当に心配したよ。帰ってきて部屋に行ったらお前がいなくて、女中さんたちに訊きいても誰も知らないって言うし……」

　ごめんなさい、と言おうとした露里は、ここに至った経緯を思い出し青ざめた。

「そうだ……お兄様、柚ゆず香かは!?　柚香を見なかった……!?」

「柚香？」

　妹の口から唐突に飛び出した聞き慣れない名前に、和成は眉をひそめる。

「柚香──最近新しく屋う敷ちに来た女中さん。み、見なかった？」

「ああ、あの若い……いや、見ていないよ。一緒だったのか？」

「……あ、……えっと……」

　尋ねられて、露里は少し言い淀んだのち、屋敷を出てから斜面を転落するまでの間のことを詳つまびらかに打ち明けた。

　話を聞き終えた和成は立ち上がり、周囲を険しい眼差しで見回す。

　件くだんの女中の姿はどこにも見当たらない。

　和成は表情を和らげ、しかし警戒は解かずに、再び膝をついて妹の頭を撫でた。

「そっか……怖かったな。でも、もう大丈夫だよ。俺がついてるから」

「うん……、……っ、ごめんなさい……」

「ん。……さ、帰ろう。みんな心配してる」

　頷いた露里は、差し出された兄の手を取ろうと右腕を持ち上げた。

　着物の袖が、はらりと肘まで落ちる。

　露わになった妹の真っ赤な腕を見て、和成は血相を変えてその手首を掴んだ。

「なっ……露里!?　この血は一体……!?　やっぱりどこか怪我を──」

「あっ……え、えっと、これは──」

　──なんだと、言えばいいのだろう。

　傷を負って、しかし瞬く間に治癒したなどと話せば、きっと冗談だと思われるか、ひょっとすれば気味悪がられてしまう。

　前者であれば幸いだが、後者であった場合、兄にそんな目を向けられるのはとても堪えられない。

　一瞬の想像に恐怖した露里は、咄嗟にこう答えた。

「……これは血じゃ、ないよ。だってわたし、どこもけがなんてしてないもの。たぶん、木の実のしるか何かだと、思う」

「汁……？」

　和成は眉をひそめる。

　木の実の汁ならば、こんなに濃い色で大量に付着しているのはおかしい。それに、袖もぼろぼろに引き裂けて、そちらにもわずかに赤が滲んでいる。

　どう考えても切り傷を負ったように思えるのだが、露里の言うように、腕のどこにも傷はない。

「でも、これは──、……！」

　訝しんだ和成は、しかし脳裏に閃いたひとつの推測にはっと口を噤んだ。

「……？　お兄様……？」

　口元を片手で覆い、難しい表情で黙り込んでしまった兄を、露里は不安げに見上げる。

　しばらくそうしていた和成は目を閉じて重い息を吐き出したのち、何もなかったかのように微笑んで露里と手を繋いだ。

「……いや、ごめん。なんでもないよ。怪我じゃないならいいんだ。帰ったら洗って綺麗にしよう。歩けるか？」

「は、はい」

　近くにあった樹や石に手を掛けて、斜面を登る。

　無事山道へと戻り屋敷に向かって兄とともに歩き出した露里は、自分の右腕を見て、それからそっと後ろを振り返った。

　やはり、腕にあるのは固まってしまった血だけで、女中の姿もどこにも見受けられない。

　……わけがわからない。不気味に豹変した柚香も、異常な速度で治癒した腕の傷も。

　露里は兄に気づかれないようにそっと、疲労の色が滲んだ息を吐ついた。





２




　がたん、と床の跳ねるような揺れに、意識が引き戻される。

　小さく呻いてゆっくりと瞼を持ち上げた露里は、薄暗くて極端に手狭な空間に、自分がいまいるのが駕か籠ごの中であったことを思い出した。

　寝起きのせいか痛む頭をそっと手で押さえながら、先程まで見ていた夢に想いを馳せる。

　随分と懐かしい夢だった。

　思えば、五年前のあの一件が、事の幕開けだったのかもしれない。

　露里の乗っている駕籠が向かっているのは、とある隠れ里──その長が住まう邸にして、彼女の嫁ぎ先であった。

　露里は胸に溜まった澱おりに目を伏せ、記憶を手繰る。




◇　　　　◇　　　　◇




「こうして直接お会いするのは初めてですね、露里様。お美しく成長なされたようで、何よりです」

　顔を合わせて早々、開口一番にそう言って頭を下げた見知らぬ男に、客間の入り口付近に端座した露里は面食らった。

　客人なのだろうが、随分と変わった風貌をしている。

　地味な色合いの和服と袴をまとい、両の手には黒い手甲。脇には、おそらく彼の物だろうひと振りの刀が置かれている。普段着が和装というだけでも珍しく、そのうえ約百四十年前から刀剣の類たぐいを持ち歩くことを禁じられているこの現代日本において、彼の出で立ちはまるで、時代小説で読んだ侍のようでもある。

　そして何より異様なのは、男の瞳だった。

　一見すると普通の瞳だが、よく覗いてみれば瞳孔は猫のように縦に長く、色も純粋な黒ではなく深い緑に染まっている。

　外国人なのだろうかとも思ったが、それらしい特徴が瞳の色以外に見られない。

　それに、まるでこちらの幼い頃を知っているような口ぶりだったが、まるで記憶にない。

　このひとは、一体……？

「──露里」

　我にもなく彼を凝視していた露里は、男と向き合うかたちで座していた繁行の咎めるような声にはっとして、慌てて頭を下げた。

「は……はじめまして」

「話がある。入りなさい」

　父に促され、露里はおずおず前へ進み出、空いている座布団に腰を下ろした。

　露里を彼女の部屋からここまで連れてきた和成も、繁行と客人の許しを得て、露里の半歩ほど後ろに控えるように座る。

　衣きぬ擦ずれの音が止んでから、繁行が重々しく口を開いた。

「……露里、お前の嫁ぎ先が決まった。一週間後に屋こ敷こを発て」

「…………え？」

　露里は父の言葉の意味を掴みあぐね、思わず呆けたような声を零す。

　唖然としている彼女に代わり、先に妹の結婚話を触りだけ聞かされていた和成が、険を滲ませた声音で意見を述べた。

「父さん。その仰おっしゃり様では、まるで納得ができません。俺はともかく、当事者である露里にくらい、事情を聞かせてやるべきでは？」

　繁行が鋭い視線を和成に向ける。

　和成はその威圧に一歩も引かず、気丈に睨みを返した。

　普段の彼であれば、敬意と畏怖の対象である父に盾突くようなことは滅多にしない。ゆくゆくは家を引き継ぐ立場にあれば当然だ。

　しかし、露里が絡んでいるとあれば話は変わってくる。

　どこの誰とも知れない男のもとへ最愛の妹を嫁にやるなど、納得のいく説明がなければとても承服できない。見合いもなしにどういう経緯で縁談が成立したのか、本音を言えば兄である自分にも詳しく聞かせてほしいところだ。

　やがて短くない沈黙の後、ようやく父の言葉を飲み込んだ露里が、動揺を隠しきれていない声で尋ねた。

「……と、嫁ぎ先、て……結婚……ってこと、ですか？　え？　あの……どうしてそんな、突然……」

　口の中が、ひどく渇いている。

　結婚だなんて、いままで一度も考えたことはなかった。

　それに、自分はまだ十六歳だ。法律的には結婚が可能な年齢だが、そうはいっても、こんな唐突に「嫁げ」と言われたところで到底受け入れられない。

　いや、そもそも、一体どこの誰のもとへ嫁げというのか。十六年間ずっと、邸の一室に閉じ籠もったまま時を過ごしてきたのだ。相手など想像もつかない。

　言いたいことや訊きたいことは山のように浮かぶのに、言葉にならず息だけが唇の隙間から漏れていく。

　やがて俯いて沈黙してしまった露里を見て、客人が坦々と言った。

「どうやら、露里様は何もご存じない様子。もしや、ご自分が何者であるかもお気づきではないのですか？」

　……え？

　どういう意味かと顔を上げた露里の目に、顔色を変え腰を浮かしかけた繁行が映る。

　初めて見る動揺した父の姿に思わず後ろを振り返ってみれば、和成も同じような表情をしていた。

　自分のことのはずなのに、自分だけがなんのことか理解していない。

　それを悟った露里は、焦じれた様子で問うた。

「……どういう、意味でしょうか」

　繁行が何かを言おうと口を開く。しかし言葉を詰らせ、やがて閉口する。

　そうこうしているうち、客人が露里に問いを返した。

「露里様。何かの折りに、ご自身が『普通の人間とは違う』と感じたことはございませんか？」

「普通と、違う……」

「たとえば……そうですね。直感が非常に優れているとか、傷の治りが異様に速いとか──」

『傷の治りが異様に速い』。

　その言葉を聞いた瞬間、露里の脳裏に、五年前の記憶が蘇った。

　忘れもしない。この十六年間の人生において、初めて外に出て、そして一番恐ろしい目に遭った日の記憶。あのとき、露里は右腕に深い傷を負い、瞬く間に塞がって消えていく様を目の当たりにした。

　目に見えて変化した露里の表情を見て取り、思い当たる節があるらしいことを察した客人は続けた。

「それは、貴女様の中に流れるヨウコの血の影響なのです」

「よう……こ？」

「その名のとおり、狐の妖ですよ」

　ヨウコ──妖狐。

　様々なものに化け、人間を拐かどわかすという妖。場合によっては神の眷属ともされる存在。

　その血が──わたしの中に流れている？

「ま……待ってください。どうしてそんな血ものが、わたしの中に流れているんですか？」

　そもそも妖なんて存も在のがこの世にいるのか、という疑問は、露里は抱かなかった。

　彼女は妖の存在を強く信じているというわけでもなく、さりとているわけがないとも思っていなかった。ただ、本で読んでそういう存在があると知ってから、「そうなのか」と納得し、自然に受け入れていた。

　とはいえ、自分が妖の血を引いていると言われて、すんなりと受け入れられるわけがない。繁行も、母の佳か帆ほも、普通の人間──のはずだ。断言できないのは、父と親しげに触れ合ったことがいままで一度もなく、母に至っては露里を産んで間もなく儚くなったためである。

　結婚話に次ついでまたも突飛なことを告げられた露里は、今度こそ狼狽した。

　そんなまさか、何かの冗談でしょう？　と言いたげな目で、繁行と和成を交互に見る。しかし、ふたりとも神妙な面持ちで俯いていて、その様は、客人の言葉を肯定しているようだった。

「……ほん、とうに……？」

　呆然と、呟く。

「……っ、露里、落ち着いて聞い──」

「──千年以上も昔のことだ」

　衝撃に揺らぐ妹の姿に腰を浮かせた和成の言葉を、繁行が遮った。

　全員の視線が一斉に繁行に注がれる。

　彼は床に視線を落としたまま、静かに語った。

「我が一族の先祖であるひとりの男が、妖狐の女を妻に娶り、子を成した。以降、その血は絶えることなく現在に至るまで、脈々と受け継がれてきた」

「じ、じゃあ……お父様もお兄様も、その妖狐の血を引いているということですか？」

「ああ。随分と薄くなってしまっているがな。……だが、お前はべつだ」

「え？」

「お前は妖狐の血を、一族の者たちの中で最も色濃く受け継いでいる」

　いわば先祖返りだ、と繁行は露里を見る。

「お前には、妖狐の力が宿っているのだ」

「……！」

　露里は絶句したが、しかし同時に納得もした。

　なぜ五年前のあのとき、負った傷が見る間に治癒したのか。自分は何かがおかしいのではないか。頭の片隅に棘のように刺さって消えなかった疑問だが、自分が純粋な人間ではなく、妖の力を持っているのだとすれば、それは。

「……お兄様も、知っていたんですか？　わたしが──」

「…………」

　最後まで言葉にならなかったが、和成は露里の言わんとしていることを察したらしく、沈鬱な表情で首肯した。

「……ああ、知っていたよ」

「……いつから？」

「ずっと前──お前が物心つく前から。…………ごめん」

　和成は弱々しい声で謝罪した。

　責めたかったわけじゃない。きっと兄は、父に口止めをされていたのだろう。

　しかしそう思ってはいても、自分だけが何も知らずに今日まで過ごしてきたという事実と、自分が普通の人間ではないという真実が思いの外応えて、項垂うなだれる兄に露里は何も言うことができなかった。

　重苦しい沈黙がまた降りるかと思われたそのとき、狙い澄ましたかのような間合いで、客人がこう切り出した。

「ゆえに、こうしてお迎えにあがった次第なのですよ」

　はっとして、彼の方へ視線を移す。

　露里はやや身構えながら、客人に問うた。

「迎えに……？　わたしを？」

「はい。私は、貴女様を我らが『妖狐の里』にお連れするためにこうして参ったのです」

「妖狐の……里……」

　うっかり失念していたが──そうだ、主題は結婚話だった。

　迎えということは、彼は件の里から遣わされた使者といったところか。

「先程の繁行様のお話ですが──件の男が娶った妖狐の女というのは、当時の里の長の姫むすめでした。彼女は里の者たちの中でも殊ことに強い力を持ち、そんな姫を人間のもとへ嫁にやることを惜しんだ当時の里長は、男にある条件をつけた」

　そう言って、客人は懐から丁寧に折り畳まれた書状を取り出し、露里に差し出した。

　おそるおそるそれを受け取り、開く。書かれていた字は達筆で読めなかったが、眉をひそめて凝視していると、客人がそれは盟約書だと言い、触りの部分を解説してくれた。

　曰く。

『妖狐の力を受け継いだ子どもが後世に生まれた場合、その子どもを里に引き渡すこと』。

　しかし幸か不幸か、妖狐の血の影響を受けた子どもは生まれこそすれ、妖狐の力を受け継いだ子どもは長い間生まれず、必然的にその盟約が果たされることはなかった。

　それから千年余りの時が経ち──現い在まから十六年前。

　ついに、妖狐の力を宿した子どもが誕生した。

　それが露里だった。

「……だから、わたしは……」

「実のところ、里へお連れするのは赤子の時分の予定だったのですが……露里様がお生まれになっていたのを我らが承知したのは、ほんの五年前のことでして」

　五年前──露里が生まれて初めて外に出た年。

　……考えすぎだろうか。いまの言葉、まるで妖狐たちが、長い間ずっとこの屋敷を監視していたというように聞こえた。

　ぞっとしない想像に露里が青ざめたことに気づいているのかいないのか、客人は相も変わらぬ平坦な口調で続けた。

「本来ならば盟約に従い、露里様はお生まれになった時点で里へと移り、人間ではなく妖狐としてご成長なさるはずだったのです。しかしながらなんの手違いか、盟約の子が生まれたという報せが里に届かず、そのうえ、どのような事情かは存じ上げませんが、貴女様は十年以上もの間、一度もお屋敷から出てこられなかった」

　平坦な──しかし一部皮肉を織り交ぜた口調で言った。

　その皮肉に繁行が密かに苦い顔をしていたことに、客人ばかりを見ている露里は気づいていない。

「そして先刻申し上げたとおり、五年前、ようやく我らは露里様の存こ在とを知ったわけですが……すでに貴女様は、人間として成長してしまわれていた──人間になってしまわれていた。掟によって里に無条件で妖狐以外の種族を迎え入れることは禁じられていますので、ゆえに、当代里長の意向により、輿入れというかたちを取らせて頂いたのです」

　話を聞いているうち、自分は本当に結婚するのだという実感が、ようやく湧いてくる。

　──人間のいない、妖狐だけの世界へ、自分は嫁に行かなければならない。

　と同時に、ふと、そういえばまだ聞かされていないことがあると気づく。

　露里は客人の話をゆっくりと咀嚼した後、おずおず声を発した。

「……わかり、ました。ただ……あの、まだお聞きしていなかったと思うのですけれど」

「はい？」

「……その。わたしは、どなたのもとに嫁ぐんでしょうか？」

　先程から──否。最初から、父も兄も客人も、なぜ露里が妖狐の里へ突然嫁ぐことになったのかという話だけしかしていない。

　肝心であるはずの『誰のもとに嫁ぐのか』という点については、意図的にかそうでないのか、ここまでまったく触れてこなかった。

　露里の問いに、客人はすっかり失念していたとでもいうように目をわずかに見開き、けれどやはり起伏に乏しい口調で答えた。




「露里様のご結婚相手は、我らが妖狐の里を統べる長の一族が嫡子、蒼そう真ま様でございます」










　一週間後、また改めてお迎えに上がります。

　そう言い残して客人が帰った後、和成とともに自室へ下がろうとした露里は、繁行に引き留められ、彼とふたり、客間に残っていた。

　耳鳴りがしそうな沈黙が流れている。

　正座した足が痺れを訴えはじめた頃、繁行が漸ようよう口を開いた。

「…………すまなかった」

　絞り出すような声だった。

　面食らっている露里から目を背けるように、繁行は頭を垂れた。

「盟約の件は、私が当主の座を継いだときに父上から聞かされていた。驚きはしたが、先祖が交わしたものなら仕方がないと思っていた」

　だが、と繁行は過去の自身を否定する。

　後々になって、気が変わった──違う。そんな諦めと言ってもいいような了解は、表面上だけだったのだと気づいたのだ。

　その契機は、和成が生まれたときだった。

　幸いにして、第一子である彼は妖狐の力を宿してはいなかったが、そのとき、繁行は初めて腕に抱いた我が子を見て心から安堵した。

　この子が普通の子でよかった、と。

　そしてその八年後に露里が生まれ、彼女に妖狐の力が宿っていると知ったときは、色を失い、こう思った。

　──この子を、妖狐に渡してなどなるものか。

　なんとしてでも護り通してみせる。最愛の妻の忘れ形見である愛娘を、千年以上も前に先祖が無責任に交わした盟約などのために、手放したりしない。

「お前をあの部屋に閉じ込め、外に出ることを禁じたのは、妖や狐つらの目からお前の存在を隠すためだった。屋敷の外に妖狐の里から送られた監視がいることは、以前から知っていたからな」

「────」

　──幼い頃、露里は自分が部屋から出てはいけない理由を知ろうとするのをやめた。

　けれど、外の世界への憧れは捨てきれなかったし──出てはいけない理由を考えることも、やめられなかった。

　考えて考えて、やがてあるとき、露里はひとつの答えを導き出した。

『父は自分を疎んじていて、だから自分はこの部屋に閉じ込められている』。

　このとき、なぜ和成は頻繁に会いに来てくれるのに父は来てくれないのだろうという疑問も、同時に解けた。

　疎まれているのなら、部屋に来てくれないのは当然だ。だって、そんな相手の顔なんて見たくもないだろうから。

　そもそもなぜ疎まれているのかという引っかかりも、すぐに納得する理由が見つかった。

　繁行は、妻である佳帆を熱愛していたという。佳帆はもともとあまり体が丈夫ではなく、和成を産むのにもかなり苦労したが、露里を出産した際にかかった大きな負担のために、ついに若くして逝ってしまった。

　自分を産んだせいで母は亡くなった。だから。

　この結論に辿り着いたのは、いつの頃だっただろう。

　以来、露里は自分は父に愛されていない、むしろ嫌われているのだと、ずっと思い込んできた。

　けれど──そうではなかった？

　お父様はわたしを、嫌ってなんていなかった……？

　長い間心にあった鉛のように重く暗い気持ちに、わずかに光が差す。

　信じられない思いで目を瞠る露里。対する繁行は、痛みを堪えるような面持ちでこう続けた。

「しかし……私はそのうち、自分が本当に正しい選択をしたのか、わからなくなった。私のした選択で、お前は自由を失った。日に日に成長していくお前を見て、本当にこれでよかったのかと──もしもこの子が物心つく前に妖狐のもとへ行っていれば、こんな自由のない生活など強いられずに、もしかすれば幸せになれたのではないかと、そう思うようになった。そのうえ私は今日このときに至るまで、お前に真実を告げられなかった──」

　何年も窮屈な思いをさせて。

　長い間真実を隠し続けて。

　その結果がこの有様で。

　本当にすまない。

　繁行は消え入るような掠れた声で、もう一度露里に謝罪した。

　そんな彼に、露里は問いかける。

「じゃあ……お父様は、わたしを──わたしのこと、嫌いじゃ、ない……？」

　幼おさな子ごのようなか細いその問いに、繁行は顔を上げる。

　そして、真剣な表情で答えた。

「嫌うものか。お前は私の大切な娘だ」

　感情の堰が切れる。

　涙で頬を濡らしながら、露里は父に向かって微笑んだ。

「よかった……っ」

　繁行が驚いたように目を見開く。

　腰を上げ、腕を伸ばし、不器用な手つきで娘の頭を自らの肩に埋めさせた彼は、しばらくの沈黙の後、囁くように言った。

「……どうか、幸せになってくれ」




　不安はある。

　受け止めきれていないことも多い。

　しかしこの瞬と間きだけは──本当に、心の底から、露里は安堵したのだった。




◇　　　　◇　　　　◇




　脳裏に蘇ったあのときの父の姿に、小さな溜息が零れる。

　最後に和解できてよかったと思う反面、あれが最後の会話になってしまったのが口惜しくもあった。

　寂しさと先行きに対する不安が、露里の心を重くする。

　知らない土地で、知らない妖ものたちに囲まれながら、たったひとりの人間として、自分はこれから生きていかなければならない。

　再び溜息を吐きそうになったそのとき、駕籠が地に降ろされ、戸が開かれた。

「到着致しました」

　腰を屈めて顔を覗かせた駕籠者が言う。

　露里は体重を預けていた脇きょう息そくから体を起こし、差し出された手を取って駕籠を降りた。

「ここが……」

　降り立った地は、一見のどかな集落だった。

　目の前には、露里の実家には及ばないものの、それなりに大きな邸が建っている。

　周囲には質素な小屋が点在しており、その奥には深い森が、そしてその上には山々の姿が見えた。

　移動中は外を見てはならないと言われていたため、ここがどこの山にある里なのか、ここまでどんな道順で来たのか、露里にはまったくわからない。

　途中眠っていたこともあって時間の感覚も曖昧だったが、明け方には実家を出てきたというのに、すでに空は茜色に染まっていた。

「どうぞ、こちらへ」

　駕籠者が平坦な声で促す。

　露里は胸の上できゅっと拳を握り、浅く息を吸って邸の玄関へと足を向けた。





３




　ひと晩が明け、露里は案内された部屋で女中たちの手を借り、婚礼の準備を進めていた。

　化粧をし、髪を結い上げる。

　それから白無垢の着付けに入り、時折女中から出される指示に従いながら、露里はぼんやりと物思いに耽った。

　昨日この里長の邸に到着した後、露里はまず広めの一室に通され、里長の道どう玄げんとその妻である静せい沙さ──許嫁の両親と顔を合わせた。

　道玄はやはり里長というだけあって厳格な雰囲気を持つ初老の男性で、一方の静沙は物腰の柔らかい穏やかな女性だったが、ふたりとも露里に対して冷淡な態度を取ることはなく、礼を尽くしてくれた。

　先日実家に訪れた使者や駕籠者の平坦な物言いから妖狐という存在に対して早々に苦手意識を抱いていた露里は、彼らの振る舞いに、心持ち緊張が和らいだのだった。

　しかし、肝心の婚約者──名は確か、蒼真といったか──との対面は叶わなかった。

　なんでも里のしきたりで、婚礼前日の男女は顔を合わせてはいけないらしい。

　どんな人物か気にはなったもののそう言われては食い下がることもできず、昨晩は道玄たちに挨拶をするのみで、後はあてがわれた部屋で夕ゆう餉げを摂り、湯浴みをし、早い時間ではあったが床とこに就いてしまった。

　気の張り通しで疲れていたために、その後すぐに眠りに落ちてしまったが──いまになって、婚約者に対する興味が再び湧いてくる。

『蒼真』という名前と、彼が里長の息子で次期里長という立場であるということ以外、まったく知らされていない。

　──一体、どんなひとなんだろう。

　道玄の息子でその後継者というなら、父親に似て厳しいひとなのだろうか。いや、ひょっとしたら母親似の穏やかなひとかもしれない。もしそうならひとまず安心なのだが。

　それと、彼はこのたびの結婚についてどう思っているのかも気になる。

　おそらく露里のように直前になって結婚の件を知ったということはないだろうが、盟約によって千年も昔に定められたことだし、互いに接点は皆無なのだから、心から望んでいるとは考えにくい。

　結婚はもはや覆らない決定事項だというのなら、せめて夫婦として良好な関係を築きたいと思っている露里だが、相手が不満を抱いていた場合はそれさえ難しくなってしまう。

　そんなことを考えていると、帯を締めていたやや年嵩の女中が訝しげに声をかけてきた。

「露里様？　ご気分が優れないのですか？」

　どうやら意識が考え事に傾きすぎて、誤解を与えてしまったらしい。

　はっと我に返った露里は、慌てて首を横に振った。

「あ……い、いえ。ただ、その……蒼真さんがどんな方なのか、気になって」

　女中は得心のいった様子で「ああ」と呟くと、蒼真について語りはじめた。

「若様は大変ご立派な方ですよ。ご幼少の頃から次代の長としてのご自覚をしっかりとお持ちでいらっしゃいますし、里の者たちからも大変よく慕われておいでです。勤勉で責任感がお強くて、それにとてもお美しい方です」

　へぇと相槌を打った露里は頭の中で、いまの女中の言葉を繰り返し、少し物足りなさそうに首を傾げた。

　女中が言ったのは、まとめると『次期里長として素晴らしい方』ということだけだ。

　人柄はなんとなくわかったが、露里が知りたかったのはもう少し踏み込んだことというか、どういうものが好きで、どんなことに興味があって──といったことだった。

　知らないということはまさかないだろうし、はっきりと訊いてみようかと口を開いたとのとき、露里が脱いだ服や化粧道具を片づけていた若い女中ふたりが、露里が言葉を発するより早くこちらの話に加わってきた。

「ええ、本当に羨ましいくらい。男はもちろん、どんな女も若様の美貌にはきっと敵いませんよ。奥方様もお美しい方だけれど、若様は本当に別格よね」

「そうそう。でも、奥方様とはあまりお顔が似てらっしゃらないんですよ。かといって、道玄様とも……」

「やだ、比べるまでもないじゃない。でもそうなのよね。一部じゃ妾の子じゃないかなんて噂も──」

　途中から露里のことなどすっかり意識の外になってしまったらしい若い女中たちの口から飛び出た不穏な発言に、露里が耳を疑ったのとほぼ同時。

　年嵩の女中が、眦まなじりを吊り上げて一喝した。

「お黙りなさいっ！」

　びくりと肩を跳ねさせ、ふたりがはっとした様子で口を噤つぐむ。

　青ざめる彼女たちを凄まじい形相で睨みつけた年嵩の女中は、すぐさま取り繕うように微笑みを浮かべ、露里へと視線を移した。

「申し訳ありません、どうかいまのはお忘れください。口さがない者たちの戯言です」

　どこか有無を言わせぬ威圧感を孕んだ彼女の口調に、露里は気圧されながら「は、はい」と応えて頷く。

　漂うぎこちない雰囲気を無視して、年嵩の女中は脇に置いてあった綿帽子を露里に慎重な手つきで被せた。

「さ、これでお支度は調いました。広間にご案内致します。──お前たち、後の片づけは任せます。くれぐれも見送りには遅れないように」

「は、はい。承知致しました」

　険の滲んだ命令に、慄いた若い女中たちが揃って頭を下げる。

　極力面を上げないようにして片づけをはじめた彼女たちを尻目に、露里は年嵩の女中に促され、部屋を後にした。

　頭の中では、先程耳にした『蒼真は妾の子なのでは』という噂が木霊していた。







「ここからは、どうぞおひとりで。中で新郎と顔を合わせたのち、お邸の外へ出て、婚礼行列に加わって頂きます。……それでは」

　広間の襖の前で立ち止まった女中は右脇に避けてそれだけ言うと、すっと頭を下げてその場に端座した。

　露里は一瞬だけ俯いてぐっと表情を引き締め、再び顔を上げる。

　新婦の心の準備が調ったのを見て取った女中が、左脇に先に控えていたもうひとりの女中とともに、襖を開けた。




　何よりもまず目に飛び込んできたのは、露里とは反対側の入り口に立った眩しいほどの美貌を備えた、ひとりの青年だった。




　後ろの高い位置で結わえた漆のように艶やかな黒髪に、透き通るような白い肌。薄い唇。細身の肩。

　大人びた顔立ちをしていて、露里よりも少しだけ年上に見える。とはいえ、聞いた話では妖狐は寿命が長いうえに老化の速度も随分と遅いとのことなので、おそらく想像しているよりも実年齢はずっと高いだろう。

　切れ長の瞳は、夜明け前の空を溶かし込んだような瑠璃色をしている。

　どこか儚げな印象の、しかし毅然とした雰囲気をまとった彼のあまりの美しさに息を飲んだ露里は、女中の「さぁ早く」という叱責にも近い小声に我を取り戻し、慌てて足を踏み出した。

　露里が出遅れたために、初めて顔を見る新婦の姿に一切動じることなく広間へと入った青年──蒼真のほうがいくらか早く、邸の玄関から見た広間の最奥に置かれた金屏風の前に着く。

　逸る気持ちを抑え、なんとか足取りを乱さずに彼の隣まで進んだ露里は、間近で見る彼の端麗な面差しと、何か言うべきだろうかという戸惑いに、口をもごもごさせる。

　しかし対する蒼真は露里を一いち瞥べつした後、ふいと彼女から視線を外し、玄関の方に体を向けた。

「あ、あの……っ」

「前を向け」

　露里にだけ聞こえるような声量で、蒼真がぴしゃりと言う。

　露里は口にしかけた言葉を反射的に飲み込み、蒼真の顔を見上げていた首の角度を戻すとともに、彼に倣ならうようにして玄関の方を向いた。

　そうして露里はようやく気づいた。露里と蒼真の前から上がり框がまちまで、さながら道を敷くようにして、おそらくこの邸で働いている女中だろう女性たちが左右二列に並んで平伏していたことに。

　蒼真がゆっくりと足を踏み出す。

　それに気づいて、露里も連れ添うようにして歩き出した。

　張り詰めた空気の中、ふたりの足音と微かな衣擦れの音だけが響く。

　土間に揃えられていた履物を履いて邸の外へ出ると、玄関の正面で巫女装束を身にまとった少女が、背後に大人の巫女をふたり伴って待っていた。

　少女の外見年齢は、露里と同じくらい。長い睫毛に縁取られた藤色の瞳は可憐で、どこか愁いを帯びた印象だ。

　うなじのあたりで腰ほどまでの長い黒髪を低い位置でひとつに束ね、顔の両側にひと房ずつ残し胸に流している。そして両耳の上のあたりに金の髪飾りを付けており、彼女の後ろに立っている巫女ふたりの頭にはそれがないところを見るに、彼女は何か特別な役割を担っているらしい。

　彼女たちの前で立ち止まると、少女は露里を一瞥し、それから蒼真を見──ふっと、つらそうに少しだけ目を細めた。

　なんだろう、と露里は心中で首を傾げる。しかしそれも一瞬のことで、彼女はすぐになんの感情も伺わせない無表情に戻り、黙って腰を折った。

　それから、三人の巫女に先導されるかたちで、邸の前に形成されていた婚礼行列のもとまで向かう。

　露里と蒼真が行列に加わり、その前に随伴の巫女ふたりが並ぶと、少女は再び一礼して先頭の方へ歩いていく。そして列の最前よりやや離れた位置に立つと、何かの儀式をはじめた。

　列自体が動き出す気配はまだない。

　周囲に聞こえないようそっと息を吐いた露里は、突き刺さるような視線を感じて、左側──行列を挟んだ、邸とは反対側を見た。

　そちらには、里の住民であろう大勢の妖狐が見送りのためにか集まっていて、皆一様に、冷たい目で露里を睨んでいた。

　不穏な響きを孕んだ囁き声が、耳に流れ込んでくる。

「あれが同胞の血を引いてるっていう人間の娘か？」「どう見てもただの人間じゃないか」「人間を蒼真様の伴侶にするなんて」「長は一体何を考えているんだ」「次代の長の妻が人間だなんてあってはならないことだ」「そうよ。嫌だわ、おぞましい」「蒼真様がお可哀想」「そもそも人間をこの里に入れてはいけないはずでしょう？」「また昔みたいなことになったらどうするつもりだ」「もし始祖様のお怒りに触れたら……」「カンナが相手だったんじゃなかったの？」「なんでも、何代か前の里長が決めたことらしいぞ」「ええ？　どういうこと？」「一族の血が穢れてしまう」「ああ……不吉だわ」

　すべて聞き取れたわけではないが──誰も彼もが、露里の来訪や蒼真との結婚を快く思っていないようだった。

　露里は彼らから足元へと視線を落とす。その顔からは色が抜け落ちていた。

　道玄と静沙の対応にすっかり安心していたが、それは間違いだったのだ。自分は、里のひとたちから歓迎されていない。どころか、疎ましく思われてさえいる。

　和らいだはずの不安が蘇り、じわじわと露里の心を染め上げていく。

　視界がぐらつき、呼吸が徐々に乱れはじめたそのとき、前方がざわついた。

　顔を上げ、前に並ぶ巫女たちの肩越しに列の向こうを見る。

　列の前では、あの巫女の少女が天に祈りの言葉を捧げていた──はずだったのだが、しかし何やら様子がおかしい。凛と響いていた少女の声はいつの間にか止んでいて、儀式の補佐をしていた巫女たちが、寄り集まって少女に何かを問うている。対する少女も困惑した様子で何事かを言い返して首を振り、さらに表情を曇らせた。

　ざわめきは観衆に伝播し、露里の耳にも何が起きたのかが伝わってきた。

　どうにか聞き取ることのできた情報を集約すると──どうやら、儀式がひと通り終わったにもかかわらず、『始祖』からもたらされるはずの雨が一向に降り出す気配がないらしい。

　雨が降らなければ里から行列が出られない、こんなこといままで一度もなかったのに、という動揺した空気を打ち砕いたのは、観衆の中から飛び出した怒声だった。

「これは始祖様のご意志だ！」

　叫んだのは、五十代ほどに見えるひとりの男だった。

　全員の目が一斉に彼に集中する。男は全身に怒りを滲ませ、露里を睨ねめつけながら、さらに声を張り上げた。

「祈りを捧げても雨が降らないのは、始祖様がこの娘のことをお認めになっていない証拠だ！　人間が我々の里に踏み入り、そのうえ次代の里長である蒼真様の妻になるだと!?　始祖様がどうしてこの里をつくったのか忘れたか！」

　それが引き金となり、住民たちが次々と不満を吐露しはじめ、そのうちの何人かが男と同じように大声で主張を口にする。

「そうだ！　長は何を考えてるんだ！」

「その女を追い出せ！　ここは妖お狐れたちの里だ！」

「追放しろ！　追放しろ！」

　浴びせかけられる罵声。しかしそれらはほとんど、露里の耳に届いていなかった。

　周囲の音が、徐々に遠ざかっていく。内側に響くのは、自分の呼吸音だけ。

　──頭が、ぐらぐらする。みんなわたしを怖い目で見てる。何……？　どうして……？　わたしのせい……？　わたしが……？

　口々にこちらや巫女たちに向けて何かを叫んでいる里の住民たち。それを抑えようと彼らの前に出る警備らしい男衆。

　両者が揉み合っていると、突如その中からひとりの男が最前へ飛び出してきて、大きく拳を振りかぶった。

「……ぶないっ！」

　──え？

　意識を手放しかけていた露里は、鋭いその声で一気に現実へ引き戻される。ぶれていた目の焦点がもとに戻ってまず認識したのは、顔めがけて飛来した黒い塊だった。

　すぐにそれが石だと気づくも、咄とっ嗟さのことに体が動かない。

　当たる、と思ったそのとき──誰かに手を掴まれて強引に引き寄せられ、次の瞬間には片腕できつく抱き締められていた。

　周囲がどよめき、それまでの喧騒がぴたりと止む。

　顔を上げてみると、険しい表情で住民たちの方を睨んでいる蒼真の横顔が見えた。それでようやく露里は自分を抱き締めているのが彼だと気づき、驚きに目を瞠みはった。

　気恥ずかしさから慌てて離れようと腕に力を込める。しかし露里が蒼真の胸を押すより先に、蒼真が露里の肩に回していた腕を降ろし、体を離した。

「あ……」

「捕らえろ」

　短く発せられた命令に、唖然と蒼真を見ていた警備の者たちが弾かれたように一瞬身を竦ませ、すぐさま石を投げた男に掴みかかる。青い顔で蒼真を凝視していたその男は、おかげであっさりと身柄を拘束され、いずこかへと引き摺ずられていった。

　それを見届けると、蒼真はもとの無表情に戻り、露里を振り返った。

「大事ないか」

「えっ？　あっ……はい。大丈夫……です」

　答えを返してから、彼が飛んできた石から自分を護ってくれたのだと悟る。露里は慌てて頭を下げた。

「あっ、あの、ありがとうございました……っ！」

「いい。こちらの落ち度だ。……采配が甘かったか」

　最後は呟くように言って、蒼真は露里から視線を外し、混乱した場を収めるため方々への指示出しを開始する。

　落ち着きを取り戻した露里は、肺が空になるくらいに息を吐き──がくんと、その場にくずおれた。

「……あ、れ……？」

　立ち上がろうとするが、腕も脚も力が入らない。

　やがて蒼真が異変に気づき、露里の前に片膝をついた。

「どうした。……大丈夫か」

「え、あっ、はい……んっ、あれ？　んん……っ！」

　反射的にはいと答えてしまったが、やはり思うように体が動かない。

　蒼真はちらりと露里の脚を見、その膝が小刻みに震えているのを確認すると、立ち上がって露里の手を引いた。

「あっ……ありが──……っ!?」

　彼に支えられるかたちでなんとか立ち上がった露里は、礼を言おうと口を開く──が、最後まで言いきる直前で絶句した。

　蒼真が何気ない動作で彼女の背と脚に手を回し、ひょいと抱き上げたからである。

「え、あのっ、えっ!?」

　あまりに自然かつ唐突なことに驚いて、露里は混乱するままに蒼真の顔と先程まで自分がへたり込んでいた地面とを交互に何度も見る。

　蒼真は眉根を寄せ、叱るような口調で言った。

「しばらくの間じっとしていろ。この脚ではまず立てまい」

　脚の震えを指摘され、露里は言葉を詰らせる。

　しかし男性に横抱きにされていることと、蒼真の眩しいほどに整った顔がすぐ目の前にあることが羞恥を煽り、正直それどころではない。

　果ては眩暈まで覚えはじめたそのとき、列の後方にいた道玄が現れ、苦々しい面持ちで蒼真と状況を報告しにこちらへ来ていた年長の巫女に向かって言った。

「……どうやら、性急に事を進めすぎたようだな」

「はい。蒼真様のおかげでひとまずこの場は鎮まりましたが、このまま儀式を続行するとなれば……」

「ふむ……」

　巫女の意見に、道玄は顎に手を当てて唸る。

　それから蒼真に抱かれたまま戸惑った表情を浮かべている露里を一瞥すると、やむなしといった態で「日を改める」と告げた。

　頭を下げその場を離れる巫女。道玄はひとつ溜息を吐いた後、改めて露里を見た。

「どうされました」

　蒼真に横抱きにされている理由を問われているのだと理解し、緊張と羞恥で咄嗟に上手く言葉が出ず、「あの、ええと、これは……」と口籠もる。

　すかさず答えたのは蒼真だった。

「体調が優れぬ様子でしたので。婚儀を延期とするならば、このまま邸へ戻り休ませたほうがよいかと」

「……そうか。露里殿、このたびはこちらの采配が至らぬばかりに、誠に申し訳ないことをした。今日のところはゆっくりと休まれるがよろしい。……後の始末は私がしておく。お前は露里殿についていなさい」

「承知致しました」

　蒼真が道玄に頭を下げ、踵を返す。

　婚礼行列を見送るために邸の前に整列していた里長邸で働く女中たちが、家か人じんが戻ってくると悟り、蒼真を先導するように急いで邸内へ戻っていく。

　道玄に何も言葉を返せなかったことに罪悪感を、そして婚儀が延期になってしまったことに不安を覚える傍ら、伝わってくる蒼真の熱と鼓動に内心狼狽しながら、露里は唇を引き結び目を伏せた。

　蒼真の背中から住民たちの不満の声が響いていたが、そちらに目を遣れるほどの余裕は、いまの彼女にはなかった。




　里長邸へと踵を返す花婿と、彼に抱えられた花嫁。

　それを見て色めき立つ群衆。

　不満をぶちまける彼らを抑えようとする警備の男衆。

　婚儀が延期となった旨を告げる里長。

　不安げな顔を見合わせながら撤収作業をはじめる巫女たち。解体される婚礼行列。

　あたふたと邸の中へ戻っていく女中たち。

　その様を、ひとつの人影が、遠くの木の陰に身を隠しじっと見つめていた。

　人影は夜色の布を被かずいており、面貌はおろか、体格すらはっきりしない。

　やがて新郎新婦が邸内に姿を消すと、その人影も興味を失ったように身を翻し、森の中へと消えていった。




　監視者がいたことに、その場にいた者は誰ひとりとして気づかなかった。





４




　──暗くて、静か。

　少年はそんな感覚に長い時間浸り続けていたが、とくにつらいとか、退屈だとか、苦しいといった感情は抱いていなかった。

　というのも、彼は物心ついたときからここにいて、そのときからずっとひとりきりだったからである。

　どうしてこんなところにいるのかなんて知らないし、気になったこともない。少年にとってはこれが当たり前で、自然なことだった。

　ただひとつ気になるといえば、一定の周期──三度陽が落ちて、そして三度目の夜が明けた頃、決まってここにやって来ては食べる物を置いて去っていく、ひとりの男のことくらいだろうか。

　その男は少年を見るたび痛みを堪えるように顔を歪ませては、運んできた食事を地面に置いてから、深く深く頭を垂れて、低く小さな声で「すまない」と言う。

　少年はなぜ男が自分にそうするのか、そもそも男が誰なのか、どうして定期的にここへ来て食べる物を置いていくのか、まるでわからなかった。心当たりも当然なかった。

　そして、そうした疑問を抱いても、答えを得ようとは思わなかった。




　明るくなったり暗くなったりする風景をぼんやりと見つめながら、時折吹く風に撫でられた葉が鳴らす微かな音や遠くから響く鳥のさえずりを聞くともなしに聞き、それから件の男の謝罪する姿を観察し、置いていかれた食事を適当に腹に押し込む。意識が遠退きはじめたら抗わずに身を委ねる。

　それだけの毎日を──もはや月日という概念すら薄ぼけるほどに過ごしていた、そんなある日ときだった。




　ぼんやりと横になっていた少年のもとに、初めて見る人物がやってきた。

　それは、がりがりに痩せた女だった。不揃いな髪に艶はほとんどなく、目の下には隈が張っていて、頬は肉を削ぎ落としたように痩こけて張りがない。まとっている着物は落ち着いた色合いのそれなりに綺麗なものだったが、女の醸しているやつれきった雰囲気のせいで、すっかりくたびれているようにさえ見えた。

　自分と食事を運んでくる男以外の生き物に、少年はわずかに興味を惹かれ、緩慢な動作で体を起こす。

　ふらふらとした足取りで近づいてきた女は、少年の前に辿り着くなり、支えであった糸が切れたかのようにがくりと膝をついて、それまでひどく虚ろだった瞳をこれ以上ないほどに見開いた。

　ひと呼吸の間を置いて、彼女の目から大粒の涙が溢れ出す。

　少年が唐突に泣き出した女に驚いて呆然としていると、女はまるで血を吐くような掠れた声で、少年に向かって何度も何度も謝り、繰り返し繰り返し自分を責めた後、あることについて語り出した。

　どうするべきかもわからず、結果としてただ黙って女の話に耳を傾けていた少年は、やがてその内容に愕然とする。




　女の懺悔とも言うべき語りは、少年の中に、彼にとって初めてとなる、ひとつの強い感情を芽生えさせた。
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　翌朝。

　露里は朝餉に呼ばれ、女中の案内で広間に向かっていた。

　初めて婚家の者たちと食卓を囲むことに対する緊張もあったが、それよりも重く胸の内に凝っているのは、やはり昨日の一件についてだった。

　露里が蒼真に運ばれて邸へと戻った後、道玄や巫女の説得で住民たちはとりあえず溜飲を下げ、以降はとくに騒動が起こることもなく解散となったと聞かされた。

　婚儀は延期とされたが、日取りは未定で、近いうち里長と里のご意見番たちとの間で、いま一度露里の処遇について合議がもたれるらしい。

　その結果如何いかんによっては、万が一にも縁談自体が白紙になる可能性もあるとのことで、ゆえにいまの露里の立場は『里長一族の嫡子の嫁』ではなく、『特例として一時的に滞在を許されている客人』である。

　ささやかとはいえ覚悟を決めたにもかかわらず、前提から覆されるというまさかの展開に、少しも落胆しなかったといえばそれは嘘だ。

　とはいえ、もしも縁談が白紙になれば露里は家族のもとに帰ることができるわけで、そうなると一概に残念とは言えない……のかもしれない。

　一体どちらが自分にとっていいことなのか判断はつきかねるが──ただ、里の者たちと和解することも、蒼真と打ち解けることもできないままここを去ることになるのは、あまりに悲しいと露里は思う。

　せめて少しでも歩み寄ることができれば──と、そんなことを思いながら廊下を進んでいると、前を歩いていた女中が不意に立ち止まり、「おはようございます」と言って会釈をした。

　それに「ええ、おはよう」と返したのは、花の形に結った房つきの赤い組紐で髪を飾った、露里と比べてやや幼い顔立ちをした少女だった。

　この邸に来て三日目にして、初めて見る顔である。

　この子は誰なんだろうと小首を傾げて見つめていると、少女は露里の存在に気がつくなり、ぱっちりとした大きな青い瞳を不機嫌そうに眇すがめた。

「……何よ」

　挑みかかるような低い声で問われ、露里は若干気圧されながら尋ねた。

「ええと……あなたも女中さん？」

　すると少女はくわっと目を見開いて、

「はぁ!?」

　と、怒り心頭といった様子で露里の前に仁王立ちした。

「信じられない、このわたしを女中ですって!?　馬鹿にしてるの!?　ああなんてこと、人間ってだけでもあり得ないのに、こんな恥知らずな女がお兄様の結婚相手だなんて！」

『お兄様』という単語に、露里は「えっ？」と声を上げる。

　少女は「あり得ない、あり得ないわ。最悪よ」などと頭を抱えながらひとしきりぶつぶつと繰り返した後、高圧的な態度で露里の鼻先に人差し指をびしっと突きつけ、強い語気で宣言した。

「わたしは認めないわ。結婚のことも、お前のことも。何があろうと絶対にね！」

　そしてありったけの敵意を込めて露里を改めて睨みつけ、ふんと鼻を鳴らして露里の横を通り抜けていった。

　やがて彼女の足音が遠ざかってほとんど聞こえなくなった頃、露里は半ば唖然としながらおずおず女中に尋ねる。

「あの……いまの女の子は……？」

　女中は少しばかり呆れの滲んだ目を露里に向けた。

「紗さ埜や様──道玄様と静沙様のご息女で、蒼真様の妹君です」

　蒼真の、妹。

　つまり、露里にとっておそらく将来的に小姑となる娘。

　……なのだが。

　露里は彼女の存在を、掛け値なしに、いま初めて知ったのだった。










　……味がしない。

　実家での普段の食事もあまり楽しいものではなかったが、ここまで息苦しかったことはなかったと思う。

　幸いだったのは朝餉として出されたものが人間の露里にとっても料理と呼べるものであったことと、予想が外れて、道玄や先程廊下で行き合った少女──紗埜がこの場にいないことだろうか。

　道玄はいつも食事は自室で摂っており、紗埜も今日は自室で済ませたらしい。静沙の場合は病弱なため、朝餉のとき以外も自室からほとんど出てこないという。

　道玄はどうにも気難しそうだし、紗埜には敵意を持たれている。静沙ならば話しやすいかもしれないと思っていたのだが、あてが外れてしまった。

　ここは勇気を出して何か話題を振るべきだろうか……と悩みながら、露里は茶碗を持つ手を心持ち下げ、ちらりと、差し向かいで黙々と箸を動かしている蒼真を見た。

　俯きがちなために、伏し目に長い睫毛がいつにも増して儚げに見える。膳に手を伸ばすたびに髪がさらりと揺れ、箸がものを口に運ぶたびに薄い唇が控えめに開かれ、音もなく咀嚼する。

　本当に、綺麗で上品なひと……。

　自分が食べるのも忘れてぼうっと見つめていると、視線に気づいた蒼真が手にしていた茶碗を膳に置いて、真っ直ぐに露里を見つめ返した。

「……なんだ」

「えっ？　あっ、ええと……」

　声音は静かだったがなんとなく咎めを受けているような気がして、露里はあたふたと視線を泳がせる。

　あなたに見とれていましたとは言えず、なんと答えるか迷った末、今朝方から考えていたことを尋ねた。

「あ、あの……今日はわたし、何をすればいいんでしょうか？」

　実家であれば、朝食の後、和成が前日に出した課題を済ませ、それからは基本的に本を読むか景色を眺めるかのどちらかだった。

　しかし、その規則性からはもう外れているし、だからといって、客分であるうえに昨日の件もあって、好き勝手ができるわけでもない。

　手持ち無沙汰というよりも、自分が何をしていいのか、悪いのかが、いまひとつ判然としないのだ。

　だから何かすべきことがあるのであれば幸いだと思っての問いだったのだが、蒼真の返答は淡泊なものだった。

「とくに何も。この邸の中であれば、好きに振る舞ってくれて構わない。だが、もし外出するのであれば、誰かを供につけるか、もしくは私にひと声かけろ。ひとりで出歩くのは──いまは、危険だ」

『いまは』という部分がわずかに強調されていたように聞こえて、露里は瞬く。

　蒼真は相変わらずの無表情だったが、どことなく陰りを帯びているようにも見えた。

　耳に、昨日、婚儀の身支度の際に聞いた女中の言葉が蘇る。

　幼少期から次代の里長としての自覚をしっかりと持っていて、責任感が強い。

　おそらく里の者たちを危険だと言うことに抵抗があるのだろうと察した露里は、もしや藪蛇だったかとはっとする。

　それから少しばかり沈黙した後、ここで会話を切り上げてしまってはいつまでも打ち解けられないと思い直し、方向性をずらして話を続けることにした。

「じゃあ……、……っ、そ、蒼真さん……は、今日はどういう予定なんですか？」

　思えば彼の名前を呼ぶのはこれが初めてだと気づき、込み上げてきた気恥ずかしさから言葉が少しぎこちなくなる。

　しかし当の本人はとくになんとも思わなかったようで、いたって平静な口調で言った。

「昨日の件の処理にあたる。あのとき、なぜ雨が降らなかったのか……原因をつきとめなければ。婚儀を改めたところで、雨が降らなければ同じ轍を踏むことになる」

「原因……『始祖様』が、わたしを認めていないから──じゃ、ないんですか？」

　あのとき、騒ぎの火つけ役となった住民が言っていた。

　──これは始祖様のご意志だ!!

　──祈りを捧げても雨が降らないのは、始祖様がこの娘のことをお認めになっていない証拠だ！

　しかし蒼真は頭かぶりを振った。

「いや、それはあの男の憶測だ。まだそうと決まったわけではない。……姫巫女に話を聞く必要がある」

「『姫巫女』？」

「この里を守護している女系の一族、その長のことだ。父──里長と並び、妖狐の里の要を担っている。婚儀で始祖に祈りを捧げたのは、姫巫女の娘だ。昨日は詳しいことを話している暇はなかったからな。彼女にも改めて話を聞くべきだろう」

　あの、藤色の瞳を持った巫女の少女。

　彼の姿が脳裏に蘇るとともに、あのとき彼女が蒼真を見て一瞬だけ浮かべた切なげな表情が思い出される。

　そういえばあれは結局なんだったのだろうと考えはじめた露里は、蒼真の声で意識を引き戻された。

「そういうわけだ。外へ出るときは声をかけろと言ったが、今日のところは男衆に頼め。私はこの後すぐに出る」

「……！　あ、あのっ」

　締め括られたところで、ぱっと閃いた思いつきに露里は身を乗り出す。

　食事を再開しようとして思わずぴたりと動きを止めた蒼真に、彼女は意を決してこう願い出た。

「わ、わたしも行ってもいいですか？　……その、一緒に、姫巫女様のところへ」
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　遥か昔。

　人間と妖狐は、かつて共存の道を歩んでいた。

　同じ土地に暮らしていたわけでも、まして互いに支え合っていたわけでもないが──妖狐は時折、山から人里へと降りてきては人間に化け、彼らに紛れて様々なことをした。

　仕事や、ちょっとした悪戯いたずら。子どもの遊びに混ざったり、ときには男に色を仕掛けたりもした。

　しかし妖狐は人間を襲うことはせず、それゆえ人間たちは彼らを忌避せず『そういうもの』として受け入れていた。

　けれどいつの頃か、妖狐を害悪と見み做なし、その見解を人々に説き、人間の住む土地から妖狐を放逐せんとする者たちが現れた。

　彼らは人間の中から妖狐を探し出して迫害し、それと疑わしい者さえ容赦なく糾弾した。

　やがてその動きは徐々に規模を拡大していくとともに、『妖狐は人間を拐かし害そうとする存在』という観念を人々に植えつけていった。

　それに伴い、被疑者への制裁も激化の一途を辿り──終ついには、妖狐と思われる者は皆例外なく殺すべきだという声さえ上がり出した。

　この一件は、のちに『妖狐狩り』と呼ばれるようになる。

　いわれもなく虐げられる妖狐。そしてあらぬ疑いをかけられ、同胞から理不尽な仕打ちを受ける人間。

　そんな実情を憂い、両種族における悲劇に幕を下ろさんと、あるときひとりの女が立ち上がった。

　名を、雪せつ珂か。

　妖狐の等級において最上位の種──神に通ずる力を持つ『天狐』の女だった。

　彼女は妖狐たちの安息を守り、人間同士が誤解によってこれ以上傷つけ合わぬようにと、妖狐たちを束ね、とある山奥に隠れ里をつくった。

　これこそが、この『妖狐の里』の起源であり。

　彼女こそが、この里で『始祖』と崇められる存在である。
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　隣を歩く蒼真の口から語られた過去に、露里は沈黙する他なかった。

「人間に害をなす妖狐がいないわけではない。我ら『白はく狐こ』は争いを好まず、同胞たちとともに山の深くで静かに暮らしている。しかし、己が目的のために群れを抜ける者もいる。そうした者は『野や狐こ』と呼ばれ、その多くは気の向くまま人間に干渉し──襲う」

　蒼真の口調に乱れはなかったが、声音はどこか哀愁を漂わせていた。

「野狐が人間を襲ったがゆえに起こったことだったのか、それとも、人間が異種族への恐怖に堪えきれず起こしたことなのか……どちらにせよ、そうしてこの里はつくられ、人間と我ら里の妖狐は交わりを完全に絶った。……まぁ、例外もあったことにはあったが」

　例外というのは、おそらく露里の先祖にあたる妖狐のことだろう。

　黙ったままの露里を一瞥した蒼真は、前に向き直り話を続けた。

「里がつくられてから数十年の間、始祖は里の皆を束ね、里のあらゆる物事を管理し、そして守った。そしてあるとき、それまで自身が果たしてきた役目を自身の息子と娘にそれぞれ託し、天界へと去ったのだ」

　息子には、里に棲む妖狐を統率する『里長』の役目を。

　娘には、人間をはじめとした異種族から里を隠し、守るために始祖が織り成した結界を維持する『巫女』の役目を。

　それが現在の妖狐の里における『里長一族』と『巫女一族』の成り立ちだと、蒼真は締め括った。

　露里は「そうなんですか」と返しつつ、頭の中で、始祖を祖とする系譜に関する情報をひとつひとつ整理していく。

「初代の里長と姫巫女が兄妹で──ってことは……蒼真さんや道玄様と、これからお会いする姫巫女様は、遠いご親戚なんですね」

「いや、血だけで言うならさほど遠くはない。というのも、母上が当代の姫巫女と従姉妹でな。それに、私だけではなく、貴女にとっても巫女一族は血縁にあたる」

「わたしも、ですか？」

「貴女の先祖である妖狐は、我が里長一族の出身だろう」

「あ……そっか」

　ということは、蒼真と自分も、遠くはあるが一応血縁者なのか。

　思いがけず自身の系譜を知った露里は、感じ入った様子で息を吐く。

　そんな話をしているうち、気づけばふたりはすでに里の居住区を抜けて、山頂へと続く石段に差しかかっていた。

　一段一段、蒼真に続いて階段を上っていく。

　やがて百を数える頃、前方の土地が開け、神社の境内らしいものが見えてきた。階段を上りきってみると、そのさらに奥に、立派な造りの邸があった。

　神社というよりも、本の中で見た平安貴族の邸に近い外観をしている。

　道すがら蒼真から聞いた──『天あま津つ雪ゆきの宮みや』という巫女一族の暮らす邸で、原則として男子の立ち入りが禁じられているという。ちなみに、一族の男衆は天津雪宮ではなく、離れた位置にあるべつの邸で生活しているらしい。

　華美な装飾や意匠こそないものの充分に荘厳なその邸と、場を満たしているどことなく清廉な空気に圧倒され息を飲んだ露里は、蒼真に「行くぞ」と声をかけられ、はっと我に返って彼の後を追った。

　蒼真は階きざはしの数歩手前で立ち止まると、邸内に向けて声を張った。

「里長道玄の名代で参った。姫巫女に目通り願いたい」

　すると障子が音もなく開き、中からあの藤色の瞳の少女が現れた。先日と同じく巫女装束を身にまとっている。ただ金の髪飾りは婚儀の際の礼装だったのか、いまはつけていない。

「栞かん凪な」

　蒼真が少女を見て呟く。

　少女──栞凪は蒼真を見て仄かに顔を綻ばせたが、露里に気づくとたちまち硬い表情になり、畏まった口調で言った。

「お待ちしておりました。そろそろおいでになる頃かと」

　来訪を予期していたような彼女の言葉に、蒼真が一瞬訝しげに眉根を寄せる。

　しかしすぐに合点がいったらしく、

「ああ、視たのか」

　栞凪は頷いて、

「はい、つい半刻ほど前に。どうぞお上がりください。祈り場までご案内致します」

　と、邸へ上がるよう促した。

　蒼真が履物を脱ぎ、階を上る。

　そして二段目に足をかけたところで露里がついてこないことに気がつき、後ろを振り返った。

「どうした」

「あっ、いえっ」

　栞凪を凝視していた露里は、蒼真の声に慌てて階に駆け寄る。

　脱いだ履物を揃えながら、先程顔を合わせたときの栞凪の態度を思い返した。

　蒼真を見たときに浮かべたあの笑顔。母親が従姉妹同士──つまり蒼真と栞凪ははとこ同士ということになる。とすれば、ひょっとするとふたりは仲がいいのかもしれない。

　立ち上がり、蒼真と目を合わせる。

　彼の瑠璃色の双そう眸ぼうを覗いた露里は、ふと思った。

　わたし、このひとのこと、まだ全然知らないな……。

「お待たせしました」

　蒼真が小さく頷いて応じ、栞凪の方を向く。

「どうぞ、こちらです」

　邸の奥へ向かって歩き出した栞凪に蒼真が続き、露里もすぐに後を追った。







　案内されたのは、正面の邸から続く細殿を渡った先の対たいの屋や、その最奥にある祷いのり場だった。

　入り口には御み簾すが下げられ、ひとりの人影がぼんやりと浮かび上がっている。

「お母様。お連れ致しました」

　御簾越しに栞凪が呼びかけると、

「お入りなさい」

　と、凛とした声で応いらえがあった。

　栞凪が御簾を持ち上げる。それからすっと脇に避けた。

　道場に入るときにするように、蒼真が一礼して中へ進む。露里もそれに倣い、御簾の向こうへ足を踏み入れた。

　中では、床に引き摺るほど長い黒髪の女性が、こちらに背を向けて端座していた。

　ふたりが部屋の中央あたりに肩を並べて正座し、後から来た栞凪が、女性とふたりの間隔の空間から少し離れた、蒼真側に控えるように腰を下ろす。

　場がしんと静まり返ると、女性がこちらに向き直った。

「待っていましたよ、若君」

　栞凪とよく似た、凛然とした面差し。静かだが射貫くような鋭さを潜ませた藤色の瞳。

　声音も、打ち鳴らした鈴の音のような、聞く者の背筋を自然と伸ばさせるような高潔さを感じさせるものだった。

　姫巫女は蒼真から視線を露里へと移し、柔らかく微笑んだ。

「あなたが、かの始祖の再来と謳われた妖狐──霞か匡きょうの血と力を受け継いだという人間の姫ですね」

「はっ、はい。露里と申します」

　水を向けられた露里は、彼女のまとう雰囲気に萎縮し居住まいを正す。

　姫巫女は笑みを深くして、それに応じた。

「わたくしはこの里を守る結界を織る巫女。名を珀はく羽うと申します」

　ふたりの挨拶が済むと、それまで沈黙していた蒼真が、改まった態度で畳に拳をつけた。

「此度は、前さきの婚儀における当方の不手際についての謝罪、ならびに『加護の雨』が降らなかった原因について、姫巫女の見立てを伺いに参った」

　そして、深く低頭する。

「まずは謝罪を。──先日の婚儀における騒動は、当家の采配が甘かったがゆえに起きたこと。参列していた巫女たちにも不安な思いをさせてしまった。深くお詫び申し上げる」

　珀羽が目を伏せる。

「栞凪から話は聞きました。負傷者が出なかったのは幸いですが、困ったことになりましたね。……もっとも、詮なきことでしょう。里に棲む者の多くが、未だに人間を許せずにいるのですから」

　彼女の言葉に、露里は気まずくなって視線を落とす。

　それに気づいた珀羽が「あなたを責めているわけではないのですよ」と優しい声音で言ったが、それで心が軽くなりはしなかった。

　自分が負うべき責めでないことも、珀羽に露里を咎めようというつもりがないこともわかっている。しかし、かといって他人事だと割りきるのは難がある。

　それに、経緯や理由はどうあれ、露里が里の者たちから疎まれていることに変わりはないのだ。

　沈鬱な面持ちで黙り込んでしまった露里を見て、珀羽はそっと瞑目した後、仕切り直すように表情を引き締めた。

「長と皆との間に不和が生じているのは由々しきことですが──それ以上に深刻なのは、やはり加護の雨が降らなかったことでしょう」

　話が本題に入り、場の空気が緊張感を帯びる。

　それを肌で感じ取った露里も、一旦胸の内の凝こごりを忘れて顔を上げた。

「栞凪。あなたの話では儀式の際、何度呼びかけても始祖からの応いらえがなかったとのことでしたね」

　珀羽、蒼真、露里の視線が、ここまで静かに控えていた栞凪に注がれる。

　栞凪は「はい」と応じると、戸惑いを滲ませた語調で当時のことを語った。

「儀式の手順も祝詞のりとも、間違いはひとつもありませんでした。それなのに……わたしの声が始祖様に届かなかったのか、それとも──」

　それ以上を言葉にするのを躊躇うように、口を閉ざす栞凪。

　しかし珀羽が臆さずその後を引き継いだ。

「──それとも、始祖の御身に何かがあったのか」

　皆の表情が険しくなる。

　ただひとり、露里だけが話についていけず、困惑した様子で隣の蒼真の袂をおずおずと引っ張った。

「あ、あの……」

「どうした？」

「わたし、まだよくわかってなくて……その、『加護の雨』が一体どういうものなのか、とか……」

　露里の疑問に答えたのは珀羽だった。

「加護の雨とは、いわば姿隠しの結界です。妖狐が祝言を挙げる際、婚礼行列を組んで稲荷神社へと詣でるのが、かつての──我々と人間がともに歩んでいた時代の習わしだったのです」

「妖狐が、神社に……？」

　妖が神のもとに参るという点が腑に落ちず、露里は疑問符を浮かべる。

　彼女の思うところに察しがついた珀羽は微笑した。

「ええ。我々白孤族は、もとを辿れば天狐族の流れを汲んでいます。天狐は神に通ずる力を持ち、稲荷神の眷属たる御お先さき稲とう荷がが輩出される一族。ゆえに、我らは稲荷神を主として祀っているのです」

　言われてみれば──かの有名な伏見稲荷大社の主祭神である宇う迦か之の御み魂たまの大おお神かみはまたの名を三み狐けつ神かみというし、そもそも稲荷神自体、狐とたびたび同一視されている。また、伏見稲荷に限らず稲荷系の神社には、神使とされる狐の像が多数置かれている……と、いつかに本で読んだ覚えがある。

　となれば、なるほど、そういうものか。

　露里が納得したところで、珀羽が話を再開した。

「当時、妖狐が人里に下りるときは人間に変へん化げするのが暗黙の掟でした。しかし、婚儀は本来の姿で臨むべき大切な儀式。宮へと向かう妖狐の婚礼行列が人間の目に触れぬよう、見る者の目を欺あざむき、姿を隠す必要があった。そのために時の者たちが神に乞い、そして祝福というかたちでもたらされたのが『加護の雨』なのです」

　もっとも、と注釈が挟まれる。

「現在のこの里においては、この天津雪宮が稲荷神社の代替ともなっていますから、雨で行列を隠す必要はないのですけれど。いまでも婚礼行列が移動する際に雨を乞うのは、雨乞いの儀式と雨そのものがひとつの伝統となっているからですね」

　そう珀羽が締めると、蒼真が真剣な眼差しで彼女に問うた。

「かつては神から、そしていまは始祖からもたらされる加護の雨。それが降らなかったことなど、いままで一度もない。……姫巫女よ。原因について、何か心当たりは」

「確かなことは、わたくしにもわかりません。ただ……昨晩、夢を視ました」

　遠くを見遣るようにして、記憶を手繰る珀羽。

「最初に視たのは、どこか暗くて狭い場所。……格子のようなものが見えたので、牢かもしれません。そこにわたくしはいて、格子の向こうで、恐ろしいほど昏くらい目をした男が、何事かをこちらに向かって話していました。男の傍らには、ひどくやつれたひとりの女性。次に、血溜まりに沈んだふたりの妖狐。あれはきっと、里の妖狐でしょう。場所に見覚えがありました。そして最後に──」

　珀羽は一旦言葉を切り、蒼真を見た。

「最後に、若君、あなたを──森の中で戦うふたりのあなたを視ました」

　驚きに目を見開く蒼真。

　露里と栞凪も、それぞれ困惑を露わにした。

「それは、未さ来きを示す夢か」

　蒼真の問いに、珀羽は考え込むように指を唇に当てた。

「最初に視た光景がいつのものかはわかりません。後のふたつは、おそらく未来でしょう。里の中で誰かが殺されたことは未だかつてありませんし、若君、あなたも、自分と同じ姿をした者と刃を交えたことはないでしょう？」

　蒼真は黙然と頷く。

「一度の眠りでこれらの光景を連続して視たということは、すべては繋がっていると考えるべきでしょう。つまり、最初の夢がいつのものにせよ、尋常ならざる事態が未来に待ち受けている──里に、危機が迫っている。先日の婚儀で加護の雨が降らなかったことも、もしかすると関係しているかもしれません」

　姫巫女の重々しい宣告に、しばらく誰も口を開かなかった。

　露里は珀羽の言葉を頭の中で反芻する。

　恐ろしいほど昏い目をした男。

　血溜まり。

　戦うふたりの蒼真。

　里に──危機が迫っている。

　死者が出るような危機が。

　それに対する不安と恐怖を抱くと同時に、露里はある想像に瞳を凍らせた。

　──まさか……わたしが来たから？

　根拠も思い当たる節も、明確なものは何もない。ただ──時期があまりに重なっているように感じる。

　蒼真や珀羽の話を聞く限り、いままで里はずっと平穏だった。しかしここに来て、異例の事態が二度も起き、珀羽の視た夢が現実となればそれで三度になる。

　そして最初の異例は、人間が妖狐の里に踏み入ったこと──即ち、露里の存在だ。

　だからこそ露里は思わずにはいられない。

　自分がこの里に来たことが、連続する異変の呼び水になってしまったのではないか、と。

　突飛すぎるかもしれないとも思う。しかし、そんな考えが頭から離れない。

　どれほど続いたかわからない重苦しい沈黙を破ったのは、冷静さを取り戻した蒼真の声だった。

「……承知した。いまの話は、私から長に伝えておこう。姫巫女よ、協力感謝する」

　蒼真は深く頭を下げた後すっと立ち上がり、露里を顧みた。

「戻るぞ」

「あ、はい」

　返事をし、露里も立ち上がろうと床に手をつき腰を浮かせる。

　しかし、珀羽がそれを引き留めた。

「お待ちください。……露里様と、少しお話がしたいわ。いいかしら？」

　思いがけない展開に、露里は驚いて硬直する。

　珀羽の柔和な微笑みを見る限り何かを咎めようということではなさそうだが、一体なんの話があるというのだろう。

　というか、是非をこちらに問われても困る。

　露里が弱った視線を蒼真に送ると、彼はひとつ頷いて、

「では、私は境内に出ていよう。それでよろしいか」

　と、珀羽を見た。

「ええ、ありがとう。栞凪、あなたも出ていなさい。それから人払いを」

「承知致しました」

　栞凪が立ち上がり、一礼する。

　そして蒼真と連れ立って、祷り場を退出していった。

　ふたりの足音が完全に聞こえなくなると、珀羽は先程までまとっていた硬い雰囲気を弛緩させ、露里を安心させるようにふわりと微笑んだ。

「ごめんなさいね、引き留めてしまって」

「い、いえっ、そんな！　わたしは全然、大丈夫です」

　緊張でがちがちになりながら、露里は必死に言葉を紡ぐ。

　里長邸の女中と会話するときでさえ緊張するのに、里長と同格の地位である姫巫女と一対一の状況など、ともすれば意識が遠退きそうだ。

　背筋をぴんと伸ばして話が切り出されるのを待つ露里の姿に、珀羽がくすくすと笑う。

　それを見た露里が何かおかしなことを言ってしまっただろうかと狼狽えはじめたところで、彼女はこほんとひとつ咳払いをし、

「話というのは、わたくしが視た夢のことなのですけれど」

　と、本題に入った。

「は、はい。ええと、さっきの……」

「いいえ、違います。先程話した夢については、あれ以上言えることはありません。そうではなくて──もうひとつ、夢を視たのです」

　先程はあえて語らなかった、もうひとつの光景を視た。

　珀羽の告白に、露里は目を瞠る。

「そんな──どうして、わたしに……」

「もしわたくしの推測が正しければ、この夢のことをわたくしの一存で誰かに勝手に話してしまうのは、少々問題かと。……当初は、単にこれも未来に繋がるもののひとつだとしか捉えていませんでした。ただ……貴女がここへ来たとき、もしやと思って」

　珀羽は一拍の間を空けた後、件の夢の内容を語った。

　曰く。

　いずこかの山の中を、珀羽は進んでいた。

　前方には、ひとりの女性の、着物をまとった背中が見えた。

　現実の珀羽は妙齢だが、その夢の中では少女だった。歩幅が小さくて、先を行く女性を必死に追いかけていた。

　珀羽──の視点となっている夢の中の少女が、女性に声をかける。

　なんと言ったのかはわからない。聞こえなかった。

　すると女性が振り返る。

　彼女の顔は、不気味なほどに深い笑みの形に歪んでいた。

　それを見て、恐怖が心を縛り上げる。

　ひ……っ！　と息を飲んだところで──。

「……そこで、目が覚めました」

「そ……れ、は──」

　露里は驚愕に言葉を失い、瞳を揺らす。

　いまの話──自分の中にある記憶と、重なる。

　五年前。自分という存在に疑問を抱くきっかけとなった、あの日の記憶。

「どう、して……」

「わたくしが夢に視るものは、すべて未来に起こる『大きな事象』の前兆とも言うべき事柄です。けれど、視た光景そのものが未来に起こるものとは限りません。繋がっているのであれば、過去にあった事柄も視ます。夢を意図的に視たり、大きな事象そのものを見通したりすることはできませんが……」

　ままならないものです、と言いたげに珀羽は目を伏せる。

　それから真剣な眼差しで、真っ直ぐに露里を見つめた。

「確認させてください。わたくしが視た夢は──貴女の幼い頃の記憶ですか？」

「……っ、……はい。たぶん……」

「……やはり、そうですか」

　嘆息する珀羽。

　露里は少し逡巡したのち、おそるおそる尋ねた。

「どうしてそう……思われたんですか？」

「……すべてが、連続しすぎているように思うのです。貴女がこの里へ来て、その翌日に執り行われた婚儀で、加護の雨が降らないという異変が起きた。そしてわたくしが夢を視たのが、その晩のこと。……貴女が異変の原因だと言いたいわけではありません。ですが、貴女がこの里へ来たことも、未来に待ち受ける大きな事象に関わっているとすれば……わたくしが貴女のことを夢に視る可能性はある、と」

　やはり、自分の想像は正しかったということか。

　でも、わからない。

　何が起ころうとしているのかもだが、何より、なぜ自分が関係しているのかがわからない。

　雨の件なら、『始祖が人間を里に迎え入れることをよしとしていないから』ということで正否はともかく一応は納得できる。しかし、里の住民が死ぬようなことにどうして自分が関係している？

　自分は未来で、何か取り返しのつかないことをしてしまうとでも……？

　悪い考えばかりが頭に浮かんではこびりつき、漠然とした不安が募っていく。

　絶句した露里の面からみるみる色が抜け落ちていくのを見て、さしもの珀羽も慌てた様子で露里の肩にそっと触れ、優しい声音で言った。

「落ち着いて。まだあなたがすべての事柄に関係していると決まったわけではありません。いま言ったのは、すべてわたくしの推測です。……いたずらに不安を煽ってしまいましたね……ごめんなさい」

　軽い眩暈と吐き気に耐えながら、露里はゆるゆると首を横に振る。

　珀羽が悪いわけではない。わかっている。先程の彼女の言葉はただの推測で、本当に露里が彼女の言う『未来で待ち受ける大きな事象』に関わりがあるかはまだわからない。時期が重なってしまったのは、単なる偶然という可能性もあるのだ。

　ただ、わたし自身が悪いほうに考え過ぎているだけ。

　自分の肩を掻き抱き、心の中で何度もそう繰り返す。

　荒い息を継ぐ露里の顔を心配そうに窺っていた珀羽は、やがて彼女の様子が落ち着きを見せはじめると、「白さ湯ゆを持ってこさせましょう」と言って祷り場を出ていった。

　ひとり残された露里は、肺が空になるほど深く深く息を吐き出し、ぎゅっと目を瞑って背中を丸めた。













　それからしばらくして落ち着きを取り戻した露里は、介抱してくれた珀羽に礼を言い、祈り場を後にした。

　部屋を出る際、

「もしあなたが自分の過去を話すことに抵抗がないのであれば、先程の話、若君にも伝えてください」

　と彼女から言われた。

　自分の幼い頃のことを話すのはとくに問題ない。

　けれど──怖い。

　自分が里に危機をもたらす存在かもしれないと、自分の口から告白することが。

　たとえそれが、単なる憶測だとしても。

　伝えたほうがいいことは理解している。

「でも……もう少し、もう少しだけ……待って」

　自分にしか聞こえないくらいの小さな声で呟きながら、露里は蒼真を探して境内を歩く。

　宮の周囲を回って建物の裏へ足を向けてみると、誰かの話し声が聞こえてきた。

　まだ距離があってよくは聞き取れないが、女性の声の語気が荒いことから、何か揉めている様子だと悟る。

　邪魔をしてしまわないよう壁に寄り添うようにしてそっと様子を窺ってみると、そこにいたのは、いつもの冷静そのものといった感じの蒼真と、必死の形相で彼に何かを訴えているらしい栞凪がいた。

「ねぇ蒼真、蒼真はどう思ってるの？　その、結婚のこと……」

「べつだん、どうとも。先祖が交わした盟約を守るためのものとしか。それに、婚姻というかたちを取ると決めたのは長だ。ならば、私はそれに従うまでのこと」

「……そ、う……でも……」

　耳に入ってきたいくつかの単語に、鼓動が跳ねる。

　──ひょっとして、わたしたちの結婚のことについて話してるの……？

　頃合いを見て声をかけようと思っていた露里は、しかし予想外のことに陰から出ることさえできなくなった。

　盗み聞きのような真似はよくないとわかっていつつも、ふたりが何を話しているのかが気になって、息を潜める。

　露里がすぐそこにいることに気づかない栞凪は、蒼真の手を取って胸の前へと持っていき、きゅっと両手でそれを握った。

　そして、切実な色を浮かべた瞳で彼を見上げる。

「でも……蒼真は、本当にそれでいいの？」

　食い下がるような様子を見せる彼女に、蒼真が訝しげに目を眇める。

「……何が言いたい？」

　栞凪は視線を泳がせてしばし言い淀んだ後、俯き加減に言った。

「……ただ盟約を守るだけなら、何も結婚なんて、する必要ないと思うの。だってその盟約は、あの人間の子をこの里に引き取れっていうだけのものなんでしょう？　だったら、あの子をここへ連れてくるだけでいいはずじゃない」

　蒼真が諭すような声音でこう返す。

「それは違う。本来、彼女は赤子のときにこの里へ移され、妖狐として育てられるはずだったんだ。それが本来の盟約だった。しかし手違いがあって、彼女の存在をこちらが知ったときにはもう彼女は人間として成長していた。人間を里へ入れることは、掟で禁じられている。かといって、盟約を破棄することはできない。だから、長は輿入れというかたちで彼女を里に呼んだんだ」

　いくらか端折ってはいるが、露里が実家で里からの使者に聞かされた話だ。

「お前も掟は知っているだろう。盟約を果たすためには、彼女をこの里に迎える正当な理由が要る」

　栞凪はしばらくの沈黙ののち、俯いたまま、覇気のない声で言った。

「それでも……その理由は、べつに結婚じゃなくたって……」

　栞凪はどうやら、どうしても蒼真を露里と結婚させたくないらしい。

　理由はやはり、自分が人間だからだろうか？　……いや、それだけではないような気がする。人間なんかと結婚するのはやめろと言っているというより、純粋に蒼真に結婚してほしくないという思いが、彼女の様子からは感じられた。

　──彼女は蒼真のことを、どう思っているのだろう。

　以前から──昨日、里長邸から自分とともに出てきた蒼真に彼女が一瞬切なげな表情を見せたときから、そういえば気になっていたのだ。

　ここへ来たときに蒼真の来訪を喜ぶような栞凪の笑顔を見たことでその引っかかりを思い出し、そしていま聞いた彼女の言葉で本格的に気になり出した。

　そんな疑問を抱いた露里は、しかしすぐに解に辿り着くこととなる。

「それに……ねぇ蒼真。蒼真は次代の里長だし、責任感が強いから、我を通すことは難しいのかもしれないけど……でも、結婚は一生を決める大事なことなんだし、自分の感情を抑えてまで道玄様の言うなりになることはないんじゃない……？」

　栞凪に諭すように言われた蒼真は、彼女が何を言っているのか本気でわからないといった様子で眉根を寄せた。

「……？　栞凪、お前、何が言いたいんだ？」

　わずかに困惑の色を見せる蒼真に、栞凪は焦れたように語気を強めて言う。

「……っ、だから、蒼真はあの子と結婚するなんて、嫌じゃないの？　自分で選んだ誰かと一緒になるほうがいいって、そう思わないの？」

　栞凪の言うことは、露里にも理解できた。それはそうだ、と思った。

　自分の知らないところで親や先祖に勝手に決められた相手と結婚しろと言われたら、きっと誰だって、多少なりとも反感を覚えるだろう。自分だってそうだったのだから。

　蒼真も、もしやそうなのだろうか？　そんな素振りはこれまでまったく見せなかったように思うけれど、本心では自分の意思ではない結婚をさせられることに、不満を抱いているのだろうか？

　充分にあり得ることだ。

　露里は食い入るように彼を見つめ、緊張した面持ちで耳をそばだてる。

　蒼真は少しの間呆けたような表情で栞凪を見つめた後、相も変わらない冷静さで彼女の問いに答えた。

「思う思わないという以前に、私には思慕する相手などいないからな。だからべつに、彼女と夫婦めおとになることについて異存はない」

　栞凪はそれを聞いて、今度こそ言葉を失ったようだった。

　大きく目を見開いて、何かを言おうとしてしかし声にならなかったらしく、口を開けたり閉じたりして。

　何度かそんなことを繰り返した後、込み上げてきたものを堪えるように顔を歪めたかと思うと、ぱっと蒼真から顔を逸らし、俯いた状態でこちら側へ向かって駆け出した。

　まずい、と露里は慌てて周囲を見回す。このままここでぼんやりしていたら、間違いなく盗み聞きしていたことが栞凪にばれてしまう。

　しかし隠れられるような場所は見当たらず、そうこうしているうちに彼女が露里のすぐ脇を駆け抜けようとして──露里に気づき、びくりと身を竦ませて足を止めた。

　さぁっと血の気が引く音が聞こえた気がした。

　どうしよう、とりあえず謝らないと、と露里が唇を開く。だが栞凪は露里を睨めつけると、すぐに視線を外して再び走り出した。

「あ、あのっ……！」

　追い縋るように栞凪の背に声をかけるも、彼女は振り返らずにそのまま宮の陰へと姿を消した。

「あ……」

　後を追いかけるのも躊躇われて、露里は伸ばしかけた手を下ろす。

　すれ違う瞬間に見た栞凪の目尻には、確かにうっすらと涙が浮かんでいた。

　なんとも言えない気持ちで立ち尽くしていると、

「なんだ、いたのか。話は終わったのか？」

　と、声をかけられた。

　驚いて振り返る。背後には蒼真が立っていて、露里が話を盗み聞きしていたことに気づいているのかいないのか、静かな瞳でこちらを見下ろしていた。

「あ、は、はい。終わりました。お……お待たせして、ごめんなさい」

　しどろもどろになってしまったのを誤魔化すように頭を下げる。

　蒼真は「いや」と応じ、まるで何事もなかったかのように歩き出した。

「邸に戻るぞ」

「は、はい」

　あの子のことはいいんですかと尋ねたい気持ちはあったが、出過ぎたことのようにも思えて、結局露里は返事をしただけで何も言わず、蒼真の横に並んだ。

　うっかり失念していた珀羽との話のことも帰路の途中で思い出したが、どうにも声をかけづらくて、邸の玄関に着くまで互いにずっと無言だった。













「……なるほど。わかった」

　玄関で女中に出迎えられた後、露里が伝えておかなければならないことがあると言うと、蒼真は人払いをしてその場で話すよう促し、一度も口を挟まずにすべてを聞き終えてから、神妙な面持ちで頷いた。

「いまの話も長に報告しておこう。貴女は部屋へ戻って休むといい。では」

　端的に告げて、里長の部屋のある方へと歩き去っていく。

　彼の背を見送った露里は、言われたとおり自分にあてがわれた部屋に向かおうとして、ふと前へ出しかけた足を止めた。

　天津雪宮でいろいろな話を聞かされたおかげで、精神的な疲労がそれなりに溜まっているのは事実だが、しかし休むといっても、部屋でただぼんやりとして過ごすのは、果たしてどうだろう。

　時刻はまだ午ひるで陽も高い。昼食という文化はこの里にはないらしいし、夕餉まではまだ余裕がある。できれば時間を有効に使いたいところだ。

　何をして過ごそう、と露里は頭を捻る。邸内では自由に振る舞っていいと今朝方に蒼真から許可をもらっているし、せっかくだから邸の中を見て回ろうか。

　そこまで考えた露里は、そうだ、と手を打った。

　この邸に書庫のようなものがないか、誰かに訊いてみよう。

　一般的に娯楽とされるような本は、ここには──というか、この里にはおそらくないだろうが、里の歴史や慣習について書かれた記録のようなものなら、ひょっとしたらあるかもしれない。

　もとより里についてもっと知っておくべきだとは心のどこかで感じていたのだから、これはいい機会だ。

　名案を思いついた露里は少しだけ弾んだ気分で、ひとを捜した。







　手近なところにいた女中に訊いてみると、多くの書物や調度品などが仕舞われている塗ぬり籠ごめがあるとのことだった。聞き慣れない名称だったが、説明から察するに、おそらく納戸のようなものだろう。

　彼女に教えてもらった道順を小声で復唱しながら、廊下を進む。

　途中、露里は蒼真とともに聞いた珀羽の話を思い返した。

　彼女が視たという夢はどれも不吉な感じがするものばかりだったが、露里が何より気になったのは、『戦うふたりの蒼真』だった。

　聞いた当初は蒼真がふたり存在するという点からおかしいと思ったのだが、思えば妖狐はきっと様々なものに変へん化げできるのだろうし、そこはあまり重要ではないのかもしれない。

　問題なのは……きっと、一方の蒼真が誰かが化けたものだとして、彼に──次期里長という立場にある彼に一体誰が化けて、あまつさえ刃を向けるなどという真似をするのかというところだ。

　里の者がそんなことをするとは考えにくい、と露里は思う。繰り返しになるが、蒼真はこの里の次代の長で、住民からとても慕われているとも聞いている。可能性としては、とても低いのではないだろうか。

　反面、一概にそうとも言えないのかもしれないとも思う。たとえば、道玄に反感を抱いている者がいるとして、その息子である蒼真に対しても害意を持っている、とか。

　他に考えられるのは──里に住民以外の者が紛れていて、その者が蒼真のことを狙っているという可能性。

　だが、一体なんのために？

「……ううん、全然わからない……」

　あれこれと思考を巡らせてみたものの、結局のところ露里が知っていることなどほとんどなくて、そんな見識の狭さで考えられることなど程度が知れている。

　蒼真がふたり存在すること自体はさほど問題ではない、という前提にしたところで、妖狐が露里の想像するとおり本当に他人に化けられるのかさえも怪しいのだ。

　そうだ、里のあれこれももちろん知っておく必要があるだろうけれど、それよりもまず妖狐がどういう存在なのかという知識を、ちゃんと頭に入れておくべきだろう。

　妖狐について露里が知っているのは、あくまで人間の世界における伝説だ。それが事実と異なっていることは、充分にあり得る──というか、現時点ですでに、露里がこの里へ来る以前に抱いていた妖狐の想像図は完全に覆されている。

　まずもって、妖狐は狐ではなく人間のそれに限りなく近い姿をしていたのだから。獣らしい耳も尾も、彼らにはない。

　そのあたりについても、塗籠にある書物で知ることができるだろうか──と、そこで一旦考えることをやめた露里は、あれ？　と思って足を止めた。

「こ、ここは……？」

　女中に言われたとおりの道を進んでいたはずなのだが、気づけばまったく見覚えのない場所に辿り着いていた。

　どうやらいつからか考え事にばかり気を取られて、感覚任せに廊下を進んでしまっていたらしい。

　やってしまった……と額を押さえ、塗籠はここからだとどちらにあるのだろうと周囲を見回す。しかし邸の間取りを大雑把にすらまだ把握できていないのだから、そんなことがわかるわけもない。

　一度玄関まで戻ったほうが賢明か、と露里が肩を落とした、そのとき。

「あら、まぁ、露里様」

　突然聞こえてきた淑やかな声に驚いて顔を上げてみると、近くの部屋の襖が開いていて、静沙がこちらに向かって微笑んでいた。

　その柔和な顔を見て、そういえば彼女は体が弱く普段は自室からほとんど出ないのだった、と思い出す。

　静沙は小首を傾げ、笑顔のまま露里に問うた。

「どうかされましたか？　何かお困りのご様子でしたけれど……」

「あ、は……ええと……」

　思わぬ人物の登場に虚を突かれて固まっていた露里は、はっと我に返り、あたふたと言葉を探す。

　途中で、こんな離れた距離のまま会話するのは失礼だと思い当たり、おずおず彼女の傍へと近づいて、正直に事情を話した。

「その……考え事をしながら歩いていたら、迷ってしまって……塗籠に行きたかったのですが」

　気恥ずかしさと緊張で尻すぼみになりながらそう打ち明けると、静沙は「あらあら」と頬に手を当てた。

「まだこちらにいらしたばかりで、何がどこにあるかなんてわかりませんものね。申し訳ありません。女中に案内させるべきところを、おひとりで……」

　本当に申し訳なさそうに眉尻を下げた静沙に、露里は飛び上がって首を横に振る。

「い、いえそんな！　わたしが勝手にいろいろ歩き回ってるだけで……！　それに、女中さんはちゃんと塗籠までの道を教えてくれました。だけどわたしがぼんやりしてたせいで、こんなことに……」

　必死に言葉を並べ立てる露里に、静沙は「お優しいのですね」と相好を崩した。

　彼女の穏やかな雰囲気が露里の緊張を和らげる。肩の力が抜けて、自然と笑みが零れた。

　お互いに微笑み合った後、静沙がここから塗籠までの道順を丁寧に説明しはじめた。

　露里はそれを聞きながら、そういえば……と、彼女の顔をじっと見つめる。

　──奥方様もお美しい方だけれど、若様は本当に別格よね。

　──そうそう。でも、奥方様とはあまりお顔が似てらっしゃらないんですよ。かといって、道玄様とも……。

　──やだ、比べるまでもないじゃない。でもそうなのよね。一部じゃ妾の子じゃないかなんて噂も……。

　耳の奥に蘇る会話。

　確かに、と露里は目をわずかに細める。

　静沙が美人であることは疑いようもない。しかし、蒼真と顔立ちが似ているかといえば、あのとき年若い女中たちが言っていたように、あまりそうとは思えない。

　とくに目が違う。蒼真が切れ長でやや吊り目がちなのに対し、静沙はおっとりとした垂れ目で瞳が大きい。そして何より、蒼真の瞳は瑠璃色だが、彼女は淡い紫色だ。

　瞳の色といえば、確か道玄も青系統の色だったけれど、記憶するところでは蒼真と比べて少々明るかった。目つきはどうだろう、厳しそうな印象ではあったが、吊り目ではなかったはずだ。顔立ちに至っても、ふたり並んでいるところを見ても似ているとは感じなかった。

　本当に噂のとおり、蒼真は道玄と静沙の間に生まれた子ではないのか？　それとも先に両親のどちらとも似ていないと聞いてしまったせいで色眼鏡がかかっていて、ふたりの顔の特徴を足して割れば似ていないというほどのこともないのか。

　そんなことを考えていると、静沙が不思議そうに目を瞬かせて、

「……露里様？　わたしの顔に、何かついていますか？」

　と小首を傾げた。

　またうっかり思索に耽ってしまったことを自覚した露里は、慌てて大丈夫ですと笑って取り繕い、道を教えてくれたことに礼を言って頭を下げた。

　静沙がいいえと微笑んだのに対して同じように微笑みを返し、さっと身を翻す。

　婚約者とその母の血の繋がりを疑っていたなどと知られては一大事だ。

　露里は心なし足早に、今度こそ間違わないよう聞いた道順を脳内で繰り返すことだけに集中して、塗籠へと向かった。







　──間違えはしなかった。

　今度こそちゃんと教えられたとおり、塗籠の近くまで行くことはできた。

　しかしそのまま何事もなく真っ直ぐ塗籠に辿り着いたかといえば、そうではない。

　目的地はもうすぐそこ──というとき、前を通りかかった部屋の中から、怒気を孕んだ男の声が聞こえてきたのである。

　露里は何事だろうと、その部屋の前で足を止め、耳を澄ます。

　漏れ聞こえてくる声と話の内容から推察するに、どうやら何人かの男が言い争いをしているようで、そのうちのひとりは道玄であるらしかった。

「──しかし同胞の血は間違いなく引いている。我が里長一族の、それもあの霞匡の血だ。人間の世に置いておくべきではない」

「それは違う。あの娘は人間だ！　いくら同胞の血が流れていようと、人間の世で育ち人間に毒されているのなら、奴らと同じです！　里にいていいわけがない！」

「こいつの言うとおりだ。長よ、考え直してください。あの人間の娘を里に住まわせるだけでなく若様と結婚させるだなんて、そんなのは絶対に駄目だ。若様は次代の里の長。その妻が人間など、里の在り方が変わっちまう！」

「だがこれは歴代の里長が決めたことでもある。そうおいそれと覆すわけにもいかん」

「確かに長の決定も大事だが、それ以上に大事なのは始祖様のご意向だ。始祖様は我々妖狐を人間から護るためにこの里をおつくりになったのに、そこへ人間を入れちまったんじゃ台無しじゃないか」

　それ以上は聞かなかった。

　誰がなんの話をしているのか充分なほどわかったし、聞いていても気が塞ぐだけだと思ったからだ。

　早く塗籠に行って、目当ての書物を見つけて読むことに専念しよう。

　気を紛らわすように心の中でそう自分に言い聞かせながら、露里は部屋から離れた。




「わぁ……すごい……」

　戸を開けた露里は、思わず感嘆の呟きを零した。

　塗籠の中には、想像していたよりもずっと多くの物が仕舞われていた。何より驚いたのは、仕舞ってある物の大半が書物や巻物だったことである。

　これは知りたいことが書かれているものを探し出すのにかなり骨が折れそうだと気後れする反面、こんなにもたくさんの読み物があるなんて夢のようだと飛び跳ねたくなる。

　いそいそと中へ入り、適当なところから一冊を手にとって頁ページを繰る。妖狐が使っている文字が日本語では──究極的には人間の世界で使われている文字ではないかもしれないという懸念があったのだが、それは杞憂だった。随分達筆なうえに古風な文体で読みづらくはあるものの、書かれていたのは日本語だった。

　これならなんとか読めると胸を撫で下ろし、その一冊をもとあった場所に戻した露里は、一番奥の棚から改めて調べにかかる。

　とりあえず、里の歴史や風習か、妖狐という種族の能力などについて書かれたものを見つけたい。欲を言うなら、教本のようなものがあれば重畳だ。

　見つけられればそれに学び、これから人間ではなく妖狐として生きられるように──というところまでは思い切れないが、少しでも妖狐たちに近づければ。

　そうすれば、血と力以外は生粋の人間である露里を厭いとう彼らも、見方を変えてくれるかもしれないと、そんな淡い期待を抱いている。

　棚にぎっしりと積まれた書物に、一冊一冊目を通していく。

　やがて露里は紙面に書かれた文章を読むことに没頭しはじめ、それ以外の一切を意識の外へ追いやった。













　床に正座した状態で、時間どころか呼吸することさえ忘れそうな勢いで書物を読み漁っていた露里を現実に引き戻したのは、突如手元を照らした光だった。

「こんなところにいたのか。もう夕餉だぞ」

「えっ!?」

　驚愕の表情で顔を上げた露里は、まず蒼真がいつの間にか現れて自分の隣に片膝をついていたことに、その次にようやく、部屋が闇に包まれていることに気がつく。ちょっと文字が見づらいなぁとは薄々感じていたのだが、まさか夜になっているとは思わなかった。それを裏づけるように、蒼真は手燭を持っている。突然現れた光の正体はこれか。

「調べものか？」

　尋ねる蒼真。

「はい。この里のこととか、いろいろ、知っておきたいなと思って」

　肯定したものの、本当にちゃんと調べものをしていたのかといえば微妙なところだった。

　最初に手をつけた棚の書物は大半が里の歴史や年中行事の記録をまとめたものだったらしく、里の風習などについてはすぐに知ることができた。これは幸運だった。

　しかしおかげで開始早々に読むことに夢中になってしまい、調べるというよりは楽しむ方向に走ってしまったのだ。当然ながら、妖狐の能力について知れたことはまったくの皆無である。

　質問に答えつつ書物を閉じようとして、露里はおずおずと蒼真を見た。

「あの……この本、部屋に持っていってもいいですか？　読み終わったらちゃんともとの場所に戻しておくので……」

「ん。ああ、構わない」

「え……あ、ありがとうございます」

　大切に保管すべきものだろうからてっきり渋られると思ったのだが、予想に反してあっさりと了承が得られてしまった。

　肩透かしを食らった気分になりながら、手にある書物を今度こそ閉じて立ち上がろうとした露里は、脚を床につけた瞬間に走った強烈な痺れに思わず体勢を崩した。

　反射的に固く目を瞑る。しかし、想像したような衝撃は襲ってこなかった。

「大丈夫か」

　露里の体が不自然に傾いたのを見るや、すかさず動いた蒼真が、彼女を胸で受け止めたのだ。

　まるで抱き締められているような状況に、露里の頬がかあっと熱くなった。

「だっ！　大丈夫ですありがとうごめんなさいっ」

　口早に言って慌てて体勢を整える。が、その腕を蒼真が掴みやや強引にぐいと引いた。

　突然片腕だけ、それも斜めに引かれたおかげで、露里は為す術もなくまた倒れそうになる。予想だにしない蒼真の行動に目を白黒させている間に、露里はひょいと彼に抱き上げられた。

　さながら、婚儀の騒動の際、邸へ運んでくれたときのように。姫抱きではなく、手燭を持っているためか、折り曲げた片腕の上に座らせるようなかたちで、だが。

　落ちないよう咄嗟に蒼真の肩に手を置いたものの、抱き上げられる意味がわからず、露里は狼狽する。

　あのときは露里が腰を抜かして立ち上がれなくなってしまったからああいうことになったはずだが、今回はどういうことだ？

　痺れはあるが歩けないというほどでもないし、倒れかかったのは事実だがすぐに体勢は立て直した。大丈夫とまで言ったのに、彼はまるで、露里が自分で歩くのを許さないとでも言いたげな行動に出たのだ。

「あ、あの、蒼真さん、わたしは大丈夫ですから降ろしてください。さっきはふらついてしまいましたけど、ちゃんと歩けますから」

　一度ならず二度までも彼に抱えて運ばれるということに対する恥ずかしさと申し訳なさとわけのわからなさで軽く混乱しながら露里は訴えたが、蒼真はそのままくるりと出入り口の方へ踵を返し、すたすたと歩き出した。

「痺れているのだろう。無理をすれば足を挫く。痺れが治まるのを待つにしても、先程も言ったとおりもう夕餉だ。急がねばせっかくの料理が冷める」

　有無を言わせぬ口調だった。

　隙のない正論に、ぐうの音も出ない。

　反論を封じられたうえ、単に合理性を求めただけのようにも聞こえたが、ひょっとしたら蒼真なりに心配してくれているのかもしれないと思うと、なおも降ろせと言うのは気が引ける。

　結局露里は、時折すれ違う女中たちの、仰天しているのがありありとわかる視線に耐えながら、大人しく運ばれたのだった。







　広間が見えてきたところで、やっと降ろしてもらえると露里が安堵の息を吐いたそのとき、襖が弾かれたように勢いよく開いて、蒼真の足音を聞きつけたらしい、頬を上気させ蕩けた笑顔を浮かべた紗埜が登場した。

「お兄様っ！　もう、わたくしずっと待って──……っ!?」

　拗ねたような口ぶりながらも嬉しくて堪らないといった様子で前のめり気味に現れた彼女は、露里が兄に抱かれている姿を目の当たりにすると、びきっと音を立てて固まり、次の瞬間、妖狐というより鬼女のような形相でずんずんとこちらに迫ってきた。

「お前……っ！　なんって女なの!?　自分で歩かないで、こともあろうにお兄様に運ばせるなんて!!　信じられない！　お兄様、そんな自堕落な女、いますぐに放り捨ててしまってください、いますぐ！」

　暴風のような罵倒だった。経緯を説明するどころか、ひと言差し挟む隙さえない。

　というか、何かとんでもない誤解をされている。

　あまりのことに、咄嗟に言葉が出てこない。

　一方蒼真は溜息をひとつ吐き、露里を抱えたまま、冷えきった声音で紗埜に言った。

「……紗埜。なぜ広間から出てきた？　父上から、しばらくの間食事は自室で摂るよう言いつけられていたはずだろう」

　蒼真のそこはかとなく威圧感のある問いかけに、紗埜の表情が怯えを含んだものに一転する。

　彼女は気まずそうに俯いて、胸の前で組んだ指をもぞもぞさせながらか細い声で答えた。

「いえ、その……久し振りに、お兄様と夕餉をご一緒したいな、と思いまして……。お父様のお言いつけを忘れたわけではありませんけれど、あの、もう二日もお兄様とまともにお話していませんし、もし機会があるとすれば、それは夕餉のときが一番かと……」

　可哀想なくらいに縮こまっていじらしいことを言う紗埜に、露里はつい先刻彼女から理不尽すぎる暴言を浴びせかけられたことなど忘れて、心から同情した。

　そうだよね、ひとりきりの食事って、すごく寂しいものね……。それに、たった数日でもお兄さんとほとんど話ができてないなら、なおさらだよね……。

　かつての自分と重なる部分をいまの紗埜に見出し絆ほだされている露里とはまるで違い、蒼真は哀愁を漂わせる妹の姿に小揺るぎもしなかった。

「たかだか二日だ。その程度も自制が効かないのか、お前は。それに、ほとんど話をしないのはいつものことだろう。いいから、早く部屋へ戻れ」

　いっそ冷徹とさえ言えるほど厳しい対応だった。

　紗埜が下唇を噛んで、ますます項垂れる。

　見かねた露里は、蒼真になるだけ控えめに意見を述べた。

「……あの、蒼真さん。紗埜さんも一緒に広間で食べるの、どうしても駄目ですか？」

　蒼真が顔を上げて、意外そうな目で露里を見る。

「……いや、貴女がいいと言うなら、構わないが……」

　聞けば、道玄が紗埜にしたしばらく食事は自室で摂れという言いつけは、ここへ来たばかりの露里が馴染まないうちから蒼真以外の者と食卓を囲むのは負担になるだろうという気遣いであるらしかった。

　許嫁との親交を早く深めさせるため、というのもあるかもしれない。

　しかしならば、自分が承諾すれば紗埜も同じ食卓についていいのではないか？

　そう考えた露里は笑顔をつくり、恩着せがましい言い方になってしまわないよう注意しながら言った。

「じゃあ、今日は紗埜さんもご一緒しましょう。賑やかな食事もいいものですし」

　本音を言えば、蒼真とふたりの食事にようやく肩の力を抜けるようになってきた程度なので、彼以外のひと──まして自分に対して敵てき愾がい心しんを持っている紗埜を加えるのはまだ難がある。

　けれどいつまでもそんな調子でいるわけにもいかないし、これを機に紗埜と少しは打ち解けられる可能性もある。

　同情の他にそんな思惑もあっての提案だったのだが、蒼真は少し考える素振りを見せた後、仕方ないといった風情で息を吐いた。

「……わかった。紗埜、今日は特別に許す」

「あ、ありがとうございます！」

　ぱっと顔を上げて、紗埜が嬉しそうに礼を言う──蒼真だけを見て。

　彼女は遠慮がちに、歩き出した蒼真の隣──露里を抱えているのとは逆側──に並んで、彼の顔を覗き込むようにしてはにかんだ。

　その後、ついでのように蒼真の頭越しに露里に目を遣り、それに気づいて微笑みを返そうとした露里を、凄まじい眼力で睨みつけた。

　目が言っている。

　いい気になってんじゃないわよ。このくらいのことでわたしが簡単に懐柔されるだなんて思わないことね。

「──……」

　……前途多難である。

　気圧された露里は、すぐさま視線を外した紗埜のつむじを見つめながら、誰にも聞こえないようにそっと溜息を吐いたのだった。




◆　　　　◆　　　　◆




　四隅に燭台が置かれた薄暗い広間に、それなりに歳を重ねた男がざっと十人ほど、輪になって腰を下ろし神妙な表情を並べていた。

　ひとりが言う。

「……で、どうだった？」

　べつのひとりが首を横に振る。

「駄目だ。話は聞いちゃあくれたが、考え直すつもりは、どうもねぇらしい」

　続けたのは、昼間彼とともに里長のもとへ直談判に行った男だった。

「結局、歴代の長が定めたことを反故にはできないの一点張りだった。仕舞いにゃ、近いうちに翁たちと話し合うからそれまで待てと言われて、放り出されたわ」

　ふたりの報告を聞いた何人かが、いきり立って声を荒げる。

「なんだそりゃあ。じゃあ何か、歴代の決めたことには拘こだわるくせに、始祖様のご意志は蔑ないがしろにするってか？　ふざけるな！」

「長は始祖様のご意向を軽んじてる。あの娘を里に置いといて、もしもそれが妖狐狩りが繰り返される発端にでもなったらどうするつもりだ」

「それに若様が不憫でならねぇ。妖狐以外の奴と、しかもよりによって人間の娘なんぞ娶らにゃならないなんてよ」

「ふたりが結婚しちまったら、その間に生まれた子が次の長になるってことだろ？　人間の血を引く奴が上に立つなんて冗談じゃねぇ」

　不満や怒りで場が満たされかけたそのとき、沈黙していたひとりがぱんぱんと手を打ち、皆を諫めた。

「待て待て、皆言いたいことは山のようにあるだろうが、ひとまずそれは置いといて、これからどうすべきかを話そうじゃないか。このまま大人しく引き下がるわけにも行くまい」

　冷静な意見に、頭に血を上らせていた者たちが閉口する。

　ざわつきが収まったところで、ひとりが口火を切った。

「どうするべきか、か……。もう一度長のところへ行っても、たぶん結果は同じだろうしな」

　それは容易に想像できる。男たちは腕を組み唸った。

「あの娘を里の外へ誘おびき出すのが一番手っ取り早いんじゃないか？　一度出しちまえば、結界に邪魔されて自力じゃ帰ってこられないだろ」

　なるほど確かに、と何人かが頷く。

　妖狐の里は、始祖が織り成し、そしていまは姫巫女が維持している結界に守られている。

　物理的に侵入者を阻むものではないが、ある程度の力を持つ者でないと、里に入ることはおろか、そこに里があることにさえ気づけない。

　里の存在に気づかず、しかし偶然にも里のある場所に踏み込もうとした者は、里──厳密に言えば結界に覆われた空間を、知らぬうちに飛び越えてしまうようになっている。

　それはいい考えかもしれないと賛同の声がちらほら上がったが、ひとりが苦言を呈した。

「いやしかし、下手に手荒なことをして大事になってもまずい。それに、あの娘は同胞の──霞匡様の血と力を受け継いでるって話だろ？　なら、結界は通り抜けられるんじゃないか？」

「そんななぁやってみないとわからんだろ。人間に育てられてきたんだ、力の使い方なんて心得ちゃいないさ」

「だが、そうだな……誘き出すにしたって、あの娘はほとんど長の邸に籠もりっぱなしだ。外に出てきたとしても、若様か護衛の奴と一緒だろう。そこをかっ攫うのは至難だぞ」

　ものは試しだと言った男も、これには同意せざるを得なかった。

　蒼真はこの里でも屈指の刀剣使いだし、里長一族に仕える男衆も腕が立つ。

　ここにいる全員でかかればあの娘を攫うことはできるだろうが、そんなことをすれば事が上手くいこうがいくまいが、間違いなく自分たちも里から追放されるだろう。

　かといって、蒼真や男衆を出し抜くことなどほぼ不可能だ。

　やはり無理があるか……と考え直そうとしたそのとき、

「私に策があります。ここはひとつ、任せてみてくれませんか」

　と、ひとりが自ら申し出た。

　おおっと一同がどよめく。

　上手くいく公算はあるのかと問われて、その男は不敵な笑みを浮かべてみせたのだった。





５




　翌日の午、露里は塗籠で妖狐について詳しく記された書物を探していた。

　うっかり目当てでないものまで読み込んでしまわないよう気をつけながら、可能な限り手早く内容を確認していく。

　そうして棚をひとつふたつと調べていき、みっつ目の棚にとりかかってすぐに、それらしい記述のある一冊を発見した。

　その後に並んでいる書物のいくつかにも、関係がありそうなことが書かれていた。

　ようやく目的のものを探し出せた喜びと高まる好奇心で、露里はすぐさま読む態勢に入りかけたが、はたと冷静になった。

　ここで読んでいても咎められはしないだろうが、昨日のようにうっかり時間を忘れて長居して、また蒼真に捜させてしまうことになるのは心苦しい。

　ならば何冊か拝借して部屋で読んだほうが、空の様子がちゃんと見えるぶん時間がわかりやすくていいだろう。もし失念してしまって誰かが呼びに来るようなことになっても、真っ先に確認されるだろう自室にいればすぐに応じられる。

　うんそうしようと露里はひとり頷いて、先程目を留めた記述のあった書物を三冊抜き取って抱えると、塗籠を後にした。







　自室に向かって廊下を進んでいると、行く先にある一室の前で、胡乱げな表情をした紗埜と、困り顔のひとりの年若い女中の姿が見えて、露里は思わず手前の曲がり角に身を隠した。

　ふたりの会話が聞こえてくる。

「……あなた、名前は？」

「え、ええと……う、羽う依いと申します」

「羽依、ねぇ……。新しい女中が来るなんて話、わたしは聞いてないけど」

「わ、わたしはその、体調を崩した友人に代理を頼まれたんです。急なことでしたので、紗埜様にまで連絡が行き届かなかったのかと……」

「……ふぅん……？」

　いまひとつ納得していない様子の紗埜。

　どうやら、顔に見覚えのない女中がいることに気づき、訝った彼女が声をかけたらしい。

　女中はそれ以上何も言えなくなったように、肩を縮こまらせ、胸の前で手をきゅっと握った。

　露里は陰から出していた顔を引っ込め、どうしようと頭を悩ませる。

　結局、昨日の夕餉の席で紗埜と打ち解けることは叶わなかった。それどころか、なぜかますます敵意を持たれてしまったようで、比例してこちらの苦手意識も強まってしまったのだが──こうしていつまでも避けていたら、溝は深まる一方だ。

　露里はすうっと息を吸って覚悟を固めるように表情を引き締め、意を決して陰から飛び出し、何気ないふうを装ってふたりに接近した。

「……あ、紗埜さん。こ、こんにちは」

　ややぎこちない言い方になってしまったことを気にしつつ、露里は紗埜に向かって微笑みかける。

　女中がはっとして頭を下げる。振り返った紗埜は、向けられた友好的な微笑に対して居丈高な態度で応じた。

「……あら、誰かと思ったら。邸にいるなんて思わなかったわ」

　相変わらず棘のある口調だったが、露里は意外な彼女の反応に目を瞠った。

　なぜなら彼女の表情が、露里にとって初めて見る笑顔だったからある。

　とはいえ、それは勝ち誇ったような、どこか高圧的な雰囲気を醸している。

　その表情と言葉の意味するところがわからず露里が首を傾げると、紗埜は上機嫌かつ、いやに優しい声で言った。

「あらぁ？　もしかして、あなた気づいてない……っていうか、知らないの？」

「知らないって……何をですか？」

　紗埜の笑みがさらに深くなる。

　彼女は肩にかかった髪を見せつけるように後ろへ払い、心持ち胸を反らした。

「お兄様が少し前に邸を出ていったことをよ。てっきりあなたも一緒だとばかり思ってたんだけど、そうじゃなかったみたいね？　それどころか、出かけたことすら知らなかったみたいだし。可哀想に、外出することも教えてもらえずに、置いていかれちゃったのねぇ」

　憐れんでいるように聞こえる物言いだが、実のところは悪意に満ち満ちている。しかし露里は『蒼真が外出した』という事実にばかり関心がいってそれにまったく気づかず、きょとんとした。

　蒼真さん、出かけたんだ。ずっと塗籠にいたから気づかなかったな……。どこに行ったんだろう？　やっぱり次期里長だし、いろいろ忙しいんだろうな。

　置いていかれたなどとは微塵も思わず、もしや外出したのは先日珀羽から聞いた話に関して調査をするためだろうか、もしそうなら危ない目に遭わないといいけれど、と蒼真の心配をする。

　ただこれは心の中で思ったことであり、紗埜に対して露里が返したものは、

「そうだったんですか」

　というひと言だった。

　それを聞いた紗埜は、衝撃に目を剥き絶句する。

　彼女としては、一応は婚約者なのに連絡のひとつもなく置き去りにされたという事実に傷つくだろうと思い、それを期待したのだが、そんな反応をまるで見せない露里に、むしろ自分が打ちのめされる結果になってしまった。

　そんな思惑など知る由もない露里は、なんの気なしに質問を口にする。

「……あ、あの、紗埜さん。蒼真さんがどこへ行ったのかとか、何をしに行ったのかとか、ご存じですか？」

「……っ、知らないわよっ」

　悔しげな表情で吐き捨てるように答える紗埜。

　なぜ彼女がいつもの如く不機嫌になってしまったのか見当のつかない露里は、突然険しくなった態度にびくっと身を竦ませ、

「そ、そうですよね。ご存じないですよね。ごめんなさい。……そ、それじゃあ、失礼します」

　と、取り繕うように言って軽く会釈をし、そそくさと自室へ急いだ。

　紗埜が気分を害した理由はわからなかったが、自分の態度か言葉かが彼女の神経を逆撫でしてしまったらしいことは察しがついたので、これ以上一緒にいては火に油を注ぎかねないという判断だった。

　振り返っても紗埜の姿が見えないだろうところまで行って、ようやく安堵の息を吐く。

　歩く速度を通常に戻した露里は、蒼真が無事に帰ってくることを心の中でそっと願った。







　忌々しい女の背中が遠ざかっていき、やがて壁の陰に隠れて見えなくなる。

　それまで目を見開き続けていた紗埜は、耳の奥に蘇った露里の最後の科白せりふに、表情を激しい憎悪で歪ませた。

　そうですよね。ご存じないですよね。

　──なんだ、それは。

　わたしがお兄様の外出先なんて知らされているはずないって、そう言いたいの？

　わたしのほうこそお兄様に相手にされていないって、そう言いたいの!?

　かあっと頭が熱くなり、暴力的な衝動が湧き起こる。

　それをぐっと抑え込んで、紗埜は自身も自室に戻ろうと踵を返し──そこで、露里が現れる前に話していた、あの羽依と名乗った馴染みのない顔の女中が姿を消していることに気がついた。

　あら？　と、小首を傾げる。

　いつの間にいなくなったのだろう。確か、あの女を揶揄していたときはまだいたと思うのだが、途中から完全に存在を失念していたし、はっきりとはわからない。

　きっと自分から関心が逸れたことを幸いに、隙を見てこっそり抜けたのだろう。

　紗埜はそんな推測で自分を納得させ、苛立たしげに溜息を吐いて歩き出した。










　自室に戻った露里が書物に夢中になっていると、襖の向こうから声がかかった。

「露里様。失礼致します」

　女性の声だった。

　なんとなく聞き覚えがあるような気がするが、誰かまではわからない。

　露里は書物を閉じて脇に置き、襖の方を向いた。

「は、はい、どうぞ」

　応いらえを受けて、すっと襖が開く。

　声の主は、先程廊下で紗埜と話していたあの女中だった。確か名は、羽依。

「あ……何か？」

　尋ねると、羽依は伏していた頭を上げ、

「蒼真様から、露里様に里をご案内するよう仰せつかって参りました。お支度ください」

　と言った。

「え？　蒼真さんに？」

　しかし彼はいま外出しているのでは、と首を傾げると、羽依は彼が邸を出る前にそう命令していったのだと説明した。

　蒼真がそんなことを言いつけるというのはなんだかしっくりこなかったが、里を案内してもらえるというのはありがたい。思えば、先日天津雪宮に行った道すがら周囲を少し見回したくらいで、ちゃんと里を見て回ったことはいまのところ一度もないのだ。

　もしかして、昨晩自分が里のことを知りたいと言ったのを覚えていて、それで気を回してくれたのだろうか。

　そう思うと嬉しくなって、露里はわずかに声を弾ませ、

「わかりました。すぐに準備しますね」

　と応えた。







　里を案内すると言うからてっきり居住区から散策するものだと思っていたのだが、予想に反して、羽依が露里を誘いざなったのは、居住区を囲む森の方だった。

「羽依さん、どこへ向かっているんですか？」

　横に並んで半歩ほど前を歩く羽依に尋ねると、彼女は露里を振り返って微笑した。

「この先──森の中に、露里様に是非お見せしたいものがあるのです。少々深いところまで参りますが、どうかご辛抱ください」

　なんだろう、妖狐の里における名所のようなところでもあるのだろうか。

　何か、里の歴史にいわれのあるものだったらいいなぁなどと考えながら、露里は羽依の後についていく。

　やがてふたりは民家が散見できる範囲を抜けて、森の中へと踏み入った。

　森は想像していた以上に深く緑が密集しており、日光が木々に遮られて、晴れた午後だというのに辺りは薄暗い。

　羽依は意図的にか、それとも見せたいものがある場所に行くまでの道がそもそも敷かれていないのか、ざかざかと葉や枝を踏み分けて進んでいく。

　足手まといになってしまわないよう必死に彼女を追いかけていた露里は、突然右手の甲に感じた鋭い痛みに「痛っ！」と声を上げて立ち止まった。

「露里様？　どうなさいましたか？」

　気づいた羽依が振り返り、露里のもとに駆け寄ってくる。

　手に刻まれた、しかしもうほとんど消えかかっているひと筋の傷と、すぐそばにある茂みから枝の先が覗いているのを見て、そこに引っかけたかと納得する。

　露里は心配をかけてしまわないよう「大丈夫です。ちょっと怪我をしただけですから」と言おうとし──ぴたりと、動きを止めた。

　頭の中──記憶の中に、引っかかるものがある。

　なんだったっけ……何か、前にも、こんなことが……？

　──もうひとつ、夢を視たのです。わたくしの推測が正しければ……。

「あっ……」

　わかった。思い出した。

　これは、この状況は、あのときと──五年前のあのときと、同じだ。

　それに気づいた露里の脳裏に、ある可能性が閃く。

　ひょっとして……珀羽が夢で視たという、露里にだけ語った光景は、露里の過去ではなく、現在──いまこのときのものだったのでは？

　彼女の語った光景とは多少異なっている点もあるが、それはこのまま露里が羽依についていった場合、遠からず現実になるのかもしれない。

　だとしたら──。

「……か、帰りましょう、羽依さん」

「えっ……!?」

　青ざめた表情で後退った露里に、羽依が顔色を変える。

「ごめんなさい。でもこれ以上行ったら駄目です。帰らないと。このままじゃ、……駄目なんです」

「ど、どうしてですか？　え？」

　狼狽えた彼女の言葉など、もうほとんど耳に入っていなかった。

　血の気が引いて冷たくなった手をきつく握って、じりじりと後退する。

　ひゅっと息を吸い込んで踵を返した露里は、しかし羽依に腕を掴まれ引き留められた。

「ま……お待ちください。なぜですか？　どうして急にそんな」

「は、離してください。帰りましょう羽依さん。ここにいちゃ駄目です。きっとよくないことが起こると思うんです」

「え……は？」

　必死に帰ろうと訴える露里に、何を突然わけのわからないことを言い出すんだこのひとはと言いたげに眉をひそめる羽依。

　彼女に理由を説明することは、できなくはない。しかしそれには時間がかかるし、先へ進まなかったからといってここでじっとしていて大丈夫かもわからない。

　困惑するばかりで頑ななほどに動こうとしない羽依に痺れを切らした露里が、いっそ強引に彼女を引っ張って森を出ようかと考えた──そのときだった。

　がさっという茂みが揺れる音が、露里よりも森の奥側に立っている羽依のさらに後ろから響き、まとった黒い布で顔と体を隠した男が現れた。

「っ……!?」

　異様な雰囲気のその男に、露里がびくりと身を竦ませ、音に反応して振り返った羽依がぎょっとする。

　無言でこちらを凝視しているらしい彼に、露里より早く硬直状態から回復した羽依が、露里を背に庇うように立ち位置を変え、警戒心を露わに男を睨みつけた。

「な……何者ですか。顔を見せなさい！」

　しかし男は応えず、ゆらりと体を揺らめかせ──地を蹴り、ふたりに襲いかかった。

「ひっ……！」

「下がれ！」

　羽依が怒鳴るように叫んで露里を後ろへ突き飛ばし、迫る黒布の男に対峙する。

　足がもつれてその場に尻餅をついた露里が慌てて顔を上げると、ふたりはすでに激しい攻防を繰り広げていた。

　男が放つ鋭い爪の一閃や蹴りを、食いしばった歯を剥き出しにした険しい表情で捌く羽依。彼女のその様は先程までとはまるで別人のよう──女性とさえ思えないほどだったが、そんなことを気にしていられる状況ではなかった。

　一見互角に渡り合っているようだが、徐々に羽依の動きから機敏さが失われていき、やがて男の速さが上回りはじめる。

「くっ……！」

　着実に追い詰められていく切迫感に耐えかねたのか、羽依が一旦距離を取り、姿勢を低くして一気に男との間合いを詰めた。

　その胸に狙いをつけ、移動の間に鋭く伸ばした爪を突き立てようと腕を伸ばす。

　──が、男は目にも留まらぬ速さでそれを回避したばかりか、無防備になった羽依の腕を横合いからがしっと掴み、膝を打ちつけてへし折った。

「ぐっぁ、あああっ！」

　羽依が堪らず声を上げる。

　男はそれだけでは済まさず、あらぬ方向に折れ曲がった腕を振り回すようにして羽依を宙に放り投げ、その脇腹に強烈な蹴りを見舞った。

「がっ……！」

　為す術もなく吹っ飛び、すぐ近くにあった大樹の幹に背中を叩きつけられる羽依。

　それでも地に倒れ伏すことなく、腹を押さえて苦しげな呻きを零しながらも立ち上がった彼女に、男がゆっくりと近づいていく。

　息も絶え絶えに男を見上げる羽依。

　彼女との距離があと数歩で埋まるというとき、男がおもむろに腕を横に伸ばすように持ち上げた。

　何をしようとしているのか見た瞬間に察しがついた露里は、血相を変えて反射的に駆け出す。

　男が息も絶え絶えな状態の羽依の頭目がけて持ち上げた腕を振るった──その刹那、無我夢中で飛び出した露里が、両者の間合いに滑り込んだ。

　羽依を背中に隠して両腕を広げようとする。しかし体の向きを変えるのが精一杯で、腕を広げるよりも早く、男の腕が露里の側頭部を捉えた。

　翻った黒布の下に覗いた男の瞳と露里の視線がぶつかり──その直後、鈍い音が耳に響き、視界と脳が激しく揺れた。

　倒れた体が地を滑り、意識が飛びかける。辛かろうじてそれを自力で引き戻しはしたものの、視界は霞んで、思考はまともに働かない。

　わかるのは、殴られた箇所から液体が流れ出る感覚と、身体の奥深くでどくんどくんと脈打つ熱。

　頭から頬にかけて流れていくものが血であろうことは想像がつく。けれど、熱の正体がわからない。──これは、なんだ？

　朦朧とする意識の中でそんなことを考えていた露里の耳に、砂利と落葉を踏む音が飛び込んできた。それは徐々に大きくなっていく。

　目だけを動かして視線を持ち上げると、案の定、こちらに迫ってくる黒布の男が視界に入った。

　男の足取りはひどく緩慢で、逃げる隙は充分にあるように思えるのに、肝心の体に起き上がれるだけの力が入らない。

　──駄目……もう、……だめ──……。

　瞼を持ち上げているのも、もはや限界だ。

　露里がついに死を覚悟して、近づいてくる男を凝視したまま意識を手放そうとした、そのとき。

　ふらふらと露里の方へ向かっていた黒布の男が、弾かれたように右方向を振り向き──突如飛び出してきた白い何かを、飛び退って回避した。

「──……？」

　何が起きたのかわからず、露里はその白いものの正体を捉えるため、なんとか焦点を合わせようと目を細める。

　やがて視界が明瞭になり──判然とした白いものの正体に、露里は思わず目を大きく見開いた。




　それは、ひとりの青年だった。




　後頭部でひとつに結わえた銀にも見える真っ白な長髪。目尻に鮮やかな紅が差した、縦に鋭い瞳孔の金色の瞳。

　透き通るような白い肌。薄い唇。細身の肩。

　黒布の男が飛んだ方向を睨めつけながら長刀を構える彼は、髪や瞳の色こそ違うものの、確かに露里はその顔に見覚えがあった。

　自身の目を疑っているように呆然と呟く。

「──蒼……真、さん……？」

　青年の視線だけが横に滑り、こちらを一瞥する。

　反応はそれだけだったが、露里は確信した。

　助けに来てくれた。

　心の底から安堵して、強張っていた全身から力が抜ける。同時に、目尻からつうっと涙がひと筋流れ落ちた。

　蒼真が視線を戻し、刀の柄を握る手に力を込める。

　そう短くない沈黙の後、黒布の男が動いた。

　──が、蒼真に襲いかかるわけではなかった。俊敏な動きで黒布を翻し、森の闇に姿を消した。

　蒼真はその後を追おうとせず、構えていた刀を腰に刷はいた鞘へ戻し息を吐く。すると、髪が風に撫でられたようになびいて、頭頂部から色が白から黒に転じていく。瞳の色も、すうっと金から瑠璃色へ戻った。目尻の紅も薄れ、やがて消える。

　完全に姿がもとに戻ると、彼は露里に駆け寄り傍に片膝をついて、沈鬱な面持ちで彼女の頬に触れた。

「……すまない」

　たったひと言。

　掠れて、ともすれば聞き落としてしまいそうな、囁きにも近い謝罪だった。

　露里は残った力で精一杯微笑みを浮かべ、のろのろと自身の手を持ち上げて、頬に触れている彼の手に重ねた。

　蒼真の眉間に寄った皺が深くなる。

　彼は露里の横顔を濡らしていた血を指で拭うと、表情を冷たいものに一転させ、視線を露里の斜め後ろ、大樹の幹に背中をもたれて青ざめた表情でへたり込んでいる羽依──否、羽依という女中を騙っていた、化けの皮の剥がれた男に向けた。

「──すべて聞かせてもらうぞ。逃げようなどとは思うな」

　低く、威圧感の込められたその言葉に、羽依だった男の顔色が、青を通り越して紙のように白くなる。

　蒼真はそっと自分の手に重ねられていた露里の手を外し、慎重に彼女の体を抱き上げる。

　彼の胸に体重を預けた露里は、伝わってくる体温に、いまになってようやく、自分の体がひどく冷えきっていたことを知った。

　瞼の閉じかけた目から、またひと筋の涙が流れた。










「おかえりなさ……──えっ!?」

　頭から血を流し、着物や顔を土で汚した露里を抱きかかえ、後ろにがっくりと項垂れたひとりの男を伴って帰宅した兄に、出迎えに現れた紗埜が仰天して声を上げた。

「な……ど、どうなさったのお兄様!?　お怪我は？　一体何が──それに後ろそっちの」

「退け、お前に説明している暇はない。──誰か」

　すっかり動転して──案の定というべきか、露里の有様を見て感じた衝撃を蒼真への心配に横滑りさせ──縋りつくようにして矢継ぎ早に質問を投げてくる紗埜を蒼真は煩わしげに一蹴し、声を張り上げてひとを呼ぶ。

　ほどなくして、奥から数人の女中が何事かと玄関に飛び出してくる。そして、見るからに無事ではない露里の姿に全員が言葉を失った。

「すぐに床とこと、手当ての用意を。替えの着物も要るか。それと、男衆を何人か呼べ。この男を、適当な部屋に拘束しろ」

　視線と頭の動きだけで後ろの男を示した蒼真はさっさと中へ上がり、真っ直ぐ露里の私室へと向かう。

　彼の指示にはいと返事をした女中たちは、ばたばたと慌ただしくその場から散った。

　ひとり残された紗埜は、兄のかつてないほどに冷たく険しい態度に凍りついた状態からしばらくして我に返り──床とこの用意をと女中に命じたときに蒼真が露里に向けた、気遣わしげな目を思い返して、拳をきつく握った。







　手当てと着替えを終えて布団に横になった露里に、その傍らに端座した蒼真は神妙な面持ちで尋ねた。

「……何があった」

　露里は体を起こそうとしたがそのままでいいと彼に手で制され、浮かしかけた背中をもとに戻して、どこから説明すべきだろうと考える。

　自こ室こで書物を読んでいたところに羽依が訪ねてきたあたりからか？　……いや、もう少し前のほうがいいだろうか。

　記憶を遡り、口を開く。

「午後になったくらいから、塗籠で探し物をしていたんです。それで、読みたいものが見つかったから、それを持って部屋に戻ろうとして……その途中、紗埜さんと羽依さんが話しているところに行き合って」

　羽依さんが、というところで蒼真がわずかに眉をひそめた。

　しかしとくに口を挟んでこなかったので、そのまま続ける。

「そのとき、蒼真さんが出かけたことを教えてもらったんです。それからここに戻ってきて、塗籠から持ってきた本を読んでいたら、羽依さんが来て。蒼真さんの言いつけで、わたしに里を案内するから支度してくださいと言われて……」

「何？」

　蒼真が今度こそ怪訝そうに目を眇めた。

「え、……な、何かおかしかったですか？」

「……ああ。そんな命令、私は誰にもしていない」

「えっ……」

　露里は驚いて頭を浮かせる。

　では、羽依の言ったことは嘘だったということか。しかし、どうしてそんなことを。

　困惑した様子の露里を見て、蒼真は、彼女が羽依の正体が男の妖狐が化けた姿であったことに気づいていないかもしれないという可能性に思い至る。

　実際、彼の想像は当たっていた。

　露里が羽依の姿を最後に見たのは、黒布の男が彼女に殴りかかるその直前。その時点では、まだ羽依を騙った男の変へん化げは解けていなかった。

　男が本来の姿に戻ったのは、蒼真が現れた後だった。そのときにはもう露里はほとんど意識を失いかけていて、首を巡らせるほどの力も残っていなかったのである。

　また、その後蒼真に抱えられて運ばれている間もずっとぐったりしていたため、後ろをついてきていた彼を見ていない。

　蒼真は真実を露里に明かそうかと思ったが、先に話を最後まで聞いたほうがやりやすいだろうと思い直し、先を促す。

「それで？」

「あ、ええと……それで、羽依さんについていったら、住居があるところじゃなくて、森の方へ案内されて──」

　そこから蒼真が駆けつけるまでにあったことをすべて聞いた彼は、しばし考え込む素振りを見せて沈黙し、やがて言った。

「……まず、貴女を外に連れ出したという羽依という名の女中のことだが……そんな者は、実在しない。あれは、ある男が化けた姿だった。……顔に見覚えがあった。おそらくこの里に棲んでいる者だろう」

「……！」

　考えもしなかったことに、露里が絶句する。

　蒼真はそれから、自身の推測を語った。

「その者は私が不在のときを狙って女中に化け、邸へ潜り込み、そして貴女を騙して外へと連れ出した」

「どうして、そんな……」

「貴女を、里の──結界の外に出そうとした可能性が高い。森を奥へずっと進めば、いずれは結界に覆われた範囲を抜けるからな。結界は、外側からは一定以上の力を持つ者でなければ中へ入ることができない。おそらく、一度外へ出してしまえば、人間の貴女では自力で戻ってこられないと踏んだのだろう」

　罠に嵌められ、危うくこの里へ戻ってこられなくなるところだったと知り、露里はいまさらながら青ざめる。

　加えて、少なくとも邸の中にいれば安全だといういままでの考えがとても甘いものだったと思い知らされて、背筋を冷たいものが滑り落ちた。

「そ、う……ですか……」

　震える声でそう相槌を打った後、じゃあ、と不安に揺れる瞳で蒼真を見る。

「あの黒い布を被った男のひとも、羽依さ──じゃなくて、ええと……その男のひとと一緒に、わたしを……？」

　思いつきで言ってはみたものの、しかしすぐにそれが可能性として低いことに気がつき、同時に蒼真もやはり頭かぶりを振った。

「いや、それはないだろう」

　黒布の男が現れたとき、羽依は露里を背に庇うようにして男と対峙した。それだけならば演技の一環とも取れるが、その後ふたりは交戦している。あれも演技だったと言うには少しばかり難があるように思える程度には、両者の鍔迫り合いは激しかった。

　──では、あの黒布の男は、一体何者だったのだろう。

　蒼真も同じ疑問に行き着いたのか、露里に対してというよりは、自身の思考をひとり整理するように言う。

「追放よりも確実な方法を取ろうとしたのか……いや、あるいは外から入り込んだ野狐という可能性も……」

　ぶつぶつとそんなことを呟いた後、蒼真は「あの男の顔を、一度でも見なかったか」と露里に尋ねた。

　いいえと首を横に振ろうとして、露里ははたと、殴られる寸前のことを思い出した。

「み、見ました。ほんの一瞬だけですけど……」

　翻った黒布の下に、一瞬だけ覗いた瞳。その色は。

「右目が青で……左目が、緑色でした」

　見えたのは本当に一瞬のことだったが、左右で色の違う瞳はひどく印象的だったので鮮明に覚えている。

　露里の証言に、蒼真は眉間に皺を寄せた。

「右が青に、左が緑の目の男……里では見かけないな。ではやはり外の……いや、まずもって同胞かも怪しい、か……」

　彼の呟きを聞いて、露里も確かにと心中で頷く。

　戦う様子は見たが、妖狐の特徴らしいものは見受けられなかった。露里にとっての『妖狐の特徴』は、あくまでも以前に実家で読んだ本から得た妖狐の知識に由来する想像でしかないのだが、それを抜きにしても、黒布の男の戦い方はとくに特殊性のない──強いて言うなら、少なくとも人間ではあり得ない敏捷性と身軽さだった、くらいのものである。

　ふたり揃って思索に耽り、室内が沈黙に満たされる。

　先に口を開いたのは蒼真だった。

「とりあえず──事態は概ね把握した。話を聞かせてくれて助かった、礼を言う。それと改めて、……危険な目に遭わせてしまって、すまなかった」

　深く、頭を下げる。

　露里はぎょっとして慌てて体を起こし、両の手を振った。

「そんな、全然、謝ることなんて……むしろ、あのとき助けにきてくださって本当に……本当に、嬉しかったです」

　あれほど心の底から、誰かの存在に安堵したことはない。

　もう駄目だと思った──掛け値なしに死を覚悟したのだ。そんなときに、彼が現れて窮地から救ってくれた。

　あのときのことを思い返して、視界が滲む。

　涙が零れるのを堪こらえようとして堪えきれず、露里は俯いて蒼真から顔を隠した。

　ぱたぱたと雫が落ちて、布団を濡らす。

　時折嗚咽に似た息を吐いて瞬きをしていると、両の頬を蒼真の手が包み込んだ。

　その手がそっと首を持ち上げ、自分の方を向かせる。

　呆気にとられてされるがままになっていると、片手が頬から離れ、目尻から流れる涙を掬すくい取るように拭われた。

　目を瞬しばたたかせる露里。

　対して、無言のまましばらくそうしていた蒼真は、露里の涙が止まると潔く手を離し、何事もなかったかのように立ち上がった。

「長に報告に行ってくる。貴女は休んでいてくれ」

　露里は唖然として彼を見上げるばかりで、なんの反応もできずに部屋を出ていこうとするその背中を見送る。

　襖に手をかけた蒼真は、しかし何かを思い出した様子で再び露里のもとへ戻ってくると、

「失礼する」

　と言うが早いか、露里の着ている寝衣の衿えりを少しだけ──しかし躊躇なくはだけさせ、露わになった胸元に軽く口づけた。

「──～～っ!?」

　頬を張り飛ばされたような衝撃を覚えて我に返り、声にならない悲鳴を上げる露里。

　彼女が思わず硬直している間に蒼真は屈めていた姿勢をもとに戻し、口づけたところを見つめながら言った。

「これでいい」

「な……なっ、何が……!?」

「見てみろ」

　混乱状態に陥りながらも、言われたとおりに彼の唇が触れたところに視線を落とす。

「え……これは……？」

　そこには、揺らめく焔を模かたどったような印が現れていた。

「『徴しるし』だ。それがあれば、貴女がどこにいようとすぐにわかる。危機が迫っていたなら、それも」

　万が一に備えてな、と蒼真は露里の衿を整える。そして改めて休んでいるよう言い含め、今度こそ部屋を出ていった。

「……な、な……なん……っ」

　襖がとんと音を立てて閉まった後、露里は再び胸の奥から込み上げてきた何かに口をぱくぱくさせる。

　顔を両手で包まれて、涙を拭われて、仕舞いには胸元に口づけられて。

　ひとつだけでも充分すぎるほどのことを、ものの数分の間にみっつも。

　触れてきた蒼真の手や指、唇の感触を、ほんの少し思い返すだけで、頭が沸騰しそうになる。

　露里はぐらぐらと揺れる上体を乱暴に布団へ寝かせ、横向きになって身悶えながら背中を丸めた。










「なんだと……!?」

　蒼真から受けた報告に、道玄は血相を変えた。

　当然の反応だろうと思いながら、蒼真は苦渋の滲んだ顔を伏せつつ続けた。

「申し訳ありません。すべて私の落ち度です」

「……露里殿の様子は」

　脇息に肘を突いた手で頭を押さえながら、道玄が訊く。

「だいぶ落ち着きました。怪我の手当てもすでに済んでいます。いまは部屋で休息を」

「そうか」

　道玄は重たい溜息をひとつ吐き、姿勢を正した。

「今後二度とこのようなことが起こらぬよう、くれぐれも注意するように。それと、露里殿を唆そそのかしたという者だが……取り調べは私がする。お前は露里殿についていなさい」

「承知致しました」

　下がれ、という道玄の命に一礼し、蒼真が退室する。

　息子の気配が消えてから、道玄は片手で目元を覆い、掠れた声で呟いた。

「まさか……生きていたというのか」

　右が青く、左が緑の瞳の男。

　蒼真の口からそれを聞いたとき、衝撃とともに因果を感じずにはいられなかった。

　杞憂であってほしい。しかしそうはならないのだろう。

　──手を打たなくては。

　道玄は目を覆っていた手を口まで滑らせ、目を細めた。










　ふっと目を開けると、辺りはもう暗くなっていて、光源は太陽から月に変わっていた。

　どうやらいつの間にか眠ってしまったらしい。

　おかげで疲労もほとんど抜けて、体はもう随分軽い。頭の傷も、すでに塞がったようだった。きっと痕も残っていないだろう。

　露里がゆっくりと上体を起こしたそのとき、襖が開き、蒼真が小ぶりの土鍋と茶碗、木杓子、匙、それから白湯の入った湯飲みを載せた折お敷しきとともに入ってきた。

「目が覚めたか」

　一旦折敷を下に置いて襖を閉めてから、露里の傍らに腰を下ろす。

「気分は」

「もう大丈夫です」

「そうか。……夕餉を持ってきたのだが、食べられるか」

　蒼真が鍋の蓋を持ち上げる。中身は雑炊だった。

　ふわりといい匂いが立ち上った途端、腹がきゅうと鳴った。

「う……」

　露里の顔が真っ赤に染まる。

　蒼真はべつだん気にしたふうもなく、黙々と茶碗に雑炊をよそい、いっぱいになったそれからひと口分を匙で掬って、露里の口元に差し出した。

「えっ、あの」

　もしかしなくても食べさせてくれようとしていることを悟り、面食らう露里。

　思わず身を引いたのを見て、蒼真は「……ああ、熱いか」と見当違いなことを呟き、差し出していた匙を自身の口元へと持っていく。

　彼がそれに息を吹きかけて冷まそうとしていることに気づいた露里は、慌てて止めに入った。

「あっ、まっ、いえあの、自分で食べられますからっ！」

　いくらなんでも甲斐甲斐しすぎる。

　十六歳にもなって──というか、そんなことは関係なしに、蒼真にそこまではさせられない。

　蒼真は「そうか」と短く応じて、茶碗に匙を入れ、露里に手渡した。

「あ……ありがとうございます……」

　ほっと胸を撫で下ろしつつ、それを受け取る。

　自覚はなかったがどうやらよほど空腹だったらしく、しばらくの間夢中で雑炊を食べ、やがて白湯を流し込んでひと息ついた後、露里はおずおず蒼真に尋ねた。

「……羽依さんは、どうなったんですか？」

「この邸の一室に拘束している。取り調べについては、長自らすると言っていた」

「そうですか……」

　視線を落とし、露里は黙考する。

　蒼真が言ったように、彼女──いや彼は、露里を結界の外へ追放しようとしたとして。事実、彼は姿を偽り嘘を吐いて、露里を森の中へと誘った。

　しかし、露里はそれを悲しいと思いこそすれ、許せないとは思えなかった。

　多くの里の者たちにとって、自分は厄をもたらしかねない、招かれざる存在だ。かつて起きた妖狐狩りを再び引き起こす要因になるやもしれないと危ぶまれている。

　そんな危険な存在を一刻も早く取り除こうという考えは、露里にも理解できる。

　里や同胞のために行動を起こしたのだろう彼を、責めようという気にはなれない。

「当家にとって大切な客人に危害を加えたとあれば、本来なら相応の罰が下されるところだろうが……今回については、どうなるかはまだわからない」

　蒼真の言わんとしていることに察しがついて、露里は物憂げな表情で黙り込む。

　そう──自分はあくまで『客人』だ。『婚約者』でも『許嫁』でも、ましてや『妻』でもないのは、未だ露里の処遇が正式に定まっていないからである。

　──でも、だったら、だからこそ。

「……蒼真さん。羽依さんを、赦してあげることはできませんか」

「──何？」

　蒼真が目を眇める。

　露里は先程考えていたことを──彼の気持ちも理解できる気がすると伝え、それから、

「それに……あの黒い布を被った男のひとが現れたとき、羽依さんはわたしを庇うように前に立ってくれたんです。わたしを置いて逃げることだってできたはずなのに、庇って、しかも戦ってくれたんです。だから……たぶん、蒼真さんの言ったとおり、羽依さんはわたしを結界の外に出そうとしたのかもしれないけれど、傷つけまではしないつもりだったんじゃないかって」

　甘い考えかもしれないとは自分でも思う。

　しかし危害を加えるつもりがあったのなら、わざわざ森へ連れ出すより、露里の部屋に来た時点で──もっと言うなら邸内に女中として潜入できた時点で、もっとべつの、より確実な行動に出ることができたはずだ。

　そう訴えると、蒼真は難しい顔をしてしばし沈黙した後、

「……長に伝えておこう」

　それから、まだ雑炊の残っている土鍋を一瞥して、もういいのかと尋ねた。

　言われて、露里は食事を再開しようと脇に置いた茶碗に手を伸ばす。

　蒼真が寄越せと手を出してきたので持ち上げた茶碗をそのまま手渡すと、彼は先程と同じように雑炊をよそって露里に返した。

　茶碗と匙がぶつかる音と、衣擦れの音、そして時折露里が息を吐く音だけが室内に響く時間が、しばらくの間続いた。







「ご馳走様でした」

　茶碗を蒼真に渡し、手を合わせる。

　蒼真は受け取った茶碗を折敷に載せると、露里の言葉に「ん」と応じた。

　ひと息吐いた露里は、頭に巻かれた包帯を思い出した。

　起きたときも思ったが、おそらく傷はもう完治しているはずだ。

　それならいつまでもそのままにしておく必要はないだろうと、手で触れて包帯の結び目を探す。

　露里の意図を察した蒼真が腰を浮かせた。

「じっとしていろ」

「あ……すみません」

「いや」

　律儀に返して、丁寧に包帯を解いていく。

　完全に取り去った後、彼はそっと、傷のあった場所に触れた。

　痛みはやはりなかったが、撫でられた感触に驚いて、露里は体を強張らせる。

「綺麗に消えているな。……やはり、貴女が受け継いだ血の力は相当なものらしい。妖狐の治癒力は人間と比べれば遥かに高いが、貴女はそれ以上だ」

　そう呟く声音は、どこか陰を帯びている。

　蒼真は髪を梳くようにして傷跡さえ残っていない露里の頭をひとしきり指で撫でた後、傍らに腰を下ろして居住まいを正し、彼女の目を真っ直ぐ見据えた。

「──誓う。もう二度と、あのような目には遭わせない。何があろうと、必ず私が護る」

　固い決意の見える、真剣な眼差しだった。

　どくんと、鼓動が大きく跳ねる。

　露里は縫い止められたようにその目を見つめ返し、しばしの間沈黙して、それから漸う口を開いた。

「……はい」

　──信じてます。

　胸に温かいものが宿り、自然と笑みが零れる。

　蒼真はひとつ頷くと、漂わせていた硬い雰囲気を和らげ肩を落とした。

　静寂が降りる。

　なんとなく余韻のようなものを感じさせるそれに、露里はしばらくの間身を委ね──しかしやがて、若干顔を引き攣らせて首を傾げた。

　蒼真がじっとこちらを見つめたまま、部屋を出ていこうとする素振りも、さりとて何か話があるらしい様子もまるで見せないのである。

「……蒼真さん？」

「なんだ」

「いえ、その……」

　訊きたいのはこっちだ。

　問うような視線を向けると、蒼真は露里の思っていることに気づいて言った。

「貴女が眠るまで、ここにいる」

「！」

　予想外の言葉に、露里は目を丸くした。

　露里を危険な目に遭わせてしまったことにそれほどまでに責任を感じているのか、今日の蒼真はいつになく優しい。

　気恥ずかしい反面、純粋に嬉しくもある。

　不謹慎かもしれないが──蒼真とふたり、こうして穏やかな時間を過ごすのは初めてだ。これからずっとこんなふうにしていられたら……と、そんなことを考えながら、露里は微笑を浮かべた。

「……ありがとうございます、蒼真さん」

　蒼真は黙したまま、静かな瞳で露里を見つめた。

　笑みを深くした露里は、少し我儘を言ってみたくなって、「あの」と控えめに切り出した。

「ちょっとだけ……お話しませんか？」

「話？」

　なんの、と問い返されて、迷う。とくにこれといって話したいことがあったわけではなくて、ただ彼と他愛のないことがしたかったのだ。

　露里はしばらく考えて、ふと思いついたことを口にした。

「蒼真さんの小さい頃のお話が聞きたいです」

「──私の、幼い頃の……？」

　蒼真が目をわずかに見開く。

「なぜ、そんなことが聞きたい？」

　心底不思議そうに尋ねられて、露里は恥ずかしそうに俯き、

「そ……、……蒼真さんのことが、もっと知りたいんです」

　ああ言ってしまった、と衝動的に前屈みになって顔を覆った露里は、指の隙間からそろそろと蒼真を見上げる。

　彼は──普段感情をほとんど面に出さない彼は、意表を突かれたように大きく目を見開いて露里を凝視していて、目が合うと、戸惑うように──ひょっとすると照れているように視線を泳がせた。

　初めて見る蒼真のそんな様子に露里は呆気にとられ、先程まで感じていた羞恥などすっかり忘れてまじまじと彼を見つめた。

「あ、あの──」

「……私自身のことなど、たいして面白味もないと思うが……」

　露里の言葉を遮ってそう前置きしてから、蒼真はぽつぽつと語り出した。

　幼い頃──それこそ物心のついた頃から、蒼真は次代の里長として道玄に厳しく指導されたという。勉学や知識の面ではもちろん、剣術や体術の稽古においても、道玄のみならず指南役にも相当しごかれたらしい。

　思えばほとんどの時間をそれらに費やしていたなと遠い目をして独りごちた蒼真は、はたと思い出したように、「ああ、しかし」と言った。

「母上のもとへは、よく足を運んでいたな」

　ほとんど毎日のように。日によっては、森で見つけた花を摘んでいったりもした。

　微笑ましい話に、露里が思わず顔を綻ばせる。

「見舞いに行くたび、稽古や鍛練でできた傷を心配された」

　なんとなく想像ができて、露里は小さく笑声を零した。

　その後も、蒼真はいくつか思い出を語ってくれた。

　道玄に連れられて初めて天津雪宮に行ったときのことや、静沙が大きく体調を崩した際に道玄とともにつきっきりで看病したときのことなど。

　それを聞いていて、実感できたことがある。

　いつも──今日は違ったが──冷めているとも取れるような落ち着きのある振る舞いばかりの彼も、両親や里の者たちことをとても大切に思っているのだ、と。

　目に見えて示したわけではないが、言葉の端々からその思いが感じ取れた。

　温かい気持ちに目元を和ませた露里は、ふっと頭が軽くなるような感覚に襲われ、込み上げてきた欠伸に口元を押さえた。

　浮かんだ涙を指で拭う彼女の顔を覗き込み、蒼真がそろそろ休めと促す。

　すでに頭はぼんやりとしていて、露里は素直に小さく頷いて横になった。

　蒼真は露里が完全に寝入るのを待つように、じっと彼女を見ている。

　露里の唇から、微かな呟きが零れた。

「そ、ま……さん…………手……」

　掛け布団の下から白い手が覗く。

　蒼真がそれを取ると、露里の顔が柔らかく綻んだ。

「……あったかい……。森から、はこんでくれたとき……すごく……ほっとしたんです……。あったかくて、そ……まさん……ふふ……」

　そこまでが限界だったのだろう、露里はゆっくりと瞼を閉じて、後は規則正しい微かな寝息だけが響くようになった。

　蒼真はしばらく、手を握ったまま、彼女の寝顔を見つめていた。




◆　　　　◆　　　　◆




　闇に包まれた森に、ぜいぜいという荒い呼吸音が響く。

　茂みの陰に身を隠し、疲れ果てた様子で樹の根元に腰を下ろしているのは、顔や体を覆うように黒い布を被ったひとりの男だった。

　呼吸の合間に時折乾いた呻き声を漏らすその男の前に、まるで最初からそこにいたかのような錯覚を覚えそうなほど唐突に、昏い目をしたべつの男が現れた。

　その男も夜色の布をまとっていたが、黒布の男と違って、顔を隠してはいない。

　昏い目の男が吐き捨てるように言った。

「無様だな」

　その言葉を受けて、黒布の男が顔を上げる。怒気を滲ませ、目の前の相手を睨みつけたのが気配でわかった。

　昏い目の男は怯んだ様子もなく続ける。

「いまの貴様では、望みを果たすことなど夢のまた夢。望みを果たすためには力が要る。力が欲しくば──喰らえ」

　黒布の男は何も言葉を返さない。

　沈黙が降りようかというそのとき、遠くの方──森の外から、誰かの話し声が聞こえてきた。

　数はふたつ。どちらも男の声だった。少しずつ移動している。

　黒布の男がゆらりと立ち上がった。そして緩慢な足取りで、声のする方向へと向かっていく。

　その背中を見送って、昏い目の男はにたりと口角を吊り上げた。







　外見年齢は四十路といったところの男がふたり、連れ立って森の近くを歩いている。

　右側を歩く男が言った。

「なぁ、あいつは巧くやれたと思うか？　確か今日やるって言ってただろ」

　左側の男が頷く。

「ああ。さぁて、どうだろうな。女中に化けて忍び込むってのはともかく、そうほいほい外に出てくるとも思えねぇ。人間は小賢しいからな」

　右側の男は顎に手を当てて、ふむと息を吐いた。

「下手に連れ出そうとして若様にでも見つかったらそこでお終いだしな。しかしひょっとすると、ひょっとするかもしれないぞ」

「だったらいま頃、上を下への大騒ぎだと思うがな。……賭けるか？」

　冗談交じりに左側の男がそう言って、右側の男に視線を投げようと首を回した。

　──それと、ほぼ同時だった。

　右側の男が、左側を歩いていた男の視界に入るか入らないかの瞬間、しゅっと後方に飛び退いたのだ。

　飛び退いた──左側の男はそう思った。

　だからぎょっとして、慌てて後ろを振り返った。そして、

「おい何して──」

　最後まで言いきらないうちに、目に飛び込んできた光景に絶句した。

　硬いものを砕く鈍い音が、周囲に響く。

　ひゅっと鳴った喉から叫び声が飛び出しかけたその刹那、男の意識は寸断された。

　彼が最後に見たものは、青と緑の鋭い眼光だった。





６




　すっかり体調のよくなった露里は、朝餉を済ませた後、今朝から姿の見えない蒼真を捜していた。

　彼のいそうな場所──は、よくわからないので、とにかく迷わないよう気をつけながら邸内を回る。

　途中、玄関前を通りかかったとき、戸が開いて、頬に汗を流した蒼真が現れた。

「あっ、蒼真さん！　おかえりなさい。どこに行ってたんですか？」

「朝の鍛練に。日課でな。朝餉は済んだのか？」

「はい、今日も美味しかったです」

　そうかと返して、蒼真が履物を脱ぎはじめる。

　彼が中へと上がるのを待って、露里は姿勢を正し、

「昨日は危ないところを助けてくださって──それに、看病までしてくださって、ありがとうございました」

　と、深く頭を下げた。

　それから一拍間を置いて折った腰を戻し、はにかむ。

「そういえばちゃんとお礼、言ってなかったなと思って……本当に、ありがとうございました」

「いや……礼はいい。私の至らなさが招いたことだ」

　すまなかった、と言って瞑目した蒼真は、「ああ、そうだ」と目を開いた。

「まだ伝えていなかったな。──今朝、取り調べが終わったと報告があった」

　自然と背筋が伸びる。

　露里は息を飲んで、言葉の続きを待った。

「やはり、目的は貴女を結界の外へ連れ出すことだったらしい。貴女の推測どおり、危害を加えるつもりもなかったと」

「そうですか……」

「それと、黒布の男についてはまったく無関係で何も知らないそうだ。計画を立てた仲間はいたが、そのうちの誰かというわけでもないとも」

　羽依だった男と黒布の男に繋がりがなかったということよりも、計画を立てた仲間が複数名いたということのほうが、露里にとっては重要だった。

　予想はしていたが、事実として知らされるとまた胸に刺さるものがある。

　陰りのある表情になった露里を気遣うように、蒼真は何気ない口調で続けた。

「とりあえず、貴女の希望も斟しん酌しゃくしたうえで、自邸で謹慎処分ということになった」

　それほど重い罰ではないとわかって、露里はほっと胸を撫で下ろした。

　沈みかけた心も軽くなり、表情に笑顔が戻る。

　しかし、直後、邸にひとりの住民が血相を変えて飛び込んできたことで、それはすぐに打ち消された。

　肩で息をしながら真っ青な顔でこちらを見つめ、ぱくぱくと口を開閉しているその住民の姿に、露里の胸がざわついた。言いしれぬ不安が心を締め上げる。

　ただならぬものを感じた蒼真が「何事だ」と即座に問う。

　住民は何かを言おうとしては言葉を詰まらせ、何度かそれを繰り返したのち、

「とっ、と、とにかく！　若様、すっ……すぐに来てください！」

　と叫んだ。

　大だい音おん声じょうに驚いた女中たちが昨日と同じようにばたばたと集まってくる。その中には紗埜の姿もあった。

　蒼真が表情を引き締め、土間へと降りる。

「皆は邸こ内こにいろ」

　そう言い置いて邸を飛び出していこうとした彼を、露里が呼び止めた。

　振り返った蒼真に、彼女は一瞬躊躇うような間を置いて、意を決した様子で言った。

「わ──わたしも、連れていってください」

　よくないことが起こったのだということは、住民の様子を見れば明らかだ。一緒に行ったところで、自分にできることがあるとは、あまり思えない。

　けれど──予感がある。いや、いっそ直感と言うべきかもしれない。

　根拠はまったくないし、なぜそう思ったのか自分でもわからないが──。

　これは、自分に関係のあることだ、と。

「は……はぁっ!?　何言ってるのあんた!?」

　紗埜が非難と驚愕と呆れの色がない交ぜになった声を上げる。

　露里はそれを無視して、蒼真を見つめる瞳に気持ち力を込めた。

「だ──」

　駄目だ、と言いかけた蒼真は、しかしそれを飲み込んで、露里の手首を取った。

「走るぞ」

「──はい！」

　手を引かれながら素早く履物を引っかけ、住民の先導で彼とともに走り出す。

　心臓はすでに早鐘を打っていた。







　居住区を駆け抜け、もうすぐ森に着くという頃、先を走っていた住民が足を止めた。その前方に人集りができているのが見える。

　先導してきた住民は恐怖に顔を強張らせ、及び腰になりながら蒼真たちを振り返った。

「け……今朝偶然、ここを通ったら……あ、あ、あんな……っ」

　震える腕を持ち上げて、人集りの中心を指さす。

　蒼真は心持ち露里の手首を掴む手に力を込め、警戒心を露わに顎を引いた。露里も生唾を飲み込み、身構える。

　振り返った住民たちは露里もいることに気がつきどよめいたが、すぐに皆消沈した様子で視線を足元へ落とし、躊躇いがちに左右に分かれはじめた。

　住民たちの履物が砂利を蹴る音だけが響く中、蒼真が露里を庇おうとするように、彼女の手首を掴んでいるほうの腕を背後に回す。

　露里はそれにつられて横へ一歩ずれ、蒼真の肩越しに前を見つめた。

　人垣が徐々に薄くなり、やがて前方が開ひらける。

　その先にあったのは──。

「──ひ……っ!?」

「っ、見るな!!」

　出かかった悲鳴とともに息を飲んだ露里は、弾かれたように叫んだ蒼真に腕を強く引かれ、頭を抱え込むようにして抱き竦められた。

　彼の胸に顔が埋もれ、視界が真っ暗になる。

　しかし脳裏には、先程目にしたものがしっかりと焼きついていた。

　赤黒く染まった地面。

　折り重なったふたつの、胸と腹部が大きく欠けた肢体。

　破れてぼろ切れのようになってしまった着物に、そこから覗いた生々しい色に濡れて光る臓腑。

　噛み千切られたように裂けた首。

　虚空を見つめる瞳。

　──まるで、獣に食い荒らされたような惨い姿を晒す男がふたり、そこに転がっていた。

「……どこからでもいい。被せるものを」

　蒼真が低い声で誰にともなく指示を飛ばす。

　一瞬皆が逡巡する空気を醸し、ひとりが近くの民家へ走って、戸口の横に置かれていた筵むしろを持って帰ってきた。

　遅れて群衆から外れた何人かも手伝って、亡骸に覆い被せる。

　やがてその作業が終わる頃、誰かがぽつりと呟いた。

「誰が、こんな……」

　それが皮切りとなり、不安や恐怖、動揺が皆の口から溢れ出す。

　住人の誰かがやったとは思えない。じゃあ誰の、なんの仕業だ。野狐が入り込んだのでは。いや妖狐以外の何かという可能性もある。恐ろしい。殺した奴はいまどこに。まだ里にいるかもしれん。そんな。どうしてこんなことに。

「……お前がやったんだろう」

　──ぴたりと、ざわめきが止んだ。

　集団の中にいたひとりが、大きく見開いた目で露里を凝視している。

　他の住民たちも、彼に倣うように露里に視線を集中させる。

　男は露里を指で差し、震える声で言った。

「お……お前が、お前がやったんだ。そうだ、そうに決まってる。お前があいつらを──」

　露里の瞳が凍りつく。

　まだ蒼真に抱き締められているために何も見えていないが、自分を糾弾する声には、相手の顔を見なくてもわかるほどに、色濃い恐怖と怒りが滲んでいた。

　違うと力いっぱい否定したいのに、蒼真から離れるどころか、呼吸さえ上手くできない。

　頭の中が真っ白になって、引き攣つれたような息が唇の隙間から漏れる。

　と、耳に囁きが落とされた。

「聞かなくていい」

　蒼真の体が離れていく。

　露里の拘束を解いた彼は、静かな目を群衆に向けた。

「お前が──自分を邪険にしていることを恨んで、目障りだからって、あいつらを殺したんだ。そうなんだろう。そうなんだろう!?」

「違う」

　声を張り上げたわけではない。坦々とした声音だった。

　しかし、そのひと言の効果は絶大だった。

　半ば錯乱した様子で喚わめき立てていた男が、目に見えて怯み喉を詰らせる。

　蒼真はそのままの調子で続けた。

「昨晩、彼女はずっと私とともにいた。彼女が完全に寝入るところを、私は確かに見届けた。それに、昨晩はゆえあって邸の周囲に見張りを立たせていた。彼女がもし私の目を盗み邸から出たとしても、彼らが気づいて連れ戻したはずだ」

　これでもなお疑うか、と住民たちの顔を見回す。

　疑うと言えば、それは即ち蒼真の──次期里長の言葉を疑うということになる。

　皆気まずそうに目を逸らし、誰も口を開こうとしなかった。

　露里は凛然とした佇まいの蒼真を、ただただ呆然と見つめていた。










「いま帰った」

　玄関口で蒼真が帰宅を告げると、待ちかねた様子で数人の女中が足早に現れた。

　おかえりなさいませと声を揃えた彼女たちは、口々に一体何があったのですかと尋ねてきた。

「里の者がふたり、何者かに殺された」

　あえてなんの感情も込めず、隠すこともせず、端的に事実を述べる。

　女中たちは色を失い、手で口を覆った。

「それよりも、彼女を頼む。部屋で休ませてやってくれ。私は長のところへ行く」

　気遣わしげに後ろを振り返り、手を引いてここまで連れ帰ってきた露里を先に邸内へと入るよう促す蒼真。

　露里は茫然自失とした様子で導かれるまま彼の前へと進み出て、のろのろと履物を脱いで中へと上がった。

　そして、その後に続いてすぐさま道玄の私室に足を向けた蒼真の背中に、か細い声で問いを投げた。

「……あれは、もしかして……」

「……ああ、おそらくな」

　振り返らず、蒼真が肯定する。

　声は平静だったが、その背中は彼の心情を雄弁に語っているようだった。

　ふたりを殺したのは、おそらく黒布の男だ。時期的に見て、ほぼ間違いないと言っていいだろう。

　あの男は、一体何者で、何が目的なのか。

　そんなことを考える余裕は、いまの露里にはない。自分の想像が当たっているか蒼真に確かめるため言葉を発するのが精一杯だ。

「お部屋へ参りましょう、露里様」

　足取りの覚束ない露里を支えた女中が気遣わしげにそっと促す。

　頷くのも億劫で、露里は踵を返すことで応えに代えた。










　報告をすべて聞き終えて、道玄は眉間に刻んだ皺をさらに深くした。

　しばらくの沈黙ののち、漸う口を開く。

「……男衆に件の男を捜させる。皆に事が知れた以上、もはや一刻の猶予もない」

　いまに至るまで、黒布の男の行方を追っていなかったというわけでは決してない。

　ただ、襲われたのが露里と咎人ひとりだけで、黒布の男を目撃したのは彼女たちを除いて蒼真だけだったこともあり、いたずらに里に混乱を招かぬよう、ごく限られた者だけに秘密裏に捜索させていたのである。

　しかし、此度は住民がふたりも手にかけられ、あまつさえその骸が大勢の住民の目に触れてしまった。こうなってはもはや隠しきれたものではない。

　ゆえに道玄は、男衆全員に黒布の男の捜索を命じる決断を下した。

　蒼真が神妙な面持ちで顎を引く。

「では、指揮は私が」

「いや」

　おそらくその役を命じられるだろうと予見し先手を取ったつもりでいた蒼真は、間髪入れずに返ってきた道玄の短い言葉に瞠目した。

「お前は捜索に加わらなくてよい」

「な……なぜですか」

　指揮はおろか、捜索自体に加わるな、と？

　ある時期からこうした難事の解決や調停を任されるようになってもう長いというのに、唐突に──しかもよりによってこの局面でそれを覆され、蒼真は柄にもなく色を失う。

　追い縋るように、もう一度問いを重ねた。

「なぜです、父上。私には荷が重いと、そう仰るのですか」

「必要がないというだけのことだ。それよりもお前は、邸に残って露里殿の傍についていなさい。いまお前が第一に気にかけるべきはそちらだ」

　有無を言わせぬ口調に、蒼真はぐっと押し黙る。

　道玄の言うことは正論だ。露里を護る。それがいまの自分の使命だ。

　ただ──頭ではそう理解できていても、飲み下せない感情が胸の内に凝っている。

　蒼真は面を伏せ、膝の上で握った拳をわずかに振るわせながら歯噛みした。










「なぜです、父上。私には荷が重いと、そう仰るのですか」

「必要がないというだけのことだ。それよりもお前は──」

　道玄の部屋の襖に耳をつけ、中で交わされている兄と父の会話を盗み聞いていた紗埜は、そっと体を引いて、中にいるふたりに気づかれないようそっと立ち上がり、足音を殺して道玄の部屋から遠ざかる。

　途中すれ違った女中への会釈もおざなりに急いで自室へと戻り、襖を閉めると、そのすぐ前に腰を下ろし、混乱に揺れる頭をなんとか回して、情報を整理しはじめた。

　里に正体の知れない侵入者が潜んでいて、そいつは昨日あの人間の女を襲い、そして今度は住民をふたり殺した。

　それを受けて、父は男の捜索に全力を出すことを決定し──しかし、兄をその任から外した。

　兄は父の判断に納得がいっていない。あんなふうに食い下がるなんて、少なくとも自分の知る兄にはおよそあり得ないことだ。兄は里のことをとても大切に思っているし使命感も強いから、きっとあの女についているよりも、里を脅かす存在を消し去るために行動したいのだろう。

　──何か、お兄様の力になれることはないかしら。

　紗埜は直感的に、これを好機と捉えていた。

　他ならぬ道玄の指示で不本意ながら身動きを封じられた蒼真の役に立てれば、彼はきっと、自分に対する評価を変えてくれるはずだ。

　ずっと──ずっとずっと、愛する兄の役に立ちたかった。けれど自分は女で特別秀でているところもなくて、里長一族の者であるにもかかわらず、里や一族の中核からは常に外されていた。

　そのせいか、兄の自分に接する態度はいつも素っ気なかった。自分は妹なのに、女中や男衆と接するときと、視線の温度や声の調子がまるで同じだった。

　それが昔から悲しくて悔しくて──でも、ようやく機会が巡ってきたのだ。兄にとって役に立つ存在になれる機会が。

　紗埜は必死に思考を巡らせ、そしてようやく、ひとつの案を思いついた。

　自分がいち早く黒布の男の居場所を掴み、兄にその情報を伝えれば。

　兄は余計に時間を消費することなく、男を始末できる。

　父が兄にあの女の傍についているよう言ったのは兄をより深く納得させるためで、本当のところは、守りが手薄になる邸にできるだけいてほしいのだろう。

　捜索に出るとなれば、ほとんどの時間、邸を空けることになるのだから。しかし少しの間、それも脅威が邸を襲撃する可能性がないなら、それほど問題はないはずだ。

「そうよ……これだわ」

　そうとなれば急がなくては。

　紗埜は立ち上がり、表情を引き締めた。










　時間をかけてようやく気持ちを鎮めた蒼真が退室しようと襖を開けると、そのすぐ先には、驚いた表情でこちらを見上げる女中がいた。

　どうやら話が終わるのを待っていたわけではなく、丁度中へ声をかけようとしていたところだったらしい。

　慌てて頭を下げた女中の脇を、蒼真はすり抜ける。

　その背後から、道玄の重い溜息と「入れ」と女中を促す声が響いた。衣擦れの音に続いて、ぱたんと襖が閉まる音がした。

　蒼真は立ち止まり、部屋を振り返る。

　襖の向こうから、微かに籠もった声が聞こえてきた。

「何用だ」

「はい。先程氷ひ禅ぜんの翁がおいでになりまして、今晩にでも合議を開きたいと」

　氷禅の翁とは、里のご意見番のひとりである。

『今晩にでも合議を開きたい』。その言葉に、蒼真の脳裏に露里の顔が浮かんだ。

　──彼女の処遇が、早ければ今晩、正式に決まる。

　胸の奥がざわついた。

　以前は彼女の立場の変動になどほとんど興味はなかった。結婚しろと言われればする、盟約が白紙となるならばそれはそれで構わない。

　あくまで盟約を果たすため、里に迎え入れる理由をつくるために自分は彼女の許嫁になったのだ。その程度の関わりで、その程度の認識だった。

　しかし、いまは──どうなのだろう。

　以前ほど無関心ではない。

　護らなければと思う。

　危険な目に遭わせてしまった負い目も感じている。

　けれどそれは、単なる責任感や使命感であるように思う反面、それだけではないような気もするのだ。

　──落ち着かない。

　黒布の男の捜索から外されたことと、露里に対する自分の気持ちの不透明さが、交互に心に圧をかけてくる。

　蒼真はひとつ溜息を吐いて、露里の様子を確認しようと、彼女の部屋に向かって歩き出した。










　露里は頁を繰ろうとした指を止め、溜息を吐いて読みかけの書物を閉じた。

　すでに気分は回復して、目も記された文章をちゃんと追っているはずなのに、まったく内容が頭に入ってこない。

　脳裏に焼きついたあの惨状が、何かに集中することを阻んでいる。

　──どうして、あんな。

　黒布の男の目的は、本当に一体なんなのか。想像すればするほど、悪いことばかりが浮かんでくる。

　珀羽の言ったことは本当だったのだ。

　里に危機が迫っている。

　きっとこれで終わりではないのだろう。彼女の予言はまだあとひとつ残っているし、黒布の男の目的が、露里と羽依を襲い、住民ふたりを手にかけただけで果たされたとは到底思えない。

　痛みを訴えはじめた頭に手を当てたそのとき、襖の向こうから声がかかった。

「私だ。……入っても？」

「あ……はい。どうぞ」

　応じると、襖が横に滑り、蒼真が中へと入ってきた。

　彼の来訪に気が紛れるとわずかに安堵した露里だったが、顔に心なしか陰りがあるように思えて、心配そうに眉根を寄せた。

「……蒼真さん？　何かあったんですか？」

「……え？」

　蒼真にしては珍しく呆けた返しだった。

　ますます気になって、露里は遠慮がちに彼を上目遣いで見た。

「大丈夫ですか……？　なんだか、顔色がよくないみたいですよ」

「あ、いや……、…………」

　立ち尽くしたまま、露里から視線を逸らす蒼真。

　露里はそんな彼の袂を小さく引いて、諭すような優しい口調で繰り返した。

「何かあったんですか？　もしよければ、聞かせてもらえませんか……？」

　蒼真の目が再び露里に向けられる。

　瞳が一瞬揺らめき、彼は躊躇いがちに露里の正面に腰を下ろした。







　話を聞いた露里は、なんと声をかけるべきか逡巡した。

　蒼真は事実だけを坦々と説明したが、言葉の端々には苦い思いが滲んでいて、彼が本当は抑えきれないほどの歯痒さとやるせなさを抱えているのがわかった。

「──私が、見つけ出すべきなんだ」

　蒼真が声を絞り出す。

「あのとき奴を逃がしたのは、他ならぬ私なのだから。あのとき私は、二度も失態を演じた。貴女を護れず、脅威となる存在を眼前にしてみすみす逃した。追って捕らえるべきだったんだ。それを……だからこんなことに」

　あのとき蒼真が逃走する黒布の男を追わなかったのは、露里をあの場に残すわけにはいかなかったからだ。

　それがわかっているからこそ、露里は何も言えない。

　蒼真があのときの判断を過ちとするなら、その責は自分にこそある。

　蒼真は肩を落として俯き、膝の上で握った拳にぐっと力を込めた。

「父上は、おそらく私に失望したんだ。……我ながら情けない。失態の連続で、あまつさえ父上の采配に異を唱えるなど、一体どの口が言うんだ」

「それは……違うんじゃないですか？」

　抑揚に乏しい、しかし自嘲の色が滲んだ口調で語る蒼真に、気づけば露里はそう口走っていた。

　蒼真がわずかに顔を上げ、沈んだ目でこちらを見る。

　露里は怯んで言葉を飲み込みかけたが、言うべきだと訴える本能に従って、続けた。

「男のひとたちだけじゃなくて、蒼真さんまで捜索に出たら、ここの警備が薄くなっちゃいますよね。確かに捜索は人手が多いほうが効率的かもしれませんけど、もしあの黒い布を被った男のひとが次にここを狙ってきて、そのとき男のひとたちも蒼真さんもいなかったら、残ってるひとだけじゃとても対処できません。それに……」

　そこで露里は少し言い淀む素振りを見せた。

「……それに、もしあの男のひとの狙いが、わたしだったら……」

　道玄が露里についているよう蒼真に言ったというのは、彼も同じ想像をしたということではないかと思う。

　被害妄想にも似た憶測に過ぎないが、当たっていた場合、この邸は確実に襲撃される。

　だから、最低ひとりは戦える者が残っていてほしいと、言える立場ではないけれどそう思う。

　そしてこれは個人的な我儘だが──そんなとき傍にいてほしいと思うのは、『護ってくれるひと』ではなくて、『蒼真』なのだ。

「道玄様も、そう考えて、蒼真さんに邸に残るよう言ったんじゃないでしょうか。蒼真さんに失望したからとか、そういうことじゃないと思いますよ」

　最後ににっこりと笑ってみせると、蒼真がのろのろと体を起こした。

　しかし、まだ表情は少し暗い。

　たいした慰めにはならなかっただろうか。彼にとって、あまり腑に落ちない推量だったかもしれない。

　内心狼狽えた露里は、意を決し、恥を忍んで言った。

「……わたし、蒼真さんが傍にいてくれたら、すごく心強いです！」

　言ってから、だからなんだと、頭の中で自分を俯瞰して見たもうひとりの自分が突っ込みを入れてきた。

　励ますつもりだったのに、随分とずれたことを言ってしまったことに気づいて、恥ずかしいやら自分が情けないやらで、穴があったら入りたい衝動に駆られる。

「あっ、いえあの、だからですね？　ええと、その──」

　しどろもどろになりつつ取り繕おうとし、しかし言葉が見つからず、仕舞いには唸り声を上げて前屈みになったそのとき、空気が抜けるような微かで短い音が頭上から聞こえた。

　なんだ？　と顔を上げる。

　音の主は蒼真だった。

「ふ……っ、……は」




　蒼真が──あの蒼真が、笑っている。




　しかも声まで漏らして。

　にわかには信じがたい光景に、露里の中にあった様々なものがふっと抜け落ちた。

　開いた口が塞がらない。

　蒼真は笑いを収めてひとつ息を吐くと、硬さの取れた穏やかな表情で言った。

「すまない、見苦しいところを見せた」

　感謝ではなく謝罪の言葉を口にするあたりが彼らしい。

　露里は「気にしないでください」と目元を和ませた。





７




　無惨な姿に変わり果てた住民ふたりが発見されたあの日から、四日が経った。

　男衆がほぼ総出で日夜捜索に当たっているが、黒布の男の行方は依然として掴めておらず、里を包む不穏な空気は日に日にその陰鬱さを増していくようだった。

　ただ幸いなことに、新たな被害報告は現時点ではまだ挙がってきていない。

　そんな中、道玄はなぜか邸を空けることが多くなり、彼の不在時は蒼真が里長としての責務を代行するようになった。

　黒布の男の捜索から外されたことで一時は自信を失いかけていた蒼真だが、いまは調子を取り戻している。

　しかし黒布の男の件がまったく片づいていないために気は常に張り通しで、そんな状態で長の仕事までこなしている。彼の顔に滲んだ疲労の色は、日ごとに濃くなる一方だった。










「心ここにあらず……といったご様子ですね、露里様」

　柔らかい声に、露里ははっと我に返った。

　膝の上に力なく落ちた自分の両手と、その片方の指がつまんでいる針、そして広げられた繕いかけの布が目に入る。

「……すみません、静沙様。わたし、また……」

「いいえ、お気になさらず」

　項垂れた露里に、静沙はそっと微笑んだ。




　時は夕方。

　露里は今朝方から静沙の私室で、繕い物の手解きを受けていた。

　いつもは蒼真の部屋で、文ふ机づくえに向かって書き物をする彼の邪魔にならない位置に腰を下ろし、女中に頼んで塗籠から持ってきてもらった書物を読んで過ごすのだが、不安を募らせた住民たちが邸に押しかけてくるたび、その相手をしている間は傍に置いてやれないからと、蒼真は露里を静沙のもとに預けるのである。

　なぜ静沙のもとかといえば、彼女は巫女一族の血を引くがゆえに強い力を持ち、邸にいる者たちの中では殊に守りの術に長けているかららしい。

　預けられるのはこれで三度目だ。前の二度は少しの間だけだったが、今回来たのは団体とのことで、午になる前からここにいる。

　──あのふたりを殺したのが露里だと、そう声高に言う者はもういないが、それでも疑念を抱いている者はきっと多い。

　そうでなくとも、大半の住民は露里を最初から快く思っていないのだ。話の場に同席などしては、たとえ一切発言をしなかったとしても彼らの神経を逆撫でしてしまうだろう。

　傍に置けない理由を蒼真ははっきりと言わなかったが、察しは充分ついたので、露里は何も言わず、素直に蒼真の指示に従った。

　ただ──近くに蒼真の姿がないと、余計に彼のことばかり気にかかって、すべてのことが疎かになってしまう。

　事が大きくなったあの日から、可能な限り護りやすい範囲にいてほしいという蒼真の要望で、露里は彼の私室の隣に部屋を移した。以降は眠るとき以外、両者の部屋を隔てる物をすべて取り払い、そのうえで彼の傍で過ごすようになったのだが………そのせいだろうか。

　うっかり虚空を見つめたまま固まってしまい、静沙に声をかけられて現実へと引き戻されるというのも、これが初めてではなかった。




「あの子が心配ですか？」

　あの子、というのは蒼真のことだ。

　露里は物憂げな表情で小さく頷いた。

　そんな素振りは見せないが、彼は確実に消耗していっている。当然だ。彼の負担は相当なもので、そのうえ忙しさにかまけて寝食を疎かにしているのだから。

　自分も彼にかかっている負担のひとつだ。それを自覚しているだけに、おいそれと休んでくれなどとは言えない。

　以前から蒼真には護られてばかりなことに負い目を感じていたが、そればかりでなく、責務に追われてだんだんとやつれていく彼を、ただ見ているだけというのはあまりに心苦しい。

　せめて何か、いまの自分にできることをしたい。

　そのひとつとして、こうして静沙に教えを乞い、蒼真の衣を仕立てているのだが、もっと彼の近くで支えてあげられたら……というのが、露里の本音だった。

　吐露された切実な思いを聞いて、静沙は目元を和ませた。

「でしたら……ときどきで構いません。あの子を、甘やかしてあげてください」

「甘やかす？」

　俯いていた露里が顔を上げ、きょとんとして首を傾げる。

　静沙は「ええ」と返し、玉留めした糸を切り、露里を見た。

「あの子は物心つく頃から、次代の長として厳しく育てられてきました。そのせいか、誰かに頼ったり甘えたりといったことをまったくせずに、少々無理をし過ぎるきらいがあります」

　静沙の微笑みが、苦いものを含んだそれに変わる。

「母親のわたしが、こんなことを言うのは情けないのですけれど……きっとあの子が気兼ねなく甘えられる存在になれるとしたら、それはきっと──露里様、貴女だけだと思うのです」

「えっ……わたし……!?」

　意外すぎる静沙の言葉に、露里は目を丸くした。

「わ、わたしなんかより、静沙様のほうがずっと──」

　だが静沙は少し寂しげに首を横に振る。

「いいえ、わたしでは駄目なの。……あの子は、親が相手だと余計に頑なになるような子だから……」

「そ……、…………」

　露里は反射的に「そんなことはない」と言おうとしたが、なんとなく静沙の言うことは理解できて、出かかった言葉を飲み込んだ。

　蒼真は、静沙や道玄の前では普段より一層気負って、絶対に脆さを見せようとはしないように思える。

　とはいえ、彼が自分相手に甘えてくるというのはもっと想像できない。

　自信が持てない様子の露里に、静沙は柔和だがどこか自信ありげな微笑みを浮かべてみせた。

　彼女の表情を見て、露里がぽつりと呟く。

「……なれるでしょうか。わたしが、蒼真さんにとっての、そんな存在に……」

「ええ。露里様ならきっと」

「本当に……そう思われますか？」

「もちろん」

「どうして？」

　尋ねた露里は、静沙が姫巫女の珀羽と従姉妹同士の関係にあることを思い出してはっとした。

　まさか、静沙にも夢で未来を予知する力があって、それで……？

　しかしその予想は否定された。

「いいえ。わたしには珀羽のような力は備わっていません。できるのは、精々小さな結界を張ることくらい」

　そして、少し悪戯っぽい表情を浮かべた。

「そうですね……母親の勘、でしょうか」

　思いがけない言葉に、露里は目を瞬しばたたかせる。

　静沙はふふっと声を立てて笑うと、「どうかあの子をよろしくお願いします」と言った。







　やがて夜になり、夕餉を終えて静沙と他愛ない話をして過ごしていたところへ、住民たちの相手を終えた蒼真が迎えに来た。

　彼と肩を並べ、ふたりの部屋へ向かって廊下を進む。

　途中、蒼真がふと問いを投げてきた。

「……どうした。何かあったのか？」

「え？」

　訊き返した露里は、声を出したことでようやく、静沙の部屋を出てきてからずっと自分が黙り込んでいたことを自覚した。

　慌てて「なんでもないです。ただちょっと眠くて」と取り繕うと、蒼真はあっさり引き下がった。

　玄関前を通りかかる。丁度そのとき、戸が開いた。

　中へ入ってきたのは、随分と疲れた様子の紗埜だった。

「紗埜？」「紗埜さん？」

　蒼真と露里が同時に声を上げる。

　俯いていた紗埜はその声ではっと顔を上げ、蒼真──と、露里がそこにいることに気づき、ぎくりと身を竦ませた。

「出かけていたのか？」

「え、ええ……ちょっと。剣の修行をと思って」

　見れば、彼女の手には短刀が握られている。

　どうやら本当に剣の修行をしていたらしいが、露里は少々困惑気味に眉根を寄せた。

　蒼真も露里と同じことを思ったらしい。

「修行自体はいいが、いまこの里がどういう状況にあるか、お前もわかっているだろう。不用意な外出はするべきじゃない」

「……はい……」

　肩を落とす紗埜。

「申し訳ありませんお兄様、わたし、ちょっと疲れてしまったので……今日はもう、休ませて頂きます。おやすみなさいませ」

　彼女はどこか落ち着かない様子でそう言うと、蒼真に就寝の挨拶とともに一礼して、そそくさと自室へ向かっていった。

　てっきりまた睨まれるか毒を吐かれるものだと思っていた露里は、目を合わせることもなく素通りされたことが意外で、首を傾げた。

「……行こう」

　蒼真が歩き出す。

　足を一歩踏み出した露里は、振り返ってもう一度紗埜の歩いていった方を見、それから蒼真の後に続いた。







　部屋に戻って早々、蒼真は文机に向かった。

　黙々と筆を動かしているその背中を見つめながら、露里は静沙の言葉を思い返す。

『ときどきでいいから甘やかしてあげてほしい』

　──甘やかす、て……具体的にどんなことをすればいいんだろう……。

　静沙の部屋から帰ってくるまでの間ずっと考えていたが、いまいち『これ』というものが浮かばない。

　まさか、幼子相手にするように頭を撫でたり、寝物語を聞かせてあげたりするわけにはいくまい。

　もっと適切な……たとえばそう、蒼真は疲れているのだから、それが癒やされるようなこととか。

　以前何かの本に、肩揉みや耳掃除などをしてもらえると、男性は嬉しいものだというようなことが書いてあった記憶がある。

　耳掃除をするときは、膝を枕代わりに相手を横に寝かせるのが鉄則ともあっただろうか。

　少し恥ずかしいけれど、それで蒼真が喜んでくれるのなら安いものだ。しかし、どう切り出したらいいのか。

　そんなことを考えていると、湯浴みの用意が調ったと女中が知らせに来た。

　──湯浴み……。

　脳内でその単語を反芻した瞬間、あることを思いついて露里は思わず声を上げそうになった。

「ああ、わかった。すぐに行く」

　返事をした蒼真が、筆を置いて立ち上がる。

　露里は勢い余ったような態で彼に向かって叫んだ。

「あのっ！」

　突然の大声に、蒼真と女中がぎょっとして露里を見る。

　それに構わず、露里は立ち上がって身を乗り出した。

「わたしもお風呂、ご一緒して構いませんか!?」

「──……は？」

　奇妙な沈黙が流れた。

　真剣な眼差しでじっと返答を待っていた露里は、いやに長いそれに違和感を覚えたことで冷静になる。

　そしてようやく、自分の発言がとんでもない誤解を招いていることに気づき、真っ赤になって慌てて訂正した。

「ち、ちがっ……、一緒にっていうのはそういう意味じゃなくて！　ええと、その──蒼真さんのお背中をお流ししたいんですっ！」




　所変わって、脱衣所。

　髪を結わえ、着替えた小袖の袖と袂をたすきでまとめ上げた露里は、胸の前で組んだ指をもぞもぞと動かしながら、先程の自分の発言を思い返して内心身悶えていた。

　良案を思いついたと舞い上がって、深く考えもせず勢いのままそれを口にしてしまったが、直前のいまになって気づいた。

　背中を流すということは、蒼真のいる湯殿に自分も入るということで、彼は入浴中なのだから当然衣服など着ているはずもなく、そうなるとつまり自分は彼の裸をこの目で直視することになる。

　想像しただけで卒倒してしまいそうだ。

　先程の発言を取り消したいという思いが湧き起こるが、露里は頭を振ってそれを追い払う。軽率だったとはいえ、自分から言い出したことだ。蒼真も困惑気味ではあったがあっさりと承諾してくれたし、何より、彼を頑張って甘やかそうと決心したのだ。恥ずかしいからといってそう簡単に逃げ出すわけにはいかない。

　覚悟を決めろと自分を叱咤して、心を落ち着けようと深く息を吸う。

　そしてそれを吐き出そうとしたそのとき、

「入っていいぞ」

　という蒼真の声が、板戸の向こうから飛んできた。

　思わずぐっと喉を詰まらせる。

　落ち着くどころか暴れ出した心臓を必死に宥めながら、露里は「し……失礼します」とおそるおそる戸を開けた。

　蒼真は脚に手ぬぐいをかけて洗い場の椅子に腰かけていた。

　下ろされた長い黒髪が、上気してわずかに赤みの差した白い肌に張りついている。細いと思っていた身体は筋肉が無駄なくついていて、ちゃんと鍛えていることがわかる。

「……？　どうした？」

　洗い場に入って彼の姿が目に入った途端、思わず硬直して見入ってしまっていた露里は、怪訝そうに問いかけられて飛び上がった。

「あっ、な、なんでもないです。ごめんなさい。……じゃあ……」

「ああ、頼む」

　寄越されたもう一枚の手ぬぐいを受け取り、蒼真の背後に膝をつく。

　露里は意を決して、彼の滑らかな背中をごしごしと擦りはじめた。

　──頭がくらくらする。

　湯殿に籠もった熱気と、いまにも限界値を超えそうなほど激しい羞恥と混乱、そして力加減を間違えてはいないだろうかという不安で、まったく余裕が持てない。

　しかしいくらいっぱいいっぱいだからといって、ひと言も喋らずにただ背中を洗っているというのは、なんだか気まずい。

　露里は回転の鈍くなっている頭を気力で奮い起こし、できるだけ平静を装って蒼真に声をかけた。

「い……痛くないですか？」

「大丈夫だ」

「え、えっと……もし……その、洗い足りないところとかあったら、言ってくださいね」

「とくにない」

「そ……う、ですか。…………」

「…………」

　絶望的に間が持たない。

　何か雑談でも持ちかけようかと思ったものの話題がひとつも思いつかず、結局露里は、これ以降蒼真の身体を洗い終えるまで、一度も口を開けなかった。




「そ、それじゃあ……えっと……ご、ごゆっくり」

　出入り口の前に立って湯船に浸かった蒼真に一礼し、頭を上げきるより先に板戸を閉めた露里は、精根尽きたようによろよろとその場にへたり込んで、肺が空になるまで息を吐いた。

　──や、やっと終わった……っ！

　背中を流すという行為がまさかこれほどまでに精神力の要るものとは想像すらしていなかった。

　だけどなんとかやりきった。最後までちゃんとできた。──そう思えたのも束の間で、露里はすぐに虚無感に襲われてがっくりと項垂れた。

　冷静になって思い返してみれば、全然まったく、少しも蒼真を甘やかせた気がしない。

　疲労を癒やせたかどうかはひとまず脇に置いておくとしても、なんだか単に露里がやりたかったことをさせてもらっただけのように思える。

　それでは全然意味がないのに。

　どうしよう……と再び頭を悩ませはじめたのとほぼ同時、

「まだ、そこにいるか」

「きゃああっ！」

　板戸越しに響いた蒼真の声に完璧に不意打ちを食らった露里が思わず叫ぶ。

「どうした!?」

　硬く鋭い声が飛んでくる。それから板戸のがたんという音。

　その音を聞いた露里は、反射的に大声で言った。

「だっ大丈夫！　なんでもないです、驚いただけ！　上がるんですねちょっと待ってくださいわたしも外に出ますから！」

　そして転がるようにして脱衣所を飛び出し、その出入り口横の壁に背中をぴったりとつけて、また叫んだ。

「出ましたもう大丈夫です！」

「……ああ、わかった」

　やや気圧された様子の蒼真の応いらえが返ってくる。

　ほどなくして板戸が開かれ、足音に続いて、微かな衣擦れの音が聞こえはじめた。

　それから待つこと約五分。寝衣の上に羽織を一枚羽織って、乾かした髪を結わずに肩に流した格好の蒼真が脱衣所から出てきた。

　実のところ、風呂の入り口まで一緒に来るのはあの日以降毎日のことで、彼の湯上がり姿はもう何度も見ている。

　ゆえに新鮮味はないのだが──たとえ百度見たところで、きっと平然と受け流せるようにはなれないのだろうなと、露里はそんなことを思った。

「待たせた」

　蒼真が短く言って、ここで待っているから入ってくるよういつものように露里を促す。

　気まずそうな素振りや、照れている様子はまったくない。

　露里は何かを言おうとしたものの、何を言ったものか判断がつかず、結局はいとだけ応えて脱衣所へ入った。




　なんだか、わたしだけいつもいろんなことを必要以上に意識して、ひとりであたふたしてる気がするな……。

　顔を半分湯に沈めて、露里は膝を抱えた。

　蒼真が冷静で滅多に取り乱さないことは重々承知しているが、こうも一方的だとさすがに少々不服というか、悔しいような気持ちになる。

「……むー」

　露里は半眼になって唸った後、湯から出した顔を洗って気分を切り替え、次は何をしようかと思考を巡らせた。

　湯浴みを済ませた後、蒼真はすぐに床には就かず、書き物を必ず二時間はこなす。

　露里には早く寝るよう諭すのに、自分は下手をすると明け方まで仕事に没頭し続けるのだから困ったものだと露里は毎日思っているのだが──それはさておき。

　つまり、蒼真が眠るまでにはまだ時間がある。ということは、露里が彼を甘やかす機会もまだあるのだ。

　何がなんでも今日中に蒼真を甘やかさなければならないというわけではまったくないのだが、露里としては、一日に最低一回は何か『甘やかし』をしてやりたい。

　さながら日課のごとく。

　そうでもしないと、蒼真は最低限の食事や睡眠のとき以外休もうとしないのだ。

「……やっぱり、肩揉みが一番かな」

　彼の仕事の大半は書き物で、ほとんどの時間を文机に向かって過ごしているから、きっと肩はかなり凝っているはずだ。

　それに、硬くなった筋肉をほぐすと血行がよくなって眠くなると本で読んだ。

　──うん、ぴったり。

　もし肩を揉んであげているうちに蒼真が寝入ってしまったら、そっと布団をかけてあげよう。

　そんなことを考えながら、露里は今度こそしっかりやろうと拳を握った。







「蒼真さん、肩をお揉みしましょうか？」

　部屋へ戻って早々、露里は文机の前に腰を下ろした蒼真の傍へ寄って、にっこりと微笑んで尋ねた。

「いや、遠慮しておく。べつだん凝ってはいないからな」

　瞬殺だった。

　出鼻を挫かれ顔が思わず引き攣ったが、ここで引き下がっては駄目だと自分に言い聞かせ、若干自や棄けになって食い下がる。

「じ、じゃあ、腕は？　腰はどうですか？　あっそれとも、耳掃除とか──」

　必死な態で矢継ぎ早に訊いてくる露里に、蒼真は怪訝そうに目を眇めた。

「なぜ、そんなに私の世話をしたがる？　突然背中を流したいと言い出したことといい、いまといい。……どういうつもりだ？」

　露里はぎくりとして視線を逸らした。

　後ろめたいことは何もないのだが、どう説明したものだろう。下手な言い方をして蒼真を気に病ませてしまっては、もとも子もない。

　頭の中で慎重に言葉を組み立て、漸う、露里は口を開いた。

「その……蒼真さん、ここのところずっと忙しくて、全然お休みになっていないでしょう？　そんな暇がないっていうのはわかるんです。ただ、このままずっとこんな感じだったら、蒼真さん、いつか倒れちゃうんじゃないかって心配で……」

　だから自分にできる範囲で、蒼真の疲れを癒やしてあげたかった。

　静沙が言ったことはあえて伏せると決めたので口の端には載せなかったが、しかし自分の心情を一度吐き出したせいで箍たがが外れてしまったらしい。

　露里の言葉は、そこで止まらなかった。

「わたし、里ここに来てからずっと、蒼真さんに助けてもらってばっかりで……面倒をかけてばっかりで。いままでだってそれがすごく申し訳なかったのに、他のことでも忙しいこのときに、負担をかける一方だなんて……」

　勢いで喋っているうちにだんだんと気持ちが沈んできて、最後には語尾が消え入った。

　目頭がじわりと熱を帯びる。

　俯いて沈黙した露里の頭頂部をじっと見つめていた蒼真は、やがて淡々とした口調で言った。

「そんなことを気にしていたのか」

「そ、そんなことって──」

　反射的に顔を上げて反はん駁ばくしようとした露里に、蒼真は無表情で続ける。

「父上が不在のときに里長としての務めを跡目である私が代行するのは当然の義務で、貴女を護ることもまた、私に課せられた義務だ。それを、たとえどれだけ多忙であろうと投げ出すわけにはいかないし、貴女は護られるべき立場なのだから、気に病む必要などどこにもない」

　そう語る蒼真の顔は、次期里長としてのそれだった。

　一切の感情を押し殺した、婚儀や天津雪宮で珀羽と話をしたときと同じ顔。

　頑なで、孤独な顔。

　助けも心配も不要だと暗に言っているような彼の言葉に、露里は若干震える声で噛みついた。

「それでも……っ、心配なものは心配ですし、負担になっているだけなのは心苦しいです。それに……これはわたしの勝手な我儘ですけど……蒼真さんに、いろんなものをひとりきりで抱え込んでほしくないんです」

　責任感に囚われて誰にも頼らず何もかもを背負い込んで、その背負ったものに忙殺され、日に日にやつれていく蒼真を見ているのはあまりにつらい。

　少しでもいいから、誰かに頼ってほしい。

　そしてもし許されるなら、その『誰か』に自分がなりたい。

　心の内で言葉を並べ立て、下唇を浅く噛んで瞳を揺らす露里に、蒼真は困惑と驚きの入り混じった色をわずかに顔に浮かべた。

「……、だが──」

　彼の言わんとすることに、おおよその察しはつく。

　露里は先手を取るかたちで、少し不格好な微笑みで彼を見た。

「いまは状況が状況ですし、そうでなくても、里長を継ぐ者として毅然とした振る舞いをしなくちゃいけないのはわかっています。だけど……それならせめて、周りにわたししかいないときくらいは、自然体の蒼真さんでいてください。わたしは、蒼真さんの無理をしている姿を見るよりずっと、そっちのほうがいいです」

　蒼真がわずかに目を見開いて押し黙る。

　長い沈黙がふたりの間を流れ、やがて露里の表情が微笑から困惑の色が浮かんだものに変わったとき、どこかぼんやりとした表情になった蒼真が無言で露里の左頬に手を伸ばした。

「っ……!?」

　彼の指先が頬にわずかに触れ、露里は思わず体を竦ませる。

　蒼真は彼女の頬を撫で、かかっていた髪をひと房掬い取ってするりと手に流すということを、何度か繰り返した。

　彼の意図がまるでわからず、露里はただ早鐘を打つ心臓の音を耳の奥で聞きながら、目を白黒させるしかできない。

　ひとしきり露里の頬と髪に触れた蒼真が、露里の左頬に片手を添えた。

　先程までは露里を見つめているようでいて実際はどこか遠くを見ていた蒼真の目が、いまはっきりと露里を捉え、ふたりの視線が絡まる。

　鼓動がさらに激しさを増す。

　ついに堪えきれなくなった露里がぎゅっと目を瞑ったそのとき、襖の向こうから聞き覚えのある低い声が響いた。

　毎日決まった時間に黒布の男の捜索について報告しに来る、男衆のひとりだ。

　ふたりはその声に揃ってはっと我に返った。

　露里はこれ幸いとばかりにさりげない動作で頬に触れていた蒼真の手を外し、襖の方を体ごと向いて、入室の許可を求める彼にどうぞと返す。それからそそくさと部屋の隅に控えた。

　蒼真も何事もなかったかのように振る舞い、男衆からの報告に耳を傾ける。

　真剣な表情でやり取りする彼らを前に、露里はまだ暴れ続けている胸を押さえながら、ほんの少し前の自分と蒼真を思い出して、内心顔を覆った。

　──い……一体なんだったの、さっきのあの……あれは。蒼真さんは、一体何がしたかったの……!?

　蒼真の考えが読めずに混乱するのと同時に、彼の瑠璃の瞳をじっと見つめてされるがままになっていた自分を思い返し恥ずかしさに身悶える。

　何が一番恥ずかしいかといえば、動揺していた最中、頭の片隅で蒼真が触れてくれて嬉しいなどと思っていたことだ。あのときは微塵も意識していなかったのに、いまになって自覚してしまった。

　──振り返るんじゃなかった。

　本気でそう思い、露里は苦虫を噛み潰したような顔になった。




　露里が声を上げて悶えそうになるのを必死に堪えるその一方。

「結界内は、ほぼすべて捜索致しました。……が、姿はおろか、手がかりのひとつも未だ見つけられておりません。これは私の推測ですが……外に身を潜めている可能性もあるかと」

「…………」

　男衆の見解に、蒼真は険を含んだ思案顔になる。

　確かに、数日を費やして結界内をくまなく捜したにもかかわらず、手がかりさえ見つからないとなると、その可能性は高い。

　しかし、結界の外にまで捜索範囲を広げた場合、際限がなくなるうえに、里全体の守りが手薄になる。万が一にも結界の外にいた黒布の男が男衆の目をかいくぐって里の中に入り込むと厄介だ。

　何より、結界の外へ出ることは掟で禁じられている。今回は特例として掟を犯すことを許すかについては、蒼真の一存で決めるわけにはいかない。

「……長に指示を仰ごう。とはいえ、長はいま邸を空けているからな……話をするのは早くて明日になる。とりあえずは、いままでどおりに捜索を続けろ。範囲を広げるか否かについての判断は、追って伝える」

「は。承知致しました」

　差し当たっての指示を受けた男衆は、ぴんと真っ直ぐ伸ばしていた背中を倒して一礼し、退室していった。

　襖が閉まったのを確認してから、蒼真は表情を弛緩させ、ひとつ息を吐く。

　ここ数日、捜索の報告を聞くたびにその芳しくなさに苦い思いをしていたが、ここまで来るとさすがに溜息も吐きたくなる。

　蒼真は、近頃邸にいる間はいつも考えることがあると言って私室に籠もり、出てきたかと思えば行くところがあると言って邸を空ける父のことを思った。

　父上は一体、毎日何をしているのだろう。

　一度尋ねてみたが、そのときははぐらかされた。おそらくもう一度訊いたところで結果は同じな気がする。

　──気が重い。

　再び溜息を吐いて、蒼真は瞑目した。




　男衆が部屋を出ていった後、沈黙が場を支配した。

　思案している様子の蒼真に、露里は果たして声をかけていいものか、かけるにしても何を言うべきか逡巡する。

　とりあえず彼の傍へ寄ろうと腰を浮かしたそのとき、蒼真が目を開けてこちらを見た。それに気づいて、露里は反射的に浮かした腰を戻し、背筋を伸ばす。

　男衆が来る前の出来事が脳裏に蘇り、何を言われるだろうかと思わず身構える。

　しかし蒼真の口から飛び出したのは、露里が想像した言葉のどれとも違っていた。

「……貴女はそろそろ休め」

「……えっ!?」

　つい、声が裏返った。

　第三者の来訪で流れが断たれたとはいえ、途中だった話をまるっと無視した？

　そんな非難めいた思いが声に出てしまったのか、蒼真は心なしか苦いものを含んだ口調で言った。

「気づかぬうちに貴女に心配をかけてしまっていたことはわかった。すまない。以後、気をつける」

　言いながら再び文机の方へ体を向けた蒼真に、露里はがっくりと項垂れて顔を覆った。

　少しもわかっていないではないか。

　以後気をつけると言いながら、文机にまた向き直っているのはどういうことだ。

　うっかりそう口走りそうになるのをぐっと堪える。

　やきもきしているのを悟られないようなるべく普段どおりの口調を心がけつつ、露里は笑みを浮かべて、あえて先程の蒼真の言葉については触れずに問いかけた。

「そ……蒼真さんは、まだ寝ないんですか？」

「ああ。切りが悪くてな。とりあえずこれを書き終えるまでは起きているつもりだ」

　やっぱり、全然わかってない……。

　無自覚でのことなのか、それとも理解したうえでやっているのか。後者であった場合はたちが悪すぎる。

　露里は堪りかねて、蒼真の提示した目処が果たして看過できる範囲の無理かどうか確かめようと、彼に質問した。

「でも……蒼真さん、それ、あとどのくらいで終わりそうですか？」

「ん、…………」

　言い淀む蒼真。

　きっと、すぐには片づかないのだろう。容易に想像できる。

　露里は瞼を閉じることで溜息に代え、やや語気を強めて言い募った。

「蒼真さん、ここ数日ずっと遅くまで仕事して、一昨日なんて朝まで書き物をしてらっしゃったじゃないですか。何日もそんな調子だと、いつか限界が来て倒れてしまいます。そんなことになる前に、ちゃんと休息を取ってください。お願いします」

「……しかし……」

　露里の真剣な眼差しと懇願に、蒼真は渋る素振りを見せる。

　露里はむっと半眼になって、駄目押しとばかりに奥の手を出した。

「……蒼真さんが寝ないのなら、わたしも寝ません。蒼真さんが灯りを消して布団に入るまで、わたしも一緒に起きています」

　うっと、蒼真が言葉を詰まらせた。

　自分はいくら無理をしようとべつにいいが、その無理に露里をつき合わせるわけにはいかない。

　構わず寝るよう諭そうとした蒼真は、しかし露里の頑として譲らないと言わんばかりの目に気圧され、

「……わかった。今日はもう寝る」

　と、持っていた筆を置いた。

　ぱっと顔を明るくした露里は、この先の展開をまったく想像していなかった。否、正確には、読み違えていた。

　蒼真が廊下に向かって誰かと呼びかけ、すぐに現れた女中に、床とこの用意をするよう命じる。そこまでは概ねいつものとおり。違うことといえば、露里の布団だけでなく蒼真の分も用意するよう命じたことくらい──の、はずだった。露里の想定では。

　だが、実際はこうだった。

「床とこの用意を。今夜は私ももう休む」

「かしこまりました」

「布団をふた組、私の部屋こちらに頼む」

「ふた組とも……ですか？」

「ああ」

「仰せのままに」

　──……あれ？

　何かが引っかかった。

　なんだろうと思い、いまの蒼真と女中のやり取りを脳内で再生する。

　しかしそんなことをするまでもなく、露里は蒼真から命令を受けた女中が蒼真の部屋に布団をふた組──上座と下座にひと組ずつ敷いたのを見て、引っかかりの正体をようやく理解し、そして目を剥いた。

「えっ、ちょ、ど、どうして、ふたつともこっちに……!?」

　いつもならば、蒼真と露里の部屋を仕切る襖を開け放ち、そこへ衝立を置いて、各々の部屋に分かれて眠る。

　枕が並べられていない点は幸いだ──などと考える余裕はない。

　混乱しているというよりいっそ挙動不審と言っていいような露里の問いに、蒼真は事もなげに答えた。

「貴女も私も揃って眠るとなると、見張りをする者がいない。となると、何かあったときにすぐに対処できるようにしておくべきだろう」

「そ、う……ですね、確かに……、……？　あれ、でもそれじゃあ、いつもは誰が見張りを──」

　そこまで言って、露里は蒼真の言葉の裏に隠されたある事実に気づいた。

「……ち、ちょっと待ってください。え？　もしかして蒼真さん、わたしが寝ている間、お仕事をしながら見張りもしていたんですか!?」

　青ざめる露里に対し、蒼真はあくまでも平然としていた。

「ああ。大抵、仕事をしているうちに夜が明けるからな」

　一石二鳥だと言わんばかりの彼に、露里は驚愕や呆れを通り越して一気に脱力した。

『一昨日なんて朝まで』云々かんぬん──と先程自分は言ったが、蒼真が朝まで仕事をしていたのは、何も一昨日だけではなかったのだ。

　彼は毎日明け方まで起きていて、しかも見張りの役まで兼ねて仕事をこなしていた。

　夜通し仕事をしているだけなら、まだ軽いくらいだったのだ。夜通し仕事をして、そのうえ侵入者が現れないか常に気を張っていた。疲れるどころの話ではない。未だに体調を一度も崩していないのがいっそ奇跡に思える。

　ひとつの部屋で一緒に寝るということに対する羞恥など、そんな些細なものは、思っていたよりも遥かに蒼真が無理をしていたという事実に対する衝撃と、その後に襲ってきた疲労感で完全に消し飛んでしまった。

　力なく項垂れた露里に蒼真は怪訝そうに眉根を寄せたが、とくに頓着せず、すたすたと上座に敷かれた布団へ移動する。

　そして腰を下ろす前に、露里に向かって言った。

「貴女は下座そちらで休んでくれ。狙われるとすれば、外に面している上座こちらのほうが先だろうからな」

　顔を上げた露里は、『先に狙われる』という言葉に少々従うことを躊躇ったが、蒼真は自分を護るのが義務で、むしろ自分の身に何かがあっては困るのだということを思い出し、わかりましたと頷いて下座に移動した。

　布団の上に正座し、「おやすみなさい」と頭を垂れる。

　応じた蒼真が布団に入る。

　横になった彼を見るのは本当に久し振りだなぁなどと思いながら、露里も布団に潜り込んだ。

　灯りが消える。

　暗闇の中、ぼんやりと蒼真の方を見つめていると、ほどなくして規則正しい寝息が微かに聞こえてきた。

　やはり、相当疲れが溜まっていたのだろう。試しに小さく名前を呼んでみても、反応はなかった。

　じんわりと込み上げてきたものに露里は薄く笑んで、無事に夜が明けることを天に祈りながら目を閉じた。







　深い闇に包まれた森に、土を蹴る音と揉めているような声が響く。

　それらの主はふたり──短刀を握り締めた紗埜と、先刻蒼真のもとへ捜索の報告に赴いた男衆のひとりだった。

　ふたりは、いまも黒布の男の捜索を続けている男衆の目を避けて、結界の外を目指していた。

「お戻りください紗埜様！　これ以上はなりません！」

「うるさいわね、帰りたいのならひとりで帰りなさい！　わたしは帰らないわ！」

　男の懇願を紗埜はぴしゃりと撥ねつけ、足を止めることなく奥へ奥へと進んでいく。彼女の険しい瞳は、注意深く周囲を見回していた。

　遡ること半刻ほど前。

　毎日おおよそ決まった時間に男衆がひとり、蒼真の部屋に捜索の進捗を報告しに訪れることに数日前に気づき、そして昨日それを確信した紗埜は、今日、男衆を蒼真の部屋の近くで待ち伏せし、報告を終えて退室してきた現在供に連れている男衆を適当な部屋に引っ張り込んで、蒼真に話したことをすべて復唱させた。

　そして、『黒布の男が結界の外に潜伏している可能性』を知ったのである。

　それは紗埜にとっても盲点であり、加えて幸運なことに、まだほとんどの者が考えの及んでいないことだった。

　紗埜は思った。

　先手を打てる。もしかしたら本当に、自分が一番に黒布の男の居場所を掴めるかもしれない。

　それからの彼女の行動は迅速だった。立ち去った後に自分がしようとしていることに勘づいて誰かに──兄にでも暴露されたら計画がご破算になると考えて、男衆を半ば脅迫し供につけた後、私室に戻り短刀を携えると、こっそりと邸を飛び出し森へと向かった。

　邸へ戻れと必死に訴える男を最初こそ説得めいた言葉で抑え込み同行させていたが、やがてそれも面倒になってきて、そして現在に至る。

　男衆としては、自分ひとり帰ることが許されるならそうしたい気持ちは山々だった。が、まさか仕える主の娘を──放っておいたら本当にこのままひとりでも森を突き進んで結界の外へ出ていってしまうだろうこの娘から目を離すわけにはいかない。

　しかし強引に引き留めようとすると短刀で脅してくるので、それもできない。

　結局、男衆は紗埜の気が変わることに期待する他なく──そんな期待が現実になることもなく、彼女に同行し続けている。

　やがて、ふたりは結界の中と外とを分ける『境界』に辿り着いた。

　力のない者には見えない、膜のようなものが眼前にある。

　境界を見るのは紗埜にとってこれが初めてで、緊張で手に汗が滲む。

　地に縫い止められそうになる足を叱咤して、紗埜は速度を落とさず突っ切った。

　体が、結界を──抜けた。

　全身が何かに撫でられるような感覚が一瞬のうちに駆け抜ける。

　初めて感じたその感覚が、自分が越えてはならないとずっと戒め続けていた一線を越えてしまったという逃れようのない事実を突きつけてくる。

　このことがもし道玄や蒼真に知れればただでは済まされない。何しろ掟を犯したのだ。

　しかしだからこそ、もはや後には引けなくなった。なんとしても、黒布の男の居所を掴まなければ。

　紗埜は大きく息を吸い込んで背後を振り返り、未だに尻込みして境界を踏み越えていない男衆に向かって声を張った。

「早く来なさい！　行くわよ！」

　そして返答を待たずに歩き出す。

　紗埜は短刀を握る手にぐっと力を込めた。







　一刻ほど時間が経ち、紗埜の顔には色濃い疲労が浮かんでいた。

　なんの手がかりもない状態で独自に捜索をはじめたのだから、当然、そう簡単に事が運ぶわけもなく、紗埜もそれを承知の上で邸を出てきた──のだが、さすがにこれほどまでに成果がないとなると、体力以上に精神力が削られていく。

　それでも、ここで諦めるわけには絶対にいかない。

　何度心の中で繰り返したかすでに曖昧な言葉を、もう一度自分に向けて小声で呟いたとき、後方から聞こえてきた男衆の弱り果てた声が耳朶を打った。

「紗埜様、戻りましょう。これ以上は──」

　──またそれか。

　これももう何度聞いたかわからない。

　いままで黙殺していたが、いい加減にうんざりして、紗埜は勢いをつけて体を反転させる。

「何度も何度も──、……？」

　しかし、振り返った先に男衆はいなかった。

　──あれ？

　視界にはただ暗い森が広がっているだけで、先程まで確かにあった気配が完全に消えている。周囲を見回してみても、彼の姿はどこにも見えない。

　本当にひとり邸に帰ったのか？　──いや、それでは去っていく後ろ姿くらいは視認できていいはずだ。

　あまりに唐突すぎる。

　不信感を覚えつつ、若干の苛立ち混じりに彼を捜すため足を踏み出す紗埜。

　ちょっと、どこに行ったの──と、声を張り上げようとした、そのとき。

「っ──！」

　口が、何かに塞がれた。

　どうやら何者かの手らしい。平の部分で口元を覆われ、指で顎をぎりぎりと締めつけられる。

　痛みに目を細めながら、紗埜は握っていた短刀を鞘から抜いた。

　それを闇雲に振るおうとした刹那、視界が横にぶれる。

　足が宙に浮いたことで、件の手に持ち上げられ、振り回されたのだと悟る。しかしそれも一瞬のことで、次の瞬間には紗埜は凄まじい勢いで無雑作に放り投げられ、抵抗する間もなく、背中をしたたか樹の幹に叩きつけられた。

「っ、ぁ……っ！」

　胸を突き上げた衝撃に、声にもならないような音が喉から漏れる。

　わずかに跳ね返ってどさりと地に落ちた紗埜は、肺が潰れたような感覚に息もできず、それでもなんとか起き上がろうと体に力を込める。だが、指や足先が小さく反応するだけで、ほとんど身動きが取れない。

　頭の中で警鐘が鳴り響く。逃げろと訴える声がする。

　気力のすべてを注いで、腕を支えに上体を持ち上げた紗埜は、ざり、と至近距離で聞こえた土を踏む音に首を巡らせた。

　まず、誰かの爪先が目に入って、そこから伸びる脚を伝うように上へと視線を移す。

　もう少しで顔を捉えられる──というところで、その人物が手を伸ばし、紗埜の喉首を掴んで持ち上げ、再び幹へ叩きつけた。

　二度目の衝撃で、一瞬、視界が白く染まる。

　その白が掻き消えたとき、紗埜の目は信じられないものを映した。




「……に……ぃ、さま……？」





８




　ここから逃げましょう。

　懺悔にも似た話を終えた女が、縋るような目で言った。

　どこか遠くへ逃げて、一緒に暮らしましょう、と。

　少年は緩慢に瞬いた。

　──出られるのか、ここから。

　出たいと思ったことはない──出られないものだと思っていた。しかし、この中には決して差し込まない日の光の下に行ってみたいと思ったことはある。

　わずかな関心を持って見つめると、女はこちらに向かって手を伸ばした。

　吸い寄せられるように、少年は女に近づく。

　手の届く距離まで近づくと、女の腕が、少年を捉えた。

　痩せた細腕に見合わないような強い力で、女は少年を抱き締める。

　このとき少年は初めて、温かいという感覚を味わった。

　全身の力が抜ける。

　しばらくされるがままになっていた少年は、やがてだらりと下ろしていた腕をゆっくりと持ち上げて、女の真似をするように、彼女の背に回そうとした。

　そのときだった。

　女の背後で、土を踏む音が響いた。徐々にこちらへ近づいてくる。

　弾かれたように女が後ろを振り返る。

　少年を抱く腕が強張り、締めつける力が強くなる。少年の顔は女の胸に埋もれて、何も見えない。

　声が、した。

　ここにいたのか。

　私の許しなくここへ近づくことは禁じたはずだ、と。

　それから、ひっと息を飲む音が聞こえたかと思うと、女の腕が、体が、少年から離れた。

　引き剥がされた。

　金切り声を上げて、引き摺られて遠ざかっていく女が少年に向かって手を伸ばす。

　しかし、ふたりの距離は容赦なく離れていく。互いに手を伸ばしても届かない。

　女の後ろに、知らない男の後ろ姿が見えた。

　少年は声を上げようとしたが、なんと叫べばいいのかわからなくて、それ以前に声が出なかった。零れたのは、掠れ気味の吐息だけ。

　やがて、ふたりは見えなくなった。

　少年は力尽きたように冷たい地面に体を横たえて、目を閉じる。

　──わかったことがある。

　自分の名前。自分がここにいる理由。あの女の正体。そして。

　あいつのせいで──あの男のせいで、自分はここにいて、あの女もあんな様相になったのだということ。

　あの男。あの男。あの男が。あの男を。あの男に。

　あの男──。

　繰り返しているうち、少年の意識は遠退いていった。







　それからまた、長い時間が経った。

　その間に訪れた変化はふたつ。

　ひとつは、少年の体が青年の形なりにまで成長したこと。全身骨張っていて、生気は乏しいけれど、それでも一応青年と呼べるだけのものに成った。

　もうひとつは、食事を持ってきては謝罪して去っていくあの男が、いつからか姿を見せなくなったこと。おかげで食べる物は手に入らなくなって、空腹感もいっそ麻痺して感じられなくなるまでに至ったが、それでも不思議と体力が衰えるだけで、死ぬ気配はなかった。

　どうやら食事を長期間とらずとも生きていられるらしい。そんなことを、いつかにぼんやりと少年は──青年は思った。

　──女が現れ、そして消えたあの日から、青年は毎日を、あの女はどうなっただろうかという疑問と、女の話を聞いたことで芽生えたどす黒い感情を反芻し続けて過ごした。

　このふたつを解消しようにも、その術がない。ここから出るだけの力がない。

　ゆえに青年にできるのは反芻することのみで、そのたびにそれらは胸の内で、どんどん大きさを増していった。




　そんなある日。

　青年のもとへ、またひとがやって来た。

　黒い布をまとった、初めて見る顔の男だった。そしてその傍らには、がらんどうな表情で力なく項垂れた、あの痩せた女の姿がある。

　男は青年を見てにぃと笑うと、ねっとりとした声音で言った。




　お前に力を貸してやろう──と。




◆　　　　◆　　　　◆




　朝が来て、意識が覚醒する。

　上体を起こし、ふと上座の方を見てみると、着替えている最中の蒼真の姿が目に入った。

　残っていた眠気が吹き飛ぶ。

　蒼真がこちらを振り返るのを見て、露里は慌てて目を逸らした。

「あっ、ご、ごめんなさいっ」

「起きたか」

「え、あ、はい……おはようございます……」

　見られた側が事もなげで、見た側の自分だけが慌てているのはなんだか釈然としない。そんなことを思いつつ、衣擦れの音が止むのを待つ。

　静かになってからおそるおそる視線を戻すと、蒼真は髪を結っていた。

　気を落ち着けて、彼をじっと見る。

　目の下の隈はまだ残っているが、顔色はここ数日と比べればずっといい。

　ほっと安堵の息を吐いた露里は、わたしも着替えてきますねと言い置いて、自室へ移った。







　着替えを終えて、一旦閉じていた蒼真の部屋とこちらとを分ける襖を開けたとき、廊下の方でこちらに近づいてくる足音が聞こえてきた。

　朝餉の支度ができたのだろう思い、音の主の到着を待つ。

　しかし、足音に続いて襖の向こうから届いた声には焦りが滲んでいて、どう考えても朝餉に呼びに来たという感じではなかった。

　蒼真に促され中へと入ってきた女中は、挨拶もそこそこに切羽詰まった様子で言った。

「紗埜様のお姿が見えないのです。どちらにおられるか、ご存じありませんか？」

　露里と蒼真は揃って眉根を寄せた。

　──紗埜が、いない？

　曰く。

　朝餉を運んで構わないか確認をしに紗埜の私室へ行ったところ、いくら呼びかけても応いらえがなく、不思議に思って中を見てみるとそこはもぬけの殻で、敷かれたままの布団も冷えきっていたという。

　それを聞いて、露里は首を傾げた。

　紗埜なら昨日の晩、剣の修行から帰ってきたところに蒼真とふたりで居合わせた。そのとき彼女は随分と疲れた様子で、もう休むと言って早々に自室に引き上げたと記憶しているのだが、その後またどこかへ行ったのだろうか？

「もしや、昨晩のうちに何者かがお邸に侵入して紗埜様を……っ！」

「落ち着け。明け方に邸を出た可能性もある」

　悪い想像に青ざめる女中に、蒼真はあくまで冷静に返す。

「しかし、万が一……ということもあるからな。男衆に、黒布の男の捜索と併せて紗埜の所在を──」

　と、そこで蒼真が不意に眉根を寄せ、言葉を切った。

「どうしましたか？」

　問うた露里は、またもや廊下から聞こえてきた慌ただしい足音に口を噤んでそちらを見る。女中が襖を開ける。すると間を置かずしてべつの女中が急いた様子で現れ、自分がいま来た方を示して言った。

「紗埜様が、いまお戻りに」







　四人が玄関へ急ぐと、そこにはひどく暗鬱とした面持ちで項垂れた紗埜と、そんな彼女の顔を心配そうに覗き込むふたりの女中の姿があった。

「紗埜」

　蒼真に名を呼ばれてのろのろと面を上げた紗埜は、どこか虚ろな瞳で兄を見つめるばかりで、何も言わない。

　最初に蒼真の部屋に駆け込んできた女中が、安堵に目を潤ませた。

「ああ……っ！　よかった、ご無事だったのですね紗埜様！　こんなに早くから一体どちらに？」

　しかし、紗埜はまったくの無反応だった。ちらとも女中の方を見ない。

　明らかにおかしいその様子に蒼真が紗埜の両脇に立つ女中たちへと視線を送ると、彼女たちは困惑した表情で首を横に振った。

「……紗埜。いつから、いままでどこで、何をしていた？」

　ひとつひとつ単語を区切るようにして、蒼真が坦々と尋ねる。

　紗埜は瞬きもせずまた俯いて、ぽつりと言った。

「……わ、かり……ません」

　──わからない？

　蒼真側に立った四人が揃って眉根を寄せる。

　紗埜の脇に立つ女中たちも、困惑しきりといった様子で首を横に振った。

「わからない……おぼえて、ないんです……わからない、なにも……、……」

　うわ言のようにぶつぶつと呟く紗埜。

　意識がはっきりしているのかも怪しい。

　誰もが言葉を失い沈黙する中、やがて蒼真が諦めた風情で、紗埜の隣の女中たちに向かって口を開いた。

「……紗埜を部屋へ。何かあれば知らせろ」

「は、はい」

　一礼した女中たちは、紗埜を両脇から支えるようにして邸の中へと誘いざなう。

　すれ違いざま、露里は紗埜と一瞬目が合った。

　その一瞬のうちの、ひと刹那──紗埜の目に、昏いものが閃いたように露里は感じた。

　──何？　いまの……？

　遠ざかっていく彼女の背を見送る露里に、蒼真が声をかける。

「何かがあったことは確かだが、到底話を聞ける状態ではない。落ち着くまでそっとしておくべきだろう」

「……そう、ですね……」

　それ以外に言いようがなく、露里は後ろ髪を引かれる思いで、自室の方へ踵を返した蒼真に続いた。













　朝餉を終え、それから一時間ほどが経とうという頃、露里は数日かけてようやく繕い終えた衣を掲げるように広げ、吐息混じりの小さな歓声を上げた。

「……っ、できた……！」

　書き物をしていた蒼真が筆を止めて振り返る。

　露里ははにかんで、見て見てと言わんばかりにそれを彼の方へ向けた。

「それは？」

「静沙様に教わって仕立てたんです。縫い物はこれが初めてですけど、結構上手にできたと思います」

　蒼真は衣をまじまじと見、感心した風情でほうと呟いた後、

「しかし、なぜ貴女が繕い物などしている？」

　と、不思議そうに尋ねた。

「そういう類は女中の務めだろう」

「え……えっと、ですね……」

　丁寧に衣を畳みながら、露里は少々躊躇いがちに告白する。

「時間を持て余して……っていう理由もあるんですけど。……その。蒼真さんに着てもらえたら嬉しいな、て……」

「私に？」

「……はい」

　驚いた様子で瞬いた蒼真に、恥ずかしさを誤魔化したい思いで「どうぞ」と畳んだ衣を差し出す。

「き、着てみてください」

「いまか？」

「あ……えっと、丈が合っているかどうか確かめたいので」

　咄嗟にそう取り繕う。

　蒼真は筆を置いてすっと立ち上がり、受け取った衣を広げて袖を通した。

「……ん」

「どうですか？」

　やや緊張気味に尋ねると、蒼真は腕を持ち上げたり体を捻ったりした後、ひとつ頷いた。

「問題ない」

　その返答に、よかったと胸を撫で下ろす。

　よければ使ってくださいね、と言おうとした矢先、

「大切にする」

　蒼真の何気ない言葉と微かな笑みに、露里はびしりと音を立てて固まった。

「っ……!?」

　完全に不意打ちである。

　彼が声を零しながら笑ったときも相当な衝撃を受けたが、微笑は微笑で、またそれとは違う衝撃であった。

　大きく目を見開いて絶句した露里に、蒼真が怪訝そうに目を眇める。

「どうした？」

「──っあ、い、いえなんでも！」

　はっと我に返り、ぶんぶんと両手と首を振る。

　蒼真がとくに気にした様子もなく「そうか」と応えた直後、

「失礼致します、若様」

「どうした」

「長がお呼びです」

　珍しいな、と露里は瞬いた。

　様々な案件について報告をしに蒼真が道玄のもとへ行くことは頻繁にあるが、道玄のほうから蒼真を呼びつけるのは、ひょっとしたら露里にとっては初めてかもしれない。

　衣を脱いで綺麗に畳み直し文机の脇に置いた蒼真は、わかったと返して女中を下がらせると、露里を振り返った。

「母上のところで待っていてくれ」

「はい」

　これはもう慣れた。

　短く返事をして立ち上がり、露里は蒼真とともに部屋を出た。













「……いま、なんと……？」

　道玄の私室を訪れて早々、蒼真は耳を疑った。

　らしくもなく、声が震える。

　対する道玄は、二度言わせるなと言いたげにひとつ息を吐き、先程と変わらぬ淡々とした口調で繰り返した。




「今夜、床入りしろ」




「な──」

　言葉を失う蒼真に、道玄はわずかに感情的な口調になって続ける。

「子を成せ。そのためにあの娘を里へ連れてこさせたのだ。もう猶予はない」

　いずれは子を成さねばならない。誰を娶ったとしても。それは一族を存続させるための義務だ。

　そんなことは幼い頃から教えられていたし、理解もしていた。盟約のことを知らされたときから、人間の娘、露里をいずれ抱くことになるのだということも、覚悟していた。

　していた、が──。

「で……ですが、婚儀はまだ」

「婚儀は執り行わない」

　は？　と、唇だけが動いた。

「合議の結果、盟約は破棄することとなった。明日にでも、あの娘は人里に帰さねばならん。……先送りにするのも、もはや限界なのだ」

「ま……っ、お待ちください。離縁となるのであれば、なぜ彼女と子を成さねばならないのですか」

　それでは、まるで道理に合わないではないか。いっそ非道とさえ言える。

　しかし道玄はまともに取り合わず、

「我が一族のため、ひいては里のためだ。深く考える必要はない。お前はただ、私の言うことに従うだけでいい」

「しかし……っ」

「──なんだ」

　鋭い目で睨めつけられ、思わず怯む。

　及び腰になるのをぐっと堪え、蒼真は食い下がった。

「……しかし、それではあまりに彼女に酷では……」

　──露里。

　彼女を、ただ子を成すための道具として扱うような真似はしたくない。

　離縁については──仕方がないとしても、それだけは認めたくない。

　苦いものを含んだ蒼真の表情と言葉に、道玄が目を見開く。

　けれどそれも一瞬で、ふっと瞑目し、再び目を開けたときには、もうそこに感情は覗いていなかった。

「蒼真」

「……はい」

　道玄は、低く冷たい声音で言った。

「──私情は、切り捨てろ。他ならぬ、里と一族の未来のためだ」













　仕立てていた衣ができあがったこと、そして蒼真に着てもらえたことを嬉々として報告すると、静沙は顔を綻ばせた。

「まぁ、おめでとうございます」

「ありがとうございます」

　試着してくれたときの蒼真の姿が脳裏に蘇り、またじんわりと胸が温かくなる。

　次はどんな衣を仕立てようと心を弾ませながら思索を巡らせる露里に、静沙は目元を和ませて言った。

「……ふふ、あの子は果報者ですね」

「え？」

「あの子のこと、どうかよろしくお願いします。露里様」

　穏やかながら改まった口調で言われて、露里は静沙の言葉の意味をようやく理解し、かあっと耳まで赤くなった。

「えっ!?　いえあの、静沙様、そんな、ええっ……!?」

　こちらこそ──と言いかけて何かが違うと気づき、しかしならばどんな言葉を返せばいいのかわからず、露里はあたふたと身み動じろぐ。

　あーとかうーといった唸り声ばかりが口から零れ、その様を見て楽しそうに笑う静沙にまたべつの意味で恥ずかしくなって、ますます何も言えなくなる。

　ひとしきり唸った露里は、やがて諦めたように体の力を抜いて、小さく吹き出した。

　なんとなくおかしくて、静沙とふたり、くすくすと笑い合う。

　それから、次に仕立てる衣の布を一緒に選びはじめた。

　実の母の記憶は些細もないけれど、もし佳帆が自分を産んだ後も存命だったなら、こんなふうに過ごすこともあっただろうかと、そんな思いが頭を過よぎる。

　蒼真と本当に結婚して、夫婦になって、静沙を義は母はと慕って、自分もやがて彼らの家族として──里の一員として馴染めたら。

　そんなふうになれたら、きっととても幸せだろう。

　淡い願望の混じった想像を胸に静沙と談笑していると、やがてそこへ、聞き慣れた声が割って入った。

「……失礼致します」

「ああ、どうぞ」

　静沙が応じる。

　襖がすっと開いて、端座した蒼真が姿を見せた。

「おかえりなさい、蒼真さ──……蒼真さん……？」

　ぱっと顔を明るくした露里は、しかし彼の面持ちに不穏なものを感じ取り、すぐさま顔色を変えた。

　沈んでいる──というよりも。

　感情というものが、すとんと抜け落ちているかのように、まったく窺えない。

　少し前までの彼と、様子があまりに違っている。困惑が先立って何も言えずにいると、静沙が静かな声で問うた。

「……よくない報せでも、あったのですか？」

　つと視線を斜め下に落とし、いえ、と短く否定する蒼真。

「なんでもありません」

　それきり押し黙ってしまった彼を見て、露里は瞳を揺らした。

　絶対に何かがあった。確信がある。一見ただ無表情なだけにも思えるが、頭の中で、そうではないと訴える声がする。

　……ただ、何があったのかここで率直に尋ねるのは気が引ける。

　尋ねたとしても、蒼真はきっと答えてくれない。

　大丈夫ですか？　と訊くのも、無理を強いるだけのような気がして憚はばかられ、もどかしさがさらに募っていく。

　と、唐突に、ここに来てから静沙も露里も見ていなかった──見まいとしていたような蒼真の目が、露里に向けられた。

　露里ははっとして、物言いたげなその瑠璃の双眸を見つめ返す。

　しばらくそうしていると、不意に、彼の瞳の奥に感情が見えた。

　切なさ、戸惑い、憂鬱、悲哀──多くの暗いものを混ぜたような、複雑な色。

　露里が思わず息を飲んだ直後、静沙が蒼真の傍へ寄って彼の肩にそっと触れた。

「……顔色が、あまりよくありませんね。部屋へ戻って休みなさい」

「母上……」

「さ、ほら」

　穏やかだが諭すような語調で言った静沙は、露里を振り返って薄く笑んだ。

　──よろしくお願いします。

　目がそう言っているように思えて、露里は小さく頷きを返す。

　それからすっと立ち上がり、努めて明るく、蒼真に微笑みかけた。

「戻りましょう、蒼真さん」

「……ああ」

　蒼真がゆっくりと立ち上がる。

　その様子を見ていた露里は、なんだか彼がそのままぐらりと傾いで倒れてしまいそうな気がして、傍らに寄り添って立つ。

　彼の片手を両手で包むように取ると、まるで氷のように冷たかった。

　驚いたらしく、蒼真の指がぴくりと跳ねる。

　露里は構わずに、「行きましょう」とその手を引いた。







　部屋に戻った露里は、文机の前から座布団を引っ張ってきて、とりあえず座るよう蒼真を促した。──そうしなければ、手を離した場所で、永遠に立ち尽くしていそうな雰囲気でさえあった。

　無言のまま、緩慢な動作で腰を下ろす蒼真。彼は長い息を吐くと、のろのろと持ち上げた手で目元を覆い、猫背気味になって俯いた。

　躊躇いを覚えながらも、露里は蒼真に声をかける。

「……お水か、白湯を持ってきてもらいましょうか」

「いや……いい」

「えっと、じゃあ……」

「いい。何も……いらない」

「…………」

　拒絶するような蒼真の言葉に、露里は口を噤んだ。

　何があったのか気になって仕方がないが、無理に聞き出そうとはしたくない。しかしつらそうにしている蒼真を黙って見ているのは耐えがたい。

　所在なさげに何度か瞬いた露里は、蒼真の前に膝をつき、もう一度声を振り絞った。

「……わたしに…………できることは、ありますか」

　自分でも意外なほど、掠れて消え入りそうな声だった。

　心が不安と憂いに緩やかに締めつけられている感じがする。

　なんでもいい。何か言ってほしい。何か、自分に要求してほしい。

　そんな思いで蒼真の言葉を待っていると、彼が不意に面を上げて露里を見、先程の露里よりもずっと掠れた声で呟いた。




「…………露里」




　鼓動が、跳ねた。

　名前。──わたしの、名前。

　初めて、呼ばれた。

　世界から音が消えたような感覚に囚われる。

　その刹那、蒼真との距離がふっと近づいたかと思うと、後頭部と背に腕が回され、ぐいと引き寄せられた。

　蒼真の端正な顔が、瑠璃の瞳が、薄い唇が、眼前に迫り──重なる寸前、わずかに右へ逸れた。

　右肩にずしりと重みが乗る。首筋に吐息がかかり、体を引き寄せる力が強くなる。

　抱き締められているのだと理解するまでに、しばらくの時間を要した。

　投げつけられた石から庇われたときとも、凄惨な光景を前に視界を遮られたときとも違う──縋るような、求められているという錯覚さえ覚えそうな、そんな束縛。

　吐息が、腕が、微かに震えを帯びている。

　それを感じた途端、露里の中で弾けそうになっていた混乱がすっと消え、不思議と心が凪いだ。

　ゆっくりと息を吐いて、無意識に強張らせていた体から力を抜く。すると一層深く抱き込まれた。

　奇妙な心地だった。

　普通ならば混乱と羞恥で取り乱してしまいそうな状況なのに、まったくそんな感情の波が襲ってこない。

　温かくて、少し苦しくて──なぜか、切ない。

　どれほどそうしていただろうか。

「…………蒼真さん……」

　身動きの取れない露里は視線だけを肩に乗っている蒼真の頭に向けて、小さく、慎重に。

　彼の名を呼んだ。

　どんな意味合いを持っての呼びかけだったのか、自分でもわからない。ただ、そうするべきであるような気がしたのだ。

　蒼真は微かに身み動じろいで、やがてするりと腕を解き、俯いた状態で露里から離れた。

「あ……」

「…………すまない。……しばらく、ひとりにしてくれ」

　名残惜しさに伸ばしかけた手が、止まる。

　蒼真が面を上げる気配はない。

「……わかりました」

　すっと立ち上がった露里は、なるべく足音を立てないよう自室に下がった。

「……何かあったら、呼んでくださいね」

　せめてもの思いで襖を閉める直前にひと言残したものの、返答はなかった。













　襖も障子も閉め切った室内の、最も暗い隅で、紗埜はひとり抱えた膝に額をつけてうずくまっていた。

　目はひどく虚ろで、何も見ていない。

　霞がかかったようにぼんやりとした思考の中浮かぶのは、昨晩の森での出来事だった。




◇　　　　◇　　　　◇




「……に……ぃ、さま……？」

　背中を樹の幹に叩きつけられた痛みなど忘れて、紗埜は眼前の男の顔を見て思わず呆然と呟いた。

　兄が──蒼真が、なぜ結界の外こんなところに。

　しかし、すぐに違うと気づく。

　結いもせず流れるままにされた艶がまったくない乱れ髪に、飢えた獣のように鋭くぎらついた目つき、生気に乏しい土気色の肌。

　そして何より決定的なのは──瞳の色。

　右目こそ蒼真と同じ瑠璃色だが、左目は翡翠に輝いている。

　顔立ちこそ瓜二つだが、この男は兄ではない。別人だ。

　そう確信して──しかしそのおかげで、紗埜はさらに混乱した。

　ならば、兄によく似たこの男は一体何者だ。変へん化げしているにしては、あまりに粗雑で不自然が過ぎる。

　だが、考えられたのはそこまでだった。

　喉首を掴んでいる手に力が込められ、呼吸が止まる。もがいても逃れられず、次第に体から力が抜けて、意識に霞がかかっていく。

　やがて視界が暗転しはじめ、あと数秒と保ちそうにないと悟った、そのときだった。




「──待て」




　近くの茂みが揺れる音とともに、耳慣れない男の声が響いた。

　首を絞め上げる手がぴくりと反応し、力を込めるのをやめる。

「その女は殺すな」

　直後、紗埜は喉の圧迫感から解放され、どさりと墜落した。

　激しく咳き込み、荒い息を継いで肺を満たす。

　なんとか体を起こしたもののそこで力が尽き、幹に背を預けてうずくまると、おとがいに何者かが触れ、強引に顔を上向かせた。

　そうして紗埜の目に飛び込んできたのは、先程まで自分を殺そうとしていた男の顔ではなく、べつの男の顔──否、瞳だった。

　まるで冥府を覗き込んでいるような──そんな、ひどく昏い瞳。

　吸い込まれそうでとても恐ろしいのに、金縛りにあったように視線を逸らすことさえできない。

　恐怖に凍りついた紗埜を、今度は激しい頭痛と眩暈が襲った。

「ぅあ……っ!?　あ、ああ……あああっ！」

　痛い、痛い痛い痛い。気持ち悪い。

　石榴ざくろのように弾けてしまうのではないかと思うほど激しい痛みで、頭を抱えたいのに、腕がぴくりとも動かない。

　視界はでたらめに回っているのに、なぜか男の昏い瞳だけは微塵も動いていない。

　男の唇が開く。

　そこから紡がれた言葉が、紗埜の心をざらりと撫でた。

　──どうしてお父様は、お兄様は、わたしをいつも除のけ者にするの。

　──どうしてわたしは、お兄様に必要とされないの。何も話してもらえないの。

　──どうしてわたしは、努力しても認めてもらえないの。

　──どうしてお兄様は、わたしよりも、あの女を気遣うの。

　──どうしてあの女は、お兄様の傍にいることを許されているの。

　──どうしてお兄様は、あの女をちゃんと見るの。

　──どうして。どうして。どうしてどうしてどうして。

　嫉妬。

　焦燥。

　劣等感。

　苛立ち。

　憎悪。

　胸の奥底に封じ込んでいた感情が、自分の意思や状況とはまったく関係なく抉えぐり出されていく。

「い、っやぁ、あああああっ！」

　堪えきれない絶叫が喉を食い破り、紗埜は頭を抱えてうずくまる。

　同時に、ぱきん──と、何かが割れる音がした。

　ほんの少し前まで荒れ狂っていた感情が、唐突に消え失せる。

　何も──感じない。空っぽになってしまったように。

　愉しそうな男の声が頭上から降ってくる。

「憎いか？」

　あの女が。

　男は名指ししなかったが、誰のことを言っているのか、すぐに理解が及ぶ。

　気づいたときには、紗埜は声を発していた。

「…………憎い」

　あの女が。あの女のことが。あの女さえいなければ。

　こんなに心を乱されることなんてなかったのに──わたしはいつか、お兄様に認めてもらえると、そう固く信じていられたのに。

　邪魔だ。邪魔だ、邪魔だ邪魔だ邪魔だ、邪魔邪魔邪魔邪魔邪魔邪魔。

　再び湧き起こった憎悪が思考を真っ黒に塗り潰す。

　また、男の声が降り注いだ──否。

　ねっとりと、絡みついてきた。

「なぁ──お前に、力を貸してやろう」

　目を見開いた紗埜に、男は。




◇　　　　◇　　　　◇




　背筋を氷塊が滑り落ちて、紗埜は仰のけ反ぞるようにして我に返った。

　額に汗が滲み、息が上がっている。

　──そう、わたしは……会ったのよ。

　件の、『黒布の男』に。

　紗埜が意識を取り戻したときにはすでに朝陽は昇っていて、ふたりの男の姿はどこにもなかった。

　夢だったのかと思いはしたけれど、喉に残された爪の食い込んだ痕が、あれは紛れもない現実だったのだと教えてくれた。

　それから鉛のように重い足を引き摺るようにして、なんとか邸まで戻ってきたのだ。

　はっきりと覚えている。──わからないなんて、嘘だ。

　紗埜はぐっと唇を噛んで俯いた。

　邸に戻ってくるまでは、黒布の男に会ったことを、蒼真に隠さず報告しなければと思っていた。必然的に自分が結界の外へ出たと告白することになるが、そんなことに構ってはいられない。

　けれど、邸に帰ってきて、蒼真が姿を現して──その隣に、露里が寄り添うようにいるのを見た瞬間、言葉を失った。

　蒼真に報告をしなければと、つい先刻まで思っていたのに。紗埜は、彼の問いかけに「わからない」と嘘を吐いた。

　兄に嘘を吐いたことなど、いままで一度もなかったのに。

　自分で自分を制御できなかった。

　罪悪感と嫌悪感、そして憎悪が胸の内でとぐろを巻く。

　──憎いか？　あの女が。

　男の言葉が耳の奥に蘇る。

　──お前に、力を貸してやろう。

　紗埜は面を伏せ、震えを帯びた息を吐いた。













　夜になった。

　ぼんやりと月を眺めていた露里は、蒼真の部屋とこちらとを隔てる襖の方へ目を向けた。

　結局あれ以降、彼から声はかけられていない。

　夕餉の支度が調ったと知らせに来た女中に頼んで、自室こちらと蒼真の部屋あちらにそれぞれ膳を運ばせたが、果たしてちゃんと食べただろうか。

　呼ばれたらすぐに反応できるよう書物には手を出さず、ずっと空を見つめて過ごしていたが──呼びかけどころか、物音もろくに聞いていない気がする。

　さすがにそろそろ様子を窺うべきかと、露里は腰を上げ、そっと襖に近づく。

　しかし踏ん切りがつかず、手を出したり引いたりして逡巡していると、突如襖が独りでに開いた。

「きゃっ!?」

「…………」

　独りでに──ではなく、蒼真だった。

　蒼真が、開いた襖の向こうに立っていた。

　驚いて早鐘を打つ胸を押さえて、露里はほっと安堵の息を吐きつつ、彼を見上げて言った。

「蒼真さん。具合はもういいんですか？」

「…………ああ」

　あれ──と、露里はわずかな違和感を覚えて、蒼真の顔をよくよく見た。

　いつもどおりの無表情。そのはずなのに、なんだか妙に冷たいような、そんな印象を受ける。

　暗いのではなく、冷たい。

「本当に……大丈夫ですか？」

「ああ。問題ない」

「……そう、ですか……」

　よかった、と思うべきところのはずなのに、正体不明の違和感がそれを邪魔する。

　釈然としない思いに表情を曇らせる露里に構わず、蒼真は、

「湯浴みに行くぞ」

　と、踵を返した。

「え？」

　お風呂？

　随分と唐突な流れに、反射的に口から疑問符が飛び出す。

　しかし蒼真はそれを聞き流し、急かすように露里を一瞥した。

「わ……わかりました」

　呆気にとられはしたものの拒む理由はなく、露里はぱたぱたと小走り気味に彼の後を追った。







「お待たせしました」

　いつものように、風呂から上がり寝衣に着替え、先に済ませて外で待っていた蒼真に声をかける。

　蒼真は露里を一瞥すると、ひと言も発さずに歩き出した。

　──やっぱり……蒼真さん、何か、様子が変……。

　態度が冷たいというか、避けられている──ような。

　居心地の悪さを感じながらも、彼から不用意に離れるわけにはいかないので、置いていかれないよう後に続く。

　いつもなら歩幅を合わせて、隣を歩いてくれるのに……。

　自分は無意識のうちに、何か、彼の気に障るようなことをしてしまったのだろうか。

　そんな不安と寂しさを覚えながら歩いていた露里は、はたと、蒼真の向かっている先が自室でないことに気がついた。

　慣れない道順に戸惑う。

「部屋に戻るんじゃないんですか？」

「…………」

　反応が返ってこない。

　いよいよ本当に機嫌を損ねてしまったのではないかと焦りはじめたところで、目的地に着いたらしく、蒼真が足を止めて目の前にあった襖を開けた。

　そこは、やや広めの一室だった。

　奥座敷──だろうか。

　部屋の両側──いま露里と蒼真が立っている面も含めて三方向──は襖で仕切られ、奥は壁。塗籠を除けば、露里がこれまで使用したこの邸の部屋の中で一番閉塞感がある。

　入ってすぐのところに几き帳ちょうが置かれているために室内の大部分はここでは見えない。

　──几帳って……目隠し？　どうしてそんな物が……？

　なぜ部屋の中を隠す必要があるのかわからずきょとんとしていると、蒼真が振り返らずに露里の手首を掴み、中へと踏み入った。つられて露里も中へ入る。

　几帳の向こう、その中央にはぴったりと横に並べられて敷かれたふた組の布団。そして枕元には小さめの几帳と行灯あんどんが置かれていた。

「……今日は、ここで寝るんですか？」

　どこか異様な雰囲気を肌で感じ、露里はやや気圧され気味に蒼真に問いかける。

　しかし、蒼真は応えなかった。露里に背を向けたまま、沈黙し立ち尽くしている。

「あ、あの、蒼真さん……？」

　胸の奥がざわつく。

　どうして黙っているのだろう。

　どうしてずっとこちらを見ないのだろう。

　この状況は──何？

「蒼真さん？　あの……、……手……」

　もう一度呼びかけた露里は、彼がいつまでも自分の手首を握り続けていることに気がついた。蒼真の手から伝わってくる熱で、腕が熱い。

　沈黙と、妙に落ち着かない感覚に耐えかねた露里がさらに言い募ろうと口を開いた、そのとき。

　突然ぐいと腕を強く引かれ、露里は体勢を大きく崩した。

「っ──!?」

　体が仰向けに倒れ、宙に浮くような感覚を覚えたのとほぼ同時に、蒼真が追いかけてくるように上体を屈め、視界全体に影が落ちる。

　それはほんの一瞬、本当にひとつ瞬きをする間の出来事で──次の瞬間には、露里は布団の上に倒れ込み、蒼真に覆い被さられていた。

　彼の肩から零れ落ちた長い黒髪が、露里の視界を狭める。

「そ、蒼──」

　目まぐるしい状況の変化に理解が追いつかず、唖然とした態で蒼真の名前を呟こうとした露里は、しかし、彼がまるで露里の視線を躱かわすように目を伏せて首筋に顔を埋めてきたことに驚いて、言葉を飲んだ。

「──ん、ぁ……っ」

　首筋に柔らかいものが触れて、強く吸われる。

　ぞくりと這い上がってきた甘い痺れに思わず声が零れた。

「……っ、ふ、ぅ……っ」

　繰り返し吸われるたびに胸が疼き、視界が霞む。

　身を捩よじってその疼きに耐えていた露里は、突如感じた太股の内側を撫でられる感触にびくりと仰け反った。

「ひゃっ……!?　……っ!?」

　何事かと露里が肘を支えに跳ね起きるより先に、首筋から蒼真の唇が離れ、露里の唇を素早く塞いだ。

「んっ、んんっ……！」

　浮いていた腰に腕を回され、さらに押さえ込むように深く深く口づけられて、身動きが取れないうえに息が上手くできない。

　抵抗していることもあってすぐに苦しくなった露里は、蒼真を退けようと彼の胸を押すが、まるでびくともしない。

　そうしている間にも、脚に触れている指は徐々に上へと滑り──やがてその最奥へと辿り着く。

「や、待っ……──っ！」

　血相を変えて叫んだ刹那、熱が中へと這は入いり込んでいく感覚が脳天を突き抜けた。

　肌がざっと泡立つ。

　気づいたときには、露里は蒼真を渾身の力で突き飛ばしていた。

　はっと我に返ったと同時に、蒼真が畳に倒れ込んだ鈍く重い音が響いた。

「あ──」

　しまった、と慌てて起き上がり、横に倒れた体を片肘で支え面を伏せている彼を見て、

「ご、ごめんなさいっ！　……で、でも、あの……急にこ、こんなことされたら……」

　反射的に謝った露里は赤面し俯きながら、消え入りそうな声で呟く。

　嫌だったわけでは実はないけれど、こういうことはまだ早いと思う。

　だって、この展開に至るまでに、いろいろと踏むべき手順のようなものがあるはずだ。

「せ、せめて……もう少し、段階を……と、いうか……その……」

　しどろもどろになりつつ、精一杯羞恥を抑えて訴える露里に、蒼真は緩慢な動作で起き上がりながら、冷めきった声音で言った。

「──そんな必要はない」

「……え？」

　にべもない言葉に、耳を疑い、顔を上げる露里。

　蒼真の視線が、露里の瞳を射貫く。

「もとより、これが目的だったのだから」

「もとより、て……」

「最初から、子を成すことが目的だったんだ。……次代の里長である私と、始祖の再来と謳われた女妖狐の力を宿す貴女が交われば、間違いなく強い力を持つ子どもが生まれる。その子どもにこそ価値がある」

　ふたりの間に生まれた子が強い力を有し、そしてその子どもが蒼真の跡目となれば、里長一族──ひいては里の存続が、より堅固なものとなる。

　蒼真の言葉に、露里は頭の中ががらんどうになったような感覚に囚われた。

　子ども。

　それが──目的？　最初から？

　でも、わたしと蒼真さんの結婚は。

「千年前にご先祖様たちが交わした盟約に従ってのこと、だったんじゃ……」

「違う。盟約が定めたのは、貴女がこの里に引き取られることだ。私と貴女を結婚させると決めたのは、父上──当代の里長だ」

「そ……」

　そう──そうだ。

　実家に露里を迎えに来たあの使者も、天津雪宮の裏で蒼真と話していた栞凪も、言っていた。

　本来であれば結婚する必要はない、と。

　でもあのとき、蒼真はこうも言ったはずだ。

「結婚は……盟約を果たすために、わたしをこの里へ迎える正当な理由のために、必要って、蒼真さんは……」

　違う、こんなことが言いたいんじゃない。

　──思いたくない。

　否定してほしいのだ。

　子を成すことだけが目当てで、それさえ果たせればいい、なんて。

　そのために──そのためだけに、こんな、無理矢理、こんなことを、なんて。

　そんなのは、ただの思い過ごしだと。

「蒼……真、さん……」

　喉が渇いて、声が掠れる。

　耳の奥で聞こえる鼓動がやけにうるさい。

　頭に浮かんでこびりついた想像を否定してほしくて、露里は必死に言葉を紡ぐ。

「それ、だけ……ですか……？」

　蒼真が訝しげにぴくりと一瞬目を眇める。

「子ども、を……生ませるため、だけに……道玄様が、決めたことだから……て、だけで……こんな…………？」

　上手く言葉が出てこない。

　けれど蒼真は露里の言わんとすることを察した様子で、

「…………」

　冷めきった、いっそ空虚な目で言った。




「そうだ。それ以外に、何がある」




「──────」

　すべてが、露里の中から抜け落ちた。

　全身の力が抜けて、呼吸が止まり。

　焦点がぶれて、視界がぼやける。

　どれほどそうして呆けていたのか。

　目の前にあるもの──正体の霞んだ蒼真が、立ち上がった。

　どん、と胸が突き上げられたような感覚に襲われ、視界が正常に戻る。

「あ──」

　こちらを見下ろす蒼真と目が合う。

　彼が足を片方浮かせた、その瞬間。

　露里は弾かれたように身を翻しつつ立ち上がり、衝動に突き動かされるままに部屋を飛び出した。













　着衣が乱れるのも構わず夢中で廊下を駆けた露里は、熱を帯びていた頭が漸う落ち着きはじめたところで、手近にあった部屋に転がり込んだ。

「はっ、はぁっ、は……っ、……は……」

　入ってすぐに後ろ手で襖を閉め、よろよろと数歩前へ進んだところで、膝が砕けその場にへたり込む。

　すっかり上がった息を整えながら、露里は衿を両手で握り締め、痛みを堪えるように背中を丸めた。

　鼓動が、胸を内側から殴られているようで、苦しい。

　脳裏に蒼真の姿が浮かぶ。

　最初は素っ気ない義務的な態度に壁を感じて、少しばかり苦手意識を抱いていた。

　それが氷解したのは──たぶん、黒布の男に襲われた後からだ。

　あの日の夜。

　頭に巻いた包帯を解いてくれたときの指。

　何があっても必ず護ると誓ってくれたときの眼差し。

　意識が遠退く直前に握ってくれた手。

　すべてが優しかった。

　優しかった──のに。

　先程の蒼真の目は、いままで見たことがないほど冷え冷えとしていて、放たれた言葉は、……いまでも、まだ受け入れられない。

　目頭が熱くなり、吐息が震える。

　少しは、蒼真との間にあった距離を縮められたと思っていた。

　硬かった態度はいくらか和らいで、時折柔らかい表情や、義務感からではないような気遣いも見せてくれるようになって。

　そういうものを感じるたびに、嬉しさが込み上げてきて。

　好きだなと、思うようになって。

　なのに──こんな。

　涙が溢れて、詰まった喉から嗚咽が零れ出た。

　自分だけだったのだろうか。

　ゆっくりとではあるけれど、仲を深められていると。そう思っていたのは自分だけで、一方的な想いで。蒼真はずっと、自分のことを、跡目を生むための道具としか見ていなかったのだろうか。

「……っ、ぅ……っ……蒼真、さん……っ」

　声を殺して泣きながら、悲痛な声で彼の名前を呟いた──そのときだった。

　かたん、と、背後で小さな物音がした。

　露里ははっとして身を固くする。

　──……蒼真さん……？

　期待と怯えがない交ぜになった心境でおそるおそる首を巡らせる。

　しかし、後ろを振り返るより前に、突如首筋を衝撃が襲った。

「っ────」

　意識が寸断される。

　糸の切れた操り人形のように、露里はその場に倒れ込んだ。





９




　がらんどうになった寝所で、蒼真はひとり胡座あぐらをかいて、疲れ果てた様子で、前髪を片手でぐしゃりと握り締めていた。

　閉じた瞼の裏に、部屋から飛び出していく前に露里が浮かべていた表情が焼きついている。

　怯えたような、傷ついたような、あの表情。

　思えば、これが初めてだ。彼女に、恐怖の色が浮かんだ顔を向けられたのは。

　──何があっても必ず護ると、誓ったはずなのに。

　誰よりも傷つけたくないひとだったはずなのに。

　それなのに、自分は一体何をしているのか。

　とめどなく溢れ出る罪悪感に顔を歪めた蒼真は、唐突に自分を俯瞰して見て、いま自分が抱いている想いに戸惑った。

　なぜ自分は、露里に対してしたことに、これほどまでに苦しんでいるのだ？

　それに、どうして父の命令に従うのを躊躇している？

　何がどうあれ、明日には彼女は里を去る。盟約は破棄され、彼女と自分は許嫁ではなくなるのだ。ならばもう、彼女を丁重に扱う必要はないはずなのに。

　──いつからだ？

　いつから自分はこんなふうになった？

　出会った頃は、露里のことを『大切な身柄』だとしか思って──いや、思ってさえいなかった。あくまで一族にとってそうであって、そう父からも言い含められていたから、そういうものとして捉えていただけだ。

　だから護っていた。大切な身柄だから、万にひとつも傷物にしてはいけないと。

　そのはずで、それだけでよかったはずなのに。

　そこに自分の意思や感情は存在しなかったはずなのに。

　一体いつ、どうして、その一線を踏み越えた？

　自分は彼女を、どう思っているんだ？

　己の抱える大きな矛盾に気がつき絡まった思考の糸を、蒼真は胸が圧迫されているような苦しさを堪えながら、ひとつひとつ解ほどいていく。

　──露里。

　彼女を、傷つけたくない。単なる跡目を生ませる道具として扱うような真似はしたくない。これは自分の感情だ。いつからかはわからないが、とにかくいまはそう思っている。

　どうしてだろう。彼女は、どんなひとだっただろう。

　千年前、先祖が交わした盟約によってこの里に連れてこられ、そして父、道玄の思惑によって自分の結婚相手に定められた人間の娘。

　自身と同じ種族にんげんがひとりとしていないこの異郷で、皆に疎まれ迫害されながら、それでも気丈に、この里に馴染もうと本人なりに努力していた少女。

　そして──。




　──蒼真さんのことが、もっと知りたいんです。

　──蒼真さんに、いろんなものをひとりきりで抱え込んでほしくないんです。




　おそらく自分にとって初めて『次期里長である者』でなく『蒼真』という『個』に、触れようとしてくれた少女。

　……ああ、そうだ。だから。

　と。

　そこまで考えてようやく、蒼真は自分の本心を理解した。

　自分は、自分という存在を見てもらえたことが嬉しくて。

　そしてその『見てくれたひと』が、彼女だったから。

　だから、彼女を大切だと思っているのか。

　もっと見てほしい。理解してほしい。

　そして同じように、自分もそんな彼女を知りたい。

　だからこの手で傷つけたくない。手放したくない。失いたくない。

　ようやく──わかった。

　絡まっていた糸が解ける。

　と同時に、自分がどれほど残酷なことを彼女にしたのかを本当に理解し、胸が潰れそうになった。

　もう、遅いのかもしれない。取り返しがつかないのかもしれない。

　いまになって気づいたところで、自分は彼女をすでに失ってしまったのではないか。

　悔恨が心臓を鷲掴みにして、握り潰そうとする。

　噛んだ唇から血が滲む。

　そのとき、後頭部を思い切り殴られたような衝撃が蒼真を襲い、彼は直感した。

「──……露里」

　これは、徴の。

　──露里の身に、何かがあった。

　悟るが早いか、蒼真は先程まで抱えていた煩悶を放り捨て、全神経を集中し露里の気配を探る。

　──捉えた。

　しかし移動している。それも、彼女の足では──否、人間の足では到底考えられない速度で。

　向かっている先は。

「……天津雪宮」

　呟いた直後、蒼真は血相を変えて畳を蹴った。













「……っ、ん……」

　水底に沈んでいた意識が、ゆっくりと浮上する。

　薄く目を開けた露里は、肩と手首の痛みに顔をしかめた。

　それとほぼ同時。耳が、頭上から降ってくる口論の声を認識した。

「どうして？　さっさと殺すか結界の外に放り出すかしなさいよ。なんでこんなところに転がしておくのよ!?」

「……ああ、うるせぇな、喚くなよ。用が済んだらお前の望みどおり殺してやるから」

　声はふたつ。一方が男で、もう一方が女。

　それを聞いているうちに、だんだんと意識がはっきりしてくる。

　露里はようやく、ここが外で、どうやら自分は座った状態で項垂れていて、後ろに回されまとめられた両手を、何か冷たい──ざらついた柱のようなものに、布で縛りつけられているのだと気づいた。

　状況が判然とせず困惑し、痛む首をなんとか持ち上げようと身動いだそのとき。

「用？　用って何の──」

「あ……？　……」

　女の胡乱げな問いを男が遮り、微かに笑った気配がした。

　喧騒が途切れ、土を蹴る音が近づいてくる。

　露里は咄嗟に動きを止め、目を閉じ眠っているふりをする。

　足音がすぐ近くで止まり、嘲笑混じりの声が耳に吹き込まれた。

「そんな芝居が通用すると思うか？」

　顎を無雑作に掴まれ、ぐいと上を向かされる。

「う……、……!?」

　おそるおそる目を開いた露里は、眼前に迫っていた顔に瞠目した。

「え……そ、うま、さん……？」

　──いや、違う。別人だ。しかし、顔の造りは蒼真とまったく同じ。

　一点、顔で違うのは、左目の色が緑であることだけで──。

　……左が、緑？

　露里はそこに既視感を覚え、息を詰める。そしてすぐに、その理由に思い当たった。

　左右で色の違う瞳。青と緑の眼光。

　あのとき──黒布の男に襲われたときに、一瞬だけ見た、あの。

「あ、なたは──！」

　さっと青ざめた露里を見て、男はにたりと歪に笑う。

「お前は、餌だ」

「え、餌……？」

　男が露里の顎から手を放す。

　そしてその手で、露里のまとっている寝衣の衿を乱暴に掴み、大きくはだけさせた。

　白い胸元が──揺らめく焔の刻印が、月明かりに晒される。

「なっ──」

　羞恥に顔を赤らめたのも束の間、露里は濡れた熱い何かが肌を撫でる感触に激しい不快感を覚え、身を震わせた。

　身を屈めた男が、自分の胸元に舌を這わせている。

　ぞわぞわと、舐められたところから体が浸食され腐敗していくような、そんな感覚に囚われる。

「あ、ああ、あ、あ──」

　逃れようと身を捩っても手首を縛っている布がぎちぎちと音を立てるだけで、体の位置をずらすことすらままならない。

　いっそ抉り取られたほうがましだと思えるほど、男はゆっくり徴が刻まれたあたりを舐め上げた後、緩慢な動作で立ち上がった。

「お前は餌だ。あいつを、ここへ誘き出すためのな」

「あ、は……っ、……？」

　荒い息を継ぎ、目尻に涙を浮かべながら、露里は内心男の言葉に眉根を寄せた。

　この男は、自分が目的ではないのか。

　漠然と、そして経験則から、露里は男が自分を害そうとしているのだと思っていた。

　殺すと、確かに先程、そう言っていたというのもある。

　しかし、どうやらそうではないらしい。

『あいつ』とは一体誰のことだ。

　困惑の表情で絶句する露里と、冷淡な瞳で彼女を見据える男。その間に、愕然とした様子の声が割り込んできた。

「ま──待っ、て。どうして、お兄様の気配が、その女から……」

　──お兄様？

　聞き覚えのある声と単語に怪訝な顔をする露里。男が後ろを振り返ったことで、視界が開ける。

　男の向こうにいたのは、紗埜だった。

「さ、紗埜さ──」

「あ──なんっ、な、なんで、あんたに、お兄様の徴があるの!?」

　紗埜が目を剥いて、露里の胸元を指さす。

「そ、それ、そうでしょう？　お兄様のでしょう!?　な、なんっ、なんで、なんでなんでどうしてお、おまえ、お前なんかにお兄様の、お、ぉぁあ、あああっ！」

　語尾を慟哭に変え、頭を掻き毟る紗埜。

　髪を振り乱して絶叫した彼女は、急激に落ち込んだか細い声でぶつぶつとうわ言めいたことを吐き出す。

「なんで、どうして？　どうしてお兄様？　こ、こっ、この女に、どうしてそこまで──あ、ああ、ぁあああ、どうして、どうして、どうして──」

　おかしい。

　普段の紗埜なら、激昂してもこんなふうに滅裂とした取り乱し方はしないはずだ。

　明らかに異常なその様子に露里が何も言えずにいると、彼女ははたと、呆けた顔を上げた。

「どう……あ──あ？　し、るし？　お兄様──あ、あんた」

　大きく揺らぐ瞳が、男に向けられる。

「あんた、いま、誘き出すって──それ、は、お兄様を？　そう、あれ？　あんたがお兄様の顔──なんで、え？　え、あ、あ？　わたしはなんで、ここに……え？　わたし、は、まさか──お兄様、に……っ？」

　紗埜の顔がみるみる青ざめていく。

　言葉が混乱しはじめ、怯えているように声が震え出した頃、男が気怠げに「あー……」と唸った。

「わたし、は、どうして……あんたは、一体、何──」

「あいつの術が解けかかってるのか……」

　独りごちた男が、紗埜に近づきその頭を無雑作に片手で掴む。

　そして、

「面倒だ」

　ぶん、と──投げ捨てた。

　凄まじい勢いで吹っ飛んだ紗埜が、露里のすぐ傍で何かに叩きつけられたらしく跳ね返り、どさりと落ちる。

　驚いた露里が首を回すと、そこには石の壁があった。

　それを確認して、すぐさま紗埜に声をかける。

「さ、紗埜さん、紗埜さんっ！」

　紗埜はぴくりとも反応しない。

　力なく項垂れた彼女の頭から、じわりと赤い液体が流れ出し、土に吸い込まれていく。

　露里は絶句して、愕然とした眼差しを男に向けた。

　蒼真と瓜ふたつの顔を持つ、しかしその気性は彼とはまるで違う、恐ろしい男。

　紗埜の断片的な言葉を聞いて、そして徴のことを思い出して理解した。この男は、蒼真を誘き出そうと自分をここへ連れてきたのだ。

　この男は一体何者で、なぜ蒼真を狙うのか。紗埜に何をしたのか。

　それを知りたい。が、訊いて無事でいられる保証はない。その恐怖で、言葉が喉に絡まる。

　──どうしよう……どうしよう、どうすれば。

　必死にこの状況を脱する方法を模索する。その間も男から目が離せずにいると、紗埜を投げた後気怠そうに立ち尽くしていた彼が、おもむろにこちらを見た。

　反射的に体が竦む。

　凍りついた露里の首を男は掴み、その手にぐっと力を込めた。

「あ……っ!?　ぐ、ぅ……！」

「徴を持つ者に危険が及べば、徴それを刻んだ者にそれが伝わる。なら──確実にあいつを引き摺り出すためには、こうするのが一番だろ？」

「か、は……っ……」




　──『徴』だ。それがあれば、貴女がどこにいようとすぐにわかる。危機が迫っていたなら、それも。




　──何があろうと、必ず私が護る。




　耳の奥に、蒼真の言葉が蘇る。

　あのときは、泣きそうなくらい嬉しかった。徴も誓いも、彼が自分を大切に思ってくれているように感じられて。

　でもいまは、それに疑念を抱いてしまう。

　徴を刻んでくれたとき、誓いを立ててくれたとき──彼は、わたしをどう思っていたのだろう。

　この期に及んでもまだ、淡い期待を捨てきれない。

　だから思ってしまう。

　助けてほしい、と。

　しかしその反面、絶対にここへ来ては駄目だと伝わるならば大きな声で訴えたいという思いもある。蒼真がここへ来てしまったら、あの男はきっと蒼真を殺そうとするだろう。

　蒼真を危険な目に遭わせてしまう。自分のせいで。

　──助けて。

　──来ないで。

　相反するふたつの願いに揺れているうち、徐々に意識が朦朧としはじめた。

　苦しさが薄れて、瞼が重くなっていく。

　やがてついに視界が暗転した、そのとき。

　男の手が、弾かれたように喉を放した。

「──っ！」

　ひゅっと喉が鳴ったかと思うと、突き上げるような衝撃が湧き起こり、露里は背中を丸めて激しく咳き込んだ。

　息を整えながら、何が起きたのかと首をもたげる。

　そうして目に飛び込んできた光景に、露里は目を見開いた。

　少し離れた位置で、男が矢継ぎ早に体を使った攻撃を繰り出している。その相手をしているのは、




　寝衣姿で抜き身の長刀を振るう、長い黒髪をなびかせた、美しい──男と瓜ふたつの青年だった。




「……そ……う、ま……さん……」

　我知らず、囁くような掠れた声が零れる。

　来てくれた。来てしまった。

　──どうして、来たのだろう。

　安堵と絶望に満たされた心を、不安にも似た疑問が縛り上げる。

　やはり、跡目を生ませる借り腹のためか。

　それとも──期待して、いいのか？

　露里が煩悶している間にも、白刃が幾度となく閃き、男がそれを獣のような身のこなしで躱す。

　男の腕や脚が風を切り、蒼真の髪が踊る。

　瞬きひとつの間に、数えていくつの攻防があったのか。

　蒼真が刀を横一文字に薙ぐ。

　大きく仰け反ってその一撃を避けた男は、その勢いのまま後方回転し、腕をばねに跳躍して蒼真との間合いを取った。

　空気が一瞬にして張り詰める。

　長刀の切っ先を男に向けて構えた蒼真の視線と、左脚を前に出し腰を落とした男の視線が衝突する。

　耳鳴りがしそうなほどの沈黙を破ったのは、蒼真だった。

「その姿……随分と半端なものだな。とくにその目。おかげで貴様があのときの男だとすぐにわかったが、変へん化げするならもう少し似せる努力をしたらどうだ？　闇夜に乗じたからこそ、女ふたりを騙し仰せたのだろうが──」

「──く、はっ……ははははっ！」

　蒼真の珍しく挑発的な、憤りの籠もった言葉に、しかし男は愉快そうに哄笑した。

　目を眇める蒼真。

「何がおかしい」

「あぁ……？　何がおかしいって？　おかしいさ──この俺の姿を変へん化げだと？　はっ！　お前、本当に何も知らないんだな」

「……？」

　困惑の色を瞳の奥に覗かせた蒼真の言葉を叩き切るように、男は声を張り上げる。

「いままで何も知らず、なんの疑問も持たずに生きてきたんだろう？　なぁ？　──いいご身分だなぁぁ」

　声が一段と低くなり、そこに憎悪と怨嗟が宿った。

「自分が何者かも知らず、自分の立っている場所がどんな犠牲の上に成り立っているのかも知らず──知ろうとさえしないで、あてがわれた上等な環境でのうのうといままで生きてきたんだろう？　そんなふうに幸せに、いままでずぅっと──なのに、俺はどうだ？　それほど違いなんてなかったはずなのに、お前との差なんて何もなかったはずなのに──どうしてお前で、どうして俺なんだ？　なぁ、なんでだ？　お前は多くのものを手に入れたのに、俺は何もかも奪われ壊された。なぁ、なんでだよ──なんでなんだよ、兄さぁぁぁんん？」

「──────」

　──兄、さん？

　時が、止まったかのように思えた。

「…………な、にを」

　長い沈黙の後、蒼真がやっとの思いでといった態で声を発する。

　茫然とした様子の彼を男はせせら笑い、先程とはうって変わって、わざとらしい穏やかな声音で言った。

「ははぁ、随分と間抜けだなぁ兄さんは。言っただろ？　俺のこの姿は変へん化げじゃないって──それがどういう意味か、本当に、まだわからないのか？」

　男が蒼真に向かって足を踏み出す。

　蒼真は男が見えているのかいないのか、凍りついた瞳で正面を向いたまま、動かない。

　彼の構えた長刀の峰を撫でながら、男は蒼真との距離をゆっくりと──吐息のかかるところまで詰めて、うっそりと笑った。

「わからないなら教えてやるよ。




　──お前と俺は、双子の兄弟なのさ」




　蒼真の瞳が、大きく揺れた。

　畳みかけるように、男は続ける。

「ああ、何も知らないってことは、俺の名前も当然知らないのか。じゃあ名乗ってやるよ。──はじめまして兄さん。俺の名は蘇芳っていうんだ。お前が里長の子として選ばれたがためにすべてを奪われ失った、お前の片割れだよ」

　これが皮切りだった。

　男──蘇芳は語る。

　さながら濁流のように。

　自分と蒼真の過去を──受け入れがたい真実を、とめどなく。




◆　　　　◆　　　　◆




　道玄の息子──本当の第一子は、死産だった。

　体の弱い静沙が、それでも懸命に産み落とした命。

　それが失われ、道玄は焦った。

　静沙が今後子を産める可能性は低い。産めたとしても、次が男児とは限らない。──では跡目は？　妻帯者の身で他の女を娶るのは、掟で禁じられている。次代の里長となる男児を産んでいいのは静沙だけだ。

　追い詰められた道玄に窮余の一策を与えたのは、先代の頃から仕える古株の女中だった。

　時を同じくして生まれた自分の娘の子──女中にとっての孫を、死産だった里長の息子とすり替えればいい、と。

　決断に逡巡はあったのか、それとも一も二もなく飛びついたのか。それは定かではないが、道玄はその策を実行した。

　女中の娘──名を由ゆう莉りといった──の子は、双子だった。

　瓜ふたつの面差し。

　違っていたのはただ一点、瞳の色だった。

　一方は左右ともに、夜明け前の空に似た瑠璃色。

　もう一方は、右は瑠璃、左は翡翠の瞳だった。

　即ち、このふたりが、蒼真と蘇芳である。

　道玄も静沙も、瞳は青に類する色。そこへ片目だけとはいえ緑の瞳を持つ男児が生まれたとあっては、間違いなく疑念が生じる。

　ゆえに、道玄が選んだのは蒼真だった。

　そして彼は子を無事にすり替えた後、事が露見しないよう、蘇芳を天津雪宮のさらに奥にある石牢へと閉じ込めた。里長の子であるはずの蒼真とそっくりな面差しの子が、べつの家庭の子として存在しているのは不自然だ。

　加えて、由莉とその夫である玖く鷹ようには、許しなく石牢に近づくことを禁じた。会うのを許されるのは三日に一度、食事を運ぶときだけ。

　ひと思いに殺さなかったのは果たして慈悲か。

　どうあれ、蘇芳は理不尽にも存在を抹消され、由莉は子をいっぺんに奪われたことで心を壊した。

　それから長い歳月が経ち。

　蒼真は立派な次期里長として、蘇芳は存在しない者として成長し──いまこうして、蘇芳の育ったこの場所で、相まみえたのである。




◆　　　　◆　　　　◆




「な……そん…………」

　衝撃に凍りついた蒼真の唇から、微かな呟きが零れる。

　突きつけられたものを信じることも、くだらない戯言と切り捨てることもできず、ただ茫然と立ち尽くす。

　一方、離れた場所で話を聞いていた露里は、蒼真と同じように絶句しながらも、思考を完全に止めてはいなかった。

　信じられないような話。だが、露里には思い当たる節があった。

　里に来た翌日、婚儀の準備をしている際に、年若い女中たちが口の端に乗せた噂話。

　そして、塗籠に向かう途中で静沙に会ったとき、自分が彼女に対して抱いた違和感。

　蒼真は実は不義の子なのかもしれない、という疑念が、意識してはいなくとも頭の片隅を占めていた──が、まだそのほうがよかったと？

　蒼真は里長一族の血を引きさえしない、赤の他人の子だったと……？

　裏づけこそあっても、否定できる根拠が見当たらない。

　もし蘇芳の言ったことが真実であるならば、それは蒼真にとってこれ以上ないほどの絶望だ。

「はっ……いいなぁ、その表情。それが見たかったんだ……！」

　嘲笑混じりの唸るような声で言った男が、大きく目を見開く。

　乱れ髪が逆巻いたかと思うと、頭頂部から見る間に色が抜け落ち、黒かったそれが真っ白に変化した。瞳の色も金に染まり、目尻に紅が差す。

「あっ──」

　その姿には見覚えがあった。

　蘇芳と初めて対峙したあのとき、駆けつけた蒼真と同じ──。

　明確な既視感に露里が思わず声を上げた直後、蘇芳の拳が、蒼真の腹にめり込んだ。

「ぐぁ……っ！」

　硬直していた蒼真が目を剥き、体をくの字に折り曲げる。

　痛みでようやく我に返ったらしく、彼は刀を振るったが、傍目に見てもわかるほどその一撃は力が入っていなかった。

　案の定、蘇芳はそれを難なく躱し、跳躍して痛烈な蹴りを蒼真の横面に叩き込む。

　吹っ飛び、地面を転がった蒼真は、体勢を立て直すとぐっと身を屈め、刀を握る手に力を込めた。

　先程の蘇芳と同じように、なびいた黒髪が白く、瑠璃の双眸が金に、そして目尻が紅色に染まる。

　完全に姿が変わった刹那、蒼真が地を蹴った。

　白刃が閃く。

　再び激しい攻防がはじまった──ように思えたが、明らかに蒼真の動きが鈍い。

　ほどなくして彼の顔に憔悴が浮かびはじめ、攻めていたはずが徐々に守りに転じていく。

　気づけば完全に、蒼真が刀でなんとか蘇芳の猛攻をやり過ごしているという形勢になっていた。

「……っ！」

　──なんとか、なんとかしないと。

　逸る気持ちに、露里は手の拘束を解こうと身を捩る。

　擦り切れるような痛みに耐えながら腕を引いている間にも、蒼真は目の前で追い詰められていき、つられて鼓動も早鐘を打つ速度を増していく。

　ようやく布が解け腕が解放されたそのとき、きぃんと鋭い音が響き、蒼真の持っていた刀が宙を舞った。

　両腕が跳ね上がりがら空きになった蒼真の胴に、蘇芳の重い蹴りが炸裂する。

「がっ……！」

　後方へ飛ばされた蒼真はなんとか踏ん張り地に足はつけていたものの、勢いが死に、体が止まったところでがくんとくずおれた。

「蒼真さんっ！」

　思わず身を乗り出して叫んだ露里は、無我夢中で駆け出す。

　蘇芳が鋭い爪を構え突進する。

「──だ」

　蒼真に肉薄した彼が腕を振り上げた刹那、

「駄目────！」

　露里はふたりの間に身を躍らせ、腕を広げた。




　──鈍い音が、した。




　すうっと冷たい感覚が胸を撫でる。

　赤い飛沫が視界に舞い、月光を弾いて煌めいた。

　一瞬の静寂。

　それを引き裂いたのは、蒼真の絶叫だった。

「露里────!!」

　宙に浮いていた体が地に落ちてわずかに跳ねた。

「っあああ！　邪魔だ！」

　苛立ちに声を上げた蘇芳が、露里の腹を思い切り横へ蹴り飛ばす。

　突風が背中の方から叩きつけるような感覚の中、露里は気を失った。

　打撃音が空気を振るわせた。

　大樹に激突した露里の体がしなるように反り、どさりと音を立てて落ちる。

　露里を目で追っていた蒼真は、倒れた彼女の胸からおびただしい血が流れ出るのを見た瞬間、ぶつりと、頭の中で何かが切れる音を聞いた。

「あ、あ、あ──あぁああっ!!」

　激情が喉を裂いた。

　視界が赤く染まる。

　咆吼しながら蒼真が立ち上がろうと足に力を入れた、そのとき。

　爆風──のような力の奔流が、森を揺らした。

「「──っ!?」」

　思わず動きを止め、腕をかざして顔を庇う蒼真と蘇芳。

　集中が途切れたふたりの姿が、もとのものに戻る。

　腕の隙間からうっすらと開けた目を覗かせ、力の発生源へと視線を向けた蒼真は瞠目した。

　力の渦の中心に──露里が、立っている。

　しかし、様子がおかしい。

　吊り上げられた人形のように力なく項垂れて、髪や寝衣が風に煽られ暴れる一方、彼女自身はぴくりとも動かない。

　抉られた胸からは血が大量に流れているのに、痛がるどころか、それを気にしている様子さえない。

　異様な雰囲気の露里から目が離せずにいると、彼女の髪が頭頂部から色がみるみるうちに抜け落ちて、金がかった白髪になった。

「な……っ!?」

　顔色を変える蒼真。

　あれは──あの変容はまるで、自分たちと同じ。

　突如、渦が解けるように立ち消えた。

　髪がふわりと肩に落ちて、露里がゆうらりと首をもたげる。

　彼女の瞳は金色に変わり、目尻には化粧を施したような紅が差していた。

　やはり、まるで白狐のような姿だ。しかしまとっている威圧感は、白狐などより遥かに上位のもののように思えるほど強い。

　考えられる可能性がひとつ。

　──彼女の中にあった霞匡の血が、目覚めたのか。

　蒼真が露里の異変を悟ったのに対し、露里がどういう存在かを知らない蘇芳は、何が起きているのかまるでわからず、混乱の渦中にあった。

　寝起きのようにぼんやりした顔で、しかし畏怖すら感じさせるあの女は、一体何者だ。一体、何がどうなっている。

「あ──う」

　蘇芳の口から、小さな呻きが漏れる。

　露里の首がかくんと傾き、その目が、蘇芳を捉えた。

「う、ぁ、あ、あああ、ああああああっ！」

　蘇芳の姿が先程と同じ──白狐本来のものに変じる。

　呻きから叫びへと声を変えた彼は、錯乱したように露里に向かって疾走し、腕を大きく振り上げた。

「っ、露──」

　はっと我に返った蒼真が色を失い露里の名を口走る。

　蘇芳の腕が振り下ろされ、露里の頭を捉える──寸前、露里は上体を揺らめかせるようにしてそれを躱し、するりとしなやかな身のこなしで蘇芳の懐に入ると、彼の横腹に手をかざした。

　その手の平から爆発的な力が放たれ、蘇芳の体が不自然な方向に仰け反った。

　骨の砕ける鈍い音がして、蘇芳の口から鮮血が吐き出される。

　しかし蘇芳は倒れず踏み止まり、

「がっ──あ、ぁああっ！」

　体を反転させ、先程振り上げたのとは逆の腕を鞭のように露里に向けて振るった。

　──が、露里はそれを難なく掴む。

　驚愕に目を見開く蘇芳が見えているのか、露里は未だにぼんやりとした虚ろな目で、腕を掴んだ手の指に軽く力を入れた。

　すると蘇芳の腕が独りでに奇妙な方向へと捩れ──つけ根から、ぶちりと、千切れた。

「いっ、あ、お、あ、あ、ああああっ!!」

　蘇芳の絶叫が轟いた。

　ものの数秒の間に見せられた凄まじい光景に、蒼真は言葉を失った。

　あの、誰かを傷つけるということに誰より縁遠そうな、優しい気性の持ち主であるはずの露里が、容赦なく蘇芳を攻撃している。

　蒼真の視線に気づいていない様子で、露里は蘇芳の片腕を取り落とすように捨てる。

　そのまま茫然と立ち尽くした彼女の胸に、手が突き立った。

　蘇芳の、まだ胴体と繋がっているほうの手だった。

「露里！」

　傷口から血が噴き出し、露里の口からも血泡が零れる。

　蘇芳が腕を引き抜いた。──が、逃がすまいとするように、露里がそれを掴んだ。

「な……!?」

　蘇芳が慄く。

　瞬く間もなく、残っていたほうの腕もぶちりと千切れた。

「あああああっ!!」

　両腕を失った蘇芳は、今度こそその場に膝をついた。

　絶叫しながら体を折る彼の上に、露里の手がかざされる。

　何をしようとしているのか察しがついた蒼真が咄嗟に叫んだ。

「よせ！」

　だが遅かった。

　露里の手の平から再び力が放たれ、蘇芳を圧迫した。

　頭を地につけることで辛うじて支えられていた彼の体が、ぐしゃりと潰れる。

　もはや声すら出ないらしく、蘇芳は小さく痙攣しながら喘いでいる。

　どう見ても虫の息だ。にもかかわらず、露里は彼にかざした手を下ろさない。

　まだ攻撃するつもりなのだと悟った蒼真の脳内に、警鐘が鳴り響いた。

　露里に蘇芳を殺させてはならない。

　止めなくては。

「露里、もうやめ──」

　蒼真が露里に駆け寄り、腕を降ろさせようと手を伸ばしたとき、露里の肩がびくりと跳ねた。

「あ──あ、う……はっ」

　小さな呻きと吐息が、薄い唇を割って零れる。

　前屈みになった露里は、蘇芳にかざしていた手を胸に持っていき、傷に触れるのも構わず苦しげに衿を握った。

「は、はぁ、はっ……は、あっ……！」

　額に玉のような汗が浮かび、次第に呼吸が荒くなっていく。

「露里、露里、私の声が聞こえるか？」

　蒼真の必死の呼びかけに露里は応えない。

　大きく目を見開いて、喘鳴を繰り返す。

　そして──一際大きな喘鳴音がした瞬間、露里の体が、青白い炎に包まれた。

「なっ……これは」

「うあ、ああ、ああああ！」

　思わず後退った蒼真の前で、露里は荒れ狂う炎の中で血を滴らせ、引き攣れた叫びを上げながら身を捩る。

　手出しできずにその様子を見ていた蒼真は、あることに気づいた。

　露里の全身は炎に包まれているのに、肌や髪はおろか、寝衣さえ燃えていない。加えて、他のものに燃え移る気配もない。──この炎は、露里の内側だけを焼いている。

　つまり、これは。

「──暴走……！」

　直感する。

　このままにしておけば、露里はきっと、炎に焼き尽くされて絶命する。

　──駄目だ。

　──嫌だ。

　──私は彼女を、失いたくない。

　蒼真は表情を引き締め、炎ごと、露里を後ろから抱き締めた。

　──どうか、鎮まってくれ。

　そう、切に願いながら。













　うっすらと目を開けると、そこは深くて暗い水の中だった。

　音が一切聞こえない。

　そして──ひどく、寒い。

　芯が冷えきっているような寒さに、露里は自分の体を抱き締めようとする。しかし全身、力がまったく入らずたゆたうばかりで、指さえろくに動かせない。

　──なんで……わたし、こんなところにいるんだっけ……？

　のろのろとそんなことを考えているうちに体はますます冷たくなり、やがて痛みさえ感じるようになった。

　──寒い……痛い……！

　歯の根が合わなくなって、意識がゆっくりと霞んでいく。

　露里の顔が苦痛に歪んだ、そのときだった。

　突如ふわりと、優しい温かさが体を包んだ。

　目が驚きに見開かれる。

　──……知ってる……。

　このぬくもりを。

　とても安心するこの熱の持ち主を。

　自分はよく知っている。

　露里はそっと目を閉じた。







　ふっと、意識が現実に引き戻された。

　……なんだかいままで、長い夢を見ていたような気がする。

　同時に、肩や背にのしかかっている重みと、胸の上を何かが緩く締めつけている感覚を認識する。

　ぼんやりと視線を下に落とすと、ぼろぼろに裂けた布──否、寝衣の袖と、傷だらけの腕が目に入った。

　それから首を横に傾けてみれば、肩の上に、自分の黒髪に紛れるようなかたちで、乱れた長い黒髪に覆われた頭が乗っていた。

「……ん……」

　小さな声が聞こえた。

　頭がゆっくりと肩から浮き上がり、離れていく。

「……気が……ついた、か……」

　背後から、疲労が濃く滲んだ声がした。

　それを聞いて、露里はようやく、自分を抱き締めているのが蒼真だと悟った。

「そ、蒼──」

「……よかった……」

　露里の言葉を遮って心底安堵したように呟いた蒼真は、力尽きたように露里にしな垂れかかる。

　背中に感じていた重みが増したことで、露里は頬を張られたように意識を完全に覚醒させ、さっと青ざめた。

「そっ、蒼真さん！　蒼真さん、大丈夫ですか!?」

　ぐったりと自分にのしかかっている彼を正面から抱き止めようと、逸る気持ちを抑え、慎重に体を捩る。

　やっとの思いで半分ほど体を反転させたとき、露里は胸に激痛を感じて体を強張らせた。

「あっ、うっ……！」







　ぐらりと体が後ろに傾く。

　痛みと重さで踏ん張りが利かず、露里は蒼真と折り重なるようにして地面に倒れた。

「いっ、た……」

　背中をしたたか打って呻いた後、上体を起こそうとして首を持ち上げた露里の目に、自分の胸に穿たれた傷と、傍らにうつ伏せになって倒れている満身創痍の蒼真の姿が映る。

　凄惨な光景に、露里は必死に記憶を手繰った。

　しかし覚えているのは、蘇芳に胸を爪で裂かれ、その後蹴り飛ばされたところまでで、それ以降はどうやっても思い出せない。

　そういえば蘇芳はどうなったのだろうと視線を巡らせてみれば、彼は少し離れた場所で、両腕を失った姿で倒れていた。

「な……一体、何が……」

　自分はきっと、蹴られた後に気を失ったのだろう。それは想像がつく。けれどその後は──蒼真と蘇芳が戦いを再開して、それで蒼真が蘇芳の両腕を斬り落としたうえで勝利した？　蒼真がこれほどに傷だらけなのは、戦いが熾烈を極めたからか？

　いまひとつ釈然としない推測に解を示したのは、緩慢に体を起こした蒼真の言葉だった。

「……貴女の中に眠っていた妖狐の力が、暴走したんだ。……おそらく……貴女が瀕死の状態にまで追い込まれたから、だろう……」

　乱れた息を整えながら、蒼真は言葉少なに説明する。

　一瞬唖然とした露里は、いま聞いた話を反芻し、顔色を変えた。

「……じゃあ……もしかして、わたし……わたし、が」

　わたしのせいで、蒼真さんはそんなぼろぼろになったの。

　からからに渇いた口で、露里は声を絞り出した。

「ご……ごめん、なさい……」

　喉が震え、目が潤む。

　蒼真は緩く頭を振って、

「謝らなくて……いい」

　と、露里の目尻をそっと指の背で拭った。

「むしろ、謝罪すべきは私のほうだ。……また、貴女を護りきれなかった。それに──」

　何かを言いかけて口を噤む蒼真。

　露里が「……それに？」とおうむ返しにすると、彼は気まずそうに目を伏せた。

「……いや。とりあえず、邸に戻ろう。どうやら貴女の傷は少しずつ治癒しているようだが、こんな状況で話をするのはあまり望ましくない」

「あっ……そ、そうですね」

　蒼真は立ち上がると、石牢の前に倒れている紗埜に目を遣り、表情に険しいものを滲ませた。

「紗埜……」

　その呟きに、露里は失念していた彼女の存在を思い出す。

「あっ、紗埜さん……！　そうだ、蒼真さん、紗埜さんもひどい怪我を」

「……紗あ埜れは、なぜここに？」

「それは……わかりません。ただ、なんだか様子がおかしくて……」

　蘇芳に投げ飛ばされ石牢に叩きつけられたのだと説明すると、蒼真の眉間に刻まれた皺がさらに深くなった。

　紗埜の傍らに片膝をついて、彼女の髪をそっと掻き分け、傷を確かめる蒼真。

　痛ましげに目を眇めた彼は、次に蘇芳を一瞥し、息を吐いた。

「三人……か。さすがに無理があるな……」

「あ、あの、わたしは自分で」

　どうやら蒼真は、この場にいる全員をひとりで抱えていこうとしているらしい。察した露里はそう申し出たが、即座に「駄目だ」と、にべもなく却下される。

「いくら傷が塞がりはじめているからといって、貴女は私よりも重傷だし、無茶をしたばかりだ。そんな体に鞭打つような真似は、させたくない」

　うっと言葉を詰らせる露里。一方で、蒼真の物言いがなんとなく我儘っぽく聞こえて、内心首を傾げた。

　以前はもっと、頑なというか、感情を抑えているような言い方をしていたように思う。

　──いや、そんなことよりも。

　蒼真の言うとおり、痛みのせいかそもそもの傷のせいか、はたまた力を暴走させたせいか、いまの自分の体は鉛のように重い。自分で歩くと言いかけはしたものの、正直立ち上がるのさえ億劫だ。

　しかし自分だけならまだしも、紗埜や蘇芳まで蒼真ひとりに運ばせるのはそれこそ無茶というものである。

　どうしたものだろうとふたり揃って頭を悩ませていると、遠方から複数の慌ただしい足音が聞こえてきた。

　ほどなくして現れたのは、数名の男衆だった。彼らは露里たちのもとに辿り着くと、口々に言った。

「若様!?　こちらにおいででしたか！」

「そのお姿は一体……それに、露里様までそんな」

「女中から若様が突然邸を飛び出していかれたと聞いてお捜ししていましたところ、凄まじい力の波動を感じて……」

「一体何があったのですか!?　あの爆発的な妖気は誰の!?」

「こんな場所があるなんて……」

「お、おい、あそこに誰か倒れてるぞ！」

「こっちにもだ！　あれは……紗埜様!?」

　皆が同時に喋っているおかげで断片的にしか聞き取れなかったが、どうやら彼らは、暴走した露里が放った妖気を感じ取り、ここへ駆けつけたらしい。

「落ち着け、お前たち」

　蒼真のひと声に、騒然としていた男衆が水を打ったように静まり返る。

「とりあえず、彼女と紗埜……それと、そこの男を邸まで運んでくれ。説明は後だ」

　指示を与えられ、男衆は声を揃えて返事をすると、各自動きはじめた。

「露里様、失礼致します」

　ひとりが、ひと言断りを入れて、露里を横向きに抱きかかえる。

　男の肩越しに蒼真を見た露里は、彼もまたひとりに肩を貸されて歩いているのを見て、ほっと安堵の息を吐いた。

　すべてのことに片がついたわけではない──が、ひとまず危機は脱した。

　露里はもう一度深く安堵の息を吐くと、疲れ果てた様子で瞼を閉じた。
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　後日。里では、件の夜のことがもっぱらの噂になっていた。

　里の住民ふたりを手にかけた者が捕らえられたことはもちろん、蒼真と露里が揃って大怪我を負い寝込んでいること。

　そして何より。

「一昨日の夜のこと、お前、もう聞いたか？」

「ああ、あの、山の方からとんでもねぇ妖気が伝わってきた晩だろ？　聞いた聞いた。若様とあの捕まった奴が戦って、そんでふたりが衝突したときに──」

「違う違う！　あの妖気、実はあの人間の娘のものだって話だぜ」

「はぁ!?　冗談だろ？」

「いや、それがどうにも本当らしい。なんでも、若様が追い詰められたとき、あの娘がそれを助けるために力を使ったとかで」

「まさか。ただの人間があんな凄まじい妖気を放てるわけがないだろ」

「あんた馬鹿ね、忘れたの？　あの娘は一応、長の一族の血を引いてるんだったら」

「それにしたって、その……なんだ？　あの娘が若様を助けたって話は、一体どこから出てきたんだよ」

「それがさ……若様本人がそう言ってるんだって」

「なんだって？」

「女中の子から聞いたんだけど、あの夜、ぼろぼろの格好の若様と一緒に、あの人間の娘も、男衆に抱えられて邸に戻ってきたんだって。それで何があったのか訊いたら、若様が『彼女は私を敵から庇って負傷した』って」

「そ、それじゃあ本当に、あの妖気はあの娘が……？」

「嘘だろ……」

「…………」

　到底信じられないような噂に、しかし半信半疑になって困惑する住民たちの裏で、ご意見番たる翁たちは持論を揺るがされていた。

　露里の処遇を決める合議がもたれた際、翁たちの総意は「十六年間、何事もなく平穏に人間の世で暮らせていたのならば、妖狐の力が人間の世に及ぼす影響を危惧して交わされたであろう盟約を守る必要性は低い」というものだった。

　しかし、あれほどまでに凄まじい妖気を露里が内に秘めているとなれば、話は変わってくる。

　むしろ妖狐の里以外で彼女が生活するほうが危険かもしれないとさえ、翁たちはこのとき思いはじめていた。










　目を覚ますと、見覚えのある天井がまず目に入った。

　首をゆっくり傾けてみると、ここが自室であることがわかる。

　どれくらい眠っていたのだろうと思いながら瞬いたそのとき、近くで誰かが息を飲む気配がした。

　ほどなくして、微かな衣擦れの音がして、ぱたぱたという足音が遠ざかっていく。

　そこで瞼を持ち上げているのが億劫に感じて、露里は再び目を閉じた。

　暗闇の中、ぼんやりとした頭で、意識のなかった時間の長さを考える。

　先程目を開けたときに感じた日の光の強さからすると、おそらくいまは昼前頃だろう。ならば、あの夜の一件が一段落してから、さほど経っていないかもしれない。

　そんなことをつらつらと考えていると、

「わ、若様！　いけません、まだ安静にしていなくては──」

　という少しくぐもった声がして、襖が勢いよく開く音が室内に響いた。

　枕元に誰かが膝をついた気配を感じる。

　再び目を開けると、瑠璃の双眸と視線がぶつかった。

「……目が、覚めたか。露里」

　小さく首肯してみせると、蒼真は安堵した様子で薄く笑った。

　つられて、露里の目元も和む。

　額に彼の手が触れ、その心地よい冷たさに肩の力を抜きながら、露里は口を開いた。

「……わたし、どれくらい……寝ていましたか？」

「丸一日と、半分ほど。胸の傷は昨日のうちに塞がったが、やはり消耗が激しかったらしい。食事も取らずにずっと眠っていたと聞いている」

「蒼真さんは……もう、大丈夫なんですか？」

「ああ。もうなんともない」

　蒼真が答えるやいなや、襖の前に控えていた女中が非難めいた声を割り込ませた。

「大丈夫ではありません！　傷は癒えましたが、まだ体力が充分に回復してはおられません。若様、どうかお部屋にお戻りください」

　切実な訴えに、しかし蒼真は首を縦に振らなかった。

「……彼女と話がある。下がれ。人払いだ」

「若様！」

「下がれ」

　蒼真の語気がわずかに強くなる。

　押し黙った女中は、渋々といった態で部屋を出ていった。

　ややあって、ひとの気配が消える。

　露里の額から、蒼真の手が離れた。

「……露里。そのままでいいから、聞いてほしい」

　問うような視線を向ける露里。

　蒼真は少しだけ表情を曇らせ、静かな声音で言った。

「謝りたいことがある。一昨日のことについて」

「一昨日……」

「……貴女を、無理矢理に抱こうとした、ことについて」

　はっとして目を見開く。

　微睡んでいた意識が一瞬で冴え、露里は蒼真を見つめたまま、おそるおそる上体を起こした。

「あのときは──本当に、申し訳ないことをした。貴女の意思を蔑ろにして、無体なことを強いようとした。……本当に、すまなかった」

　蒼真が深く頭を下げる。謝罪の声は、微かに震えていた。

　沈黙が降りる。

　下げられたままの蒼真の頭を見つめながら、露里は頭の中で精一杯整理した言葉を、慎重に声にした。

「そうじゃ……ないんです。その……行為自体が、嫌だったわけではなくて…………ただ、跡継ぎのためだけにっていうのが、悲しくて……子どもを産むための道具としか、蒼真さんに見られていないんだって──それが、つらかった……っ」

　抱かれることに怯えはあったが、嫌悪感は少しもなかった。蒼真自身の気持ちがそこにあったなら、露里はあのとき受け入れたのだ。

　嗚咽が漏れる。

　涙をぐっと堪こらえて俯いた露里に、頭を上げた蒼真は何かを言いかけてそれを飲み込み、冷静さを装ったやや硬い口調で話しはじめた。

「……あのときの私は、自分の感情を理解していなかった。本心を把握できていなかった。だから父上の言うなりになって──次期里長としての義務だからと自分を納得させて、あのような……。……だが、貴女が部屋を出ていった後、いろいろと自分の中にあるものを整理して、考えて……そしてようやく、理解した」

　蒼真の言わんとしていることをいまひとつ掴みあぐねて、露里は眉根を寄せる。

　泳がせていた視線を、覚悟を決めたように真っ直ぐ露里に据えると──蒼真は彼女の手を取り、言った。




「露里。貴女が──好きだ」




　呼吸が、止まった。

　瞬きさえも忘れて蒼真を凝視する露里。蒼真は続ける。

「貴女が大切で、傷つけたくなくて、手放したくない。もっと私を見てほしい。貴女のことが知りたい」

「え、あ、あの」

「こんなことを言える立場でないのはわかっている。私は貴女を深く傷つけた。けれどこれが……私の、本心だ」

「あ、う……」

　矢継ぎ早にまくし立てられた蒼真の熱っぽい言葉に、露里は堪らず目を回す。

　それに気づかず──というより、彼女がただ困惑しているのだと誤解した蒼真は、切に訴えるように繰り返した。

「貴女が好きだ」

　少しの、間。

　露里はくしゃりと顔を歪めた後、目に溢れそうなほど涙を溜めながら、精一杯口角を吊り上げた。

「……わ、たしも、蒼真さんが……好きです」

　蒼真の目がわずかに見開かれる。

　それから泣き笑いのような表情を浮かべて、露里の手を強く握った。

「…………ありがとう」










「失礼致します」

　襖越しに呼びかけると、いつもどおり「入れ」という応いらえがあった。

　襖を開け中へと入った蒼真は、こちらに背を向けている道玄に、

「お話があります」

　と、斬りかかるような勢いで言った。

　沈黙が返ってくる。

　蒼真はまず一昨日の夜のことをすべて報告し、それから、本題を切り出した。

「蘇芳と名乗ったかの男は、私と瓜ふたつの顔をして、私とは双子の兄弟だと──そう言いました。そして、私が本当は貴方の子ではなく、死産であった第一子とすり替えられたべつの家の子どもだ、とも」

　道玄は沈黙を貫いている。

　蒼真は凪いだ心持ちで、静かに言った。

「──真実を、お聞かせください」

　ようやく、道玄がこちらを向く。

　その面持ちは苦りきっていて、視線は蒼真から外れていた。

「……わかった」

　道玄が語ったのは、概ね蘇芳に聞かされた話と同じだった。

　曰く。

　道玄と静沙の間に生まれた第一子である男児は死産であった。

　妊娠する以前から静沙は病弱で線も細く、難産になるだろうとはずっと言われていた。

　第二子に望みをかけようにも、不安要素があまりに多い。──のちに、一族の血を引く正当な後継者への望みを捨てきれなかった道玄は、妻に請うて第二子を孕ませるが、生憎、儲けたのは女児だった。この娘が、蒼真の妹──もとい義妹の、紗埜である。

　どうすべきか悩んでいたところ、先代の頃から仕えている古株の女中が、自分の孫を差し出すと言ってきた。

　道玄は躊躇ったが、最後には背に腹は代えられないと女中の提案を受け入れ、彼女の孫である双子のうち、蒼真と名づけられた子どもを選んだ。

　もう一方の蘇芳という名の子は、右目が瑠璃色であるのに対し左は翡翠色で、青系統の目を持つ道玄と静沙の子としてそれは明らかに不自然だったためである。

　子を取り替えた後、万にひとつもこのことが露見しないよう、道玄は蘇芳が物心つく前に天津雪宮を囲む森の奥深くにある石牢に幽閉するよう、古株の女中に命じた。

　女中はその命令に従って幼い蘇芳を石牢へ閉じ込め、以後の世話は実父である玖鷹たっての願いで、玖鷹と実母の由莉に任せた。

　それから何年か経つと、玖鷹が森で不慮の事故により命を落とし、その後間もなく由莉も姿を消した。

　道玄は長らく、世話役がいなくなったことで、蘇芳も死んだものと思い続けてきたという。

「…………」

　期待していなかったと言えば嘘になる──蘇芳の語ったことはすべてでまかせで、自分は正当なる里長一族の嫡子なのだと。

　しかし、その期待は儚く消えた。

　憤りとも悲しみともつかない感情が湧き起こり、蒼真は俯いて唇を噛む。

　道玄はさらに続けた。

「お前にあの娘を娶らせ、子を成すことを強いたのも、もとを辿ればお前が一族の子でないことに理由がある。……一族の血を引かないお前を後継としたことで、実質お前の代で我が一族が汲む始祖の血は絶えてしまう。その狂いを正すために──遠くはあるが一族の血縁であり、そのうえ始祖の再来と言われた霞匡の力を受け継ぐあの娘を取り込もうとしたのだ」

　思わぬ告白に蒼真は目を瞠ったが、言われてみればそうなるのかとすぐに得心した。

　道玄の思惑に何も感じないわけはない。しかし、それはもはや、蒼真にとってさほど重要なことではなかった。

　真の目的がどうあろうと、彼女を手放すつもりはない。

「……恨まれて当然だろうな」

　低い呟きに、蒼真は顔を上げる。

　沈鬱な面持ちの道玄を見つめ、短くない沈黙の後、蒼真は言葉を紡いだ。

「……確かに、貴方のしたことは非道だ。許されることではない。ですが──そこには少なからず、里や一族の未来を、そして母上を思う気持ちがあったのでしょう。ならば、一概に責められたことでもないと──私は、そうも思います」

　いつだって彼は、長として里のことを第一に考えてきた。そして同時に、妻である静沙のことも本当に大切にしていることを、蒼真は幼い頃から知っている。

　目を見開いて茫然となった道玄に構わず、蒼真は続けた。

「それに──薄情かもしれませんが、実の親のことを私は何も知りませんし、私にとっての親は、道玄あなたと静沙ははうえに他なりません」

　そこで一旦、蒼真は言葉を切った。躊躇うように目を伏せ唇を引き結ぶ。

　少しばかり、後に続く言葉を口にすることに抵抗がある。しかし、ここで黙ってしまっては来た意味がない。

　浅く息を吸ってから、再び視線を道玄に据える。

「私は、里長一族の血を引いていない。けれど、今日に至るまでの間、次代の里長として育てられてきました。里を思う心は確かに持っています。そして、父上も母上も、心から尊敬しています」

　事実を知っても、それは揺るがない。

　だから。

「──許されるなら、これからも私は…………貴方たちの、息子でいたい」

　道玄が息を飲んだ。

　片手で頭を支えるようにして目元を覆う。

　ややあって、「……ああ」という、溜息交じりの応えがあった。

　感謝の言葉が口をつきそうになる。

　それを押し込めて、蒼真は黙然と頭を下げた。

　短い沈黙。

　頃合いを見て、蒼真は背筋を伸ばす。

「では、父上。改めて、お願いしたいことがあります」

「なんだ」

「血統や跡継ぎのためではなく──本当の妻として、露里を娶らせて頂きたい」

　蒼真の訴えに、道玄は難しい顔になった。

「それは……できることならば私としてもそうしたいところだが、皆を説得できるかどうかわからんぞ。翁たちなどとくに……」

　重々承知だと、蒼真の瞳は揺るがなかった。

「説得ならばいくらでもします。ですからどうか、露里を跡目のための道具として見ることだけは──もう、おやめください」

　それは、もう言うなりになるつもりはないという宣言でもあった。

　かつてないほど真剣な息子の眼差しに、道玄は息を吐いた。

「……わかった。翁たちの説得は私がしよう」

　蒼真は今度こそ、

「ありがとうございます」

　と、口に出して言った。










　ゆっくり休むようにと言い置いて蒼真が部屋を出ていった後、露里は本当に気怠かったこともあって、再び布団に潜り微睡まどろんでいた。

　意識が徐々に闇に溶けていく。

　完全に寝入る直前、露里は微かな物音を聞いた気がして目を開けた。

「あっ──」

　しまった、という感じの声。

　誰だろうと、廊下に面した襖の方を見る。

　隙間程度に開いた襖から顔を覗かせていたのは、頭に包帯を巻いた紗埜だった。

　意外な訪問者に、露里は体を起こして問いかけた。

「紗埜さん……？　どうか、しましたか？」

　紗埜は気まずそうに視線を彷徨わせると、おずおずと部屋の中へ入ってきて、露里から少し離れた位置に座った。

「いや、その……あんたの様子を見に……来た……ついでに…………あ、謝ろう、と……思って……」

　だんだんと語尾が小さくなっていき、最後はもう聞き取れず、露里は目を眇めた。

「……？　あの、ごめんなさい。なんて……？」

　聞き返すと、紗埜は「だからっ！」と声を張り上げた。

「あ、謝りに来たって言ったのよ！」

　突然の大声に面食らう露里。

　しかし、紗埜の勢いは急激に落ち込んだ。

「……一昨日、あんたを気絶させて、あの男のところに連れていったのはわたしなの。わたしが、……わたしのせいで、こんなことになったみたいなものよ」

　そういえば、と露里はあの夜のことを思い返した。

　気絶から回復したときに聞いた口論の内容から漠然と察しはついていたが、……そうか、紗埜は蘇芳に加担していたのか。

　鵜呑みにしかけて、しかしあのときの紗埜は随分と様子がおかしかったことを思い出す。

　違和感のようなものを覚えた露里は、項垂れた紗埜に確認を取った。

「……紗埜さん。あのときの紗埜さんは、なんだか様子がおかしかったと思うんですけど……」

「え？　ああ……ええ。それは、わたしもちょっと気になってることなんだけど……」

　歯切れの悪い紗埜の返答に、露里は都合のいい考えかもしれないと思いつつ、推測めいたことを口にした。

「……もしかして、あのひとに何かされて、そのせいでわたしを──ってことは、ないですか？」

　紗埜に嫌われている自覚はある。

　だから、彼女が彼女自身の感情で自分に危害を加えようとしても、それは──それだけなら、納得はできる。

　ただ、明らかに不審な蘇芳に加担して──ということになると、少し据わりが悪いように思えるのだ。

「んー……」

　しばらく考え込んでいた紗埜は、しかし首を横に振った。

「……わからない。確かにあのときのわたしは、なんていうか、自分が自分じゃないみたいで……。でも、わたしがどういう思いであんたを気絶させたかははっきり覚えてる。だから、仮に何かされていたんだとしても、自覚があってやったことなんだから、わたしが悪いのよ」

　それに、と紗埜は言う。

「自分が普通の状態じゃなかったっていうのはわかってるんだけど……誰かに何かをされたんじゃないかって思って記憶を手繰ろうとしても、なんだか霞がかかったみたいに、よく思い出せないのよ」

　それはつまり、やはり何かをされたということなのだろう。

　しかしそう指摘しても、紗埜からは煮え切らない反応が返ってくるだけで、

「そうかもしれない……けど、わたしに何かしたのが誰なのか──あの男かどうかさえ、わからないのよ」

　と、堂々巡りになってしまう。

　話しているうちに紗埜の表情が徐々に苦しげになってきたことに気づき、これ以上は酷かもしれないと、露里は話を切り上げた。

「紗埜さん、いま、気分はどうですか？」

「いま？　いまはべつになんとも……」

「そうですか。……よかった」

「……って、なんで立場が逆転してるのよ!?　見舞いに来たわたしをなんでまだ療養中のあんたが心配するの！　ばっ、馬鹿じゃない!?」

　紗埜の普段どおりの調子に、露里は口で謝りながら内心ほっと胸を撫で下ろす。

　どこかわざとらしく怒った素振りを見せた紗埜は、ふんと鼻を鳴らして立ち上がり、露里を見下ろしながらびしっと指を突きつけた。

「とにかく、あんたはちゃんと休んでさっさと元気になりなさい！　じゃないとお兄様に迷惑がかかるんだから！　いいわね！　わかった!?」

「はい。ありがとうございます」

　苦笑気味に返すと、紗埜はもう一度鼻を鳴らして踵を返し、さっさと部屋を出ていった。

　どずどすという荒々しい足音が遠ざかっていく。

　素で忘れたのか、開けっ放しになった襖を閉めようと露里が腰を上げたとき、丁度蒼真が現れた。

　入り口の前で立ち止まり、紗埜が去っていった方向を数秒見つめた後、訝しげな表情を浮かべて中へと入ってくる。

「紗埜が来たか？」

「はい。お見舞いに」

「そうか」

　蒼真はひとつ頷いて、露里の傍らに腰を下ろした。

「……父上と、話をしてきた」

　そのひと言に、露里は無意識に背筋を伸ばす。

　緊張した面持ちで言葉の続きを待つ彼女を安心させるように、蒼真は「大丈夫だ」と微笑んでみせた。

　穏やかな微笑。

　無理に笑っている様子はないことを認めると、露里は肩の力を抜いて笑みを返した。

　彼が大丈夫と言うのなら、大丈夫なのだろう。

　きっと、追求するべきではない。そんな気がする。

「それと、婚儀のことだが」

　解けたばかりの緊張が瞬時に戻ってくる。

　思わず息を飲んだ露里を、蒼真は真剣な眼差しで真っ直ぐに見つめて言った。

「まだ具体的な目処は立たないが、いずれ必ず、もう一度執り行うと約束する。そのときは、盟約にも血けつ脈みゃくにも縛られない──互いに想い合う者同士として」

　一拍置いて、後の言葉に込められた複数の意味を理解した露里は、目に涙を滲ませる。

　涙を堪える彼女に微笑みかけた蒼真は、少しだけ甘えるような声音で問いかけた。

「まだ片づいていない問題は多い。だから、それなりに時間がかかってしまうと思う。……それでも、待っていてくれるか？」

「……っ、はい。もちろん」

　泣きそうになるのを懸命に堪こらえ、露里は小指を差し出す。

　嬉しそうに顔を綻ばせた蒼真が、自分の小指を、それに絡めた。





掌編　瑠璃色の記憶




「そういえば、蒼そう真まさんも変へん化げとかできるんですか？」

　蘇す芳おうと戦ったあの晩から幾日が経ち、蒼真の体調が万全まであと一歩という程度にまで回復した頃。そんなある日の昼下がり。

　坪庭に面した縁側に腰を下ろし、久し振りに穏やかな時間を味わっていた露つゆ里りは、ふと、隣で茶を飲む蒼真にそんなことを尋ねた。

「なんだ、突然」

　蒼真がこちらを見る。一見いつもどおりの無表情だが、唐突な質問に内心首を傾げているのが、目でわかる。

　彼がいま何を思っているのか、なんとなくではあるものの、少しずつ読み取れるようになってきていることが嬉しい。

　思わず口角が上がりそうになるのを抑えつつ、露里は言う。

「いえ、前からちょっと気になってたんです。妖よう狐こって、里ここに来る前にわたしがしてた想像とはだいぶ違ったから……ひょっとして、不思議な術とか、あんまり使わないのかなって。でも、ほら、羽う依いさんは、べつのひとの姿になってたでしょう？　それで、変へん化げはできるってわかったんですけど」

　件くだんのことは決していい思い出ではないので、触れるのは抵抗がある。

　気まずい雰囲気になる前にと、露里はできる限り間を置かないようにして続けた。

「でもそれって、妖狐なら誰でもできることなのかなと思って。どうなんでしょう」

　首を傾げると、蒼真は「大抵の者はできるが」と応こたえた。

「得手不得手があるのは確かだな。手て練だれであれば己の思い描いた姿を取ることも可能だが、顔の一部を変えるだけで精一杯な者もいる。まあ、この里に住んでいる者のほとんどは変へん化げなどする必要がまずないからな。一応、幼いときに親から基礎を学ぶのが慣わしだが……そこからさらに修練を積む者は、あまりいないように思う」

　なるほど、と頷く露里。

　里──正確には、里全体を覆う結界の外に出ることは、掟で禁じられている。つまり、里の住民にとって同郷の者以外と接触する機会自体、滅多にないのだ。納得のいく話である。

　となると、羽依は住民の中でも珍しい変へん化げ熟練者だったということか。

　そんなことを考えた露里は、はたと、論点が微妙にずれていることに気がついた。

「それで、蒼真さんは、どれくらいの変へん化げができるんですか？」

「……………………」

　長い沈黙。

　口を噤つぐんだ蒼真が、そっと露里から目を逸らす。

　そこに妙なものを感じ取った露里は、腰を半分浮かせて、そっぽを向いた蒼真の顔をじっと覗き込んだ。

「……あの、蒼真さん？」

「…………」

「……わたし何か、いけないことを訊きいてしまいましたか？」

　蒼真の眉間に皺が寄る。

　苦虫を噛み潰したような表情でしばらく言い淀んでいた彼は、やがて苦りきった口調で言った。

「……できることには……できる。ただ、その……私には、想像力が欠けているようでな。昔、父上に変へん化げの術を習得するよう言われて、可能な限り努力はしたのだが……」

　どうしても変へん化げした姿を上手く思い描くことができず、それでも諦めずに様々な試行錯誤を重ねたものの、樹に化けるのが精々というところで止まってしまった。

　それを知った道どう玄げんの落胆ぶりはかなりのもので、そのときに彼が見せた表情と溜息は、いま思い出すだけでも胸が潰れそうになるという。

　幼少期に味わった挫折の記憶が脳裏に蘇ったらしく、蒼真は眉根を寄せたまま瞑目した。

「そうだったんですか……。ごめんなさい、嫌なことを思い出させてしまって……」

「……いや、気にしなくていい。もう随分前のことだからな。それほど傷は深くは……、…………」

　ない、と言おうとして、言葉を詰まらせる。

　よほど苦い思い出らしい。

　知らなかったとはいえ、触れずにいたかったであろう部分を掘り起こしてしまったことに罪悪感が募る。しかしその一方で、彼が思い出話で感情を見せたことが嬉しくて、露里は密かに目元を和ませた。

　それにしても、あの蒼真にも苦手意識を持つものがあったのか。

　いつも坦々といろいろなことをこなしているものだから、漠然と、なんでもできてしまう万能型のような気がしていた。

　──でも、現い在までもこんなに悔しがるくらいなんだし、完全に諦めちゃったわけじゃないのかな。

　……見てみたいなぁ。

「ねぇ、蒼真さん」

「……ん？」

　黙考していた蒼真が、露里の声に気づいて瞼まぶたを持ち上げる。

　何かと問うてくる彼の目を真っ直ぐに見つめて、露里はひとつ提案をした。

「……変へん化げの練習、いま、ちょっとだけ試してみませんか？」










「──は？」

　虚を突かれて、蒼真がぽかんと口を開ける。

　頓狂な声を上げた後、わずかに焦りに似た感情を顔に浮かべ、半眼になった。

「……なぜ」

「えっと……ほら、小さい頃は駄目だったけど、大人になったいまなら、案外ぽんとできちゃうかもしれないじゃないですか。何年もやってなかったなら、むしろ可能性はあると思うんです」

「む……」

　蒼真が目を細める。

　すっかり苦手意識が根づいてしまっているらしく、顔にはっきりと「気が進まない」と書いてある。それでも考える素振りを見せるということは、やはり上達したい気持ちはまだ少なからず残っているのだろう。

　俯いて黙り込んでしまった蒼真の手に、露里はそっと自分の手を重ねた。

「ちょっとだけ……ちょっとだけでいいですから。ね？」

「……見たいのか？」

　瑠璃色の瞳が、そろそろと上目遣いで露里を見る。

　脈があるのを感じて、露里は身を乗り出した。

「はい。見たいです。お願いします。是非」

「…………、…………少しだけだぞ」

　渋々といった態ていで蒼真が腰を上げ、庭に出る。

　縁側から少し距離を置いて露里の前に立つと、深く息を吸い込み、目を閉じる。

　静寂が場を満たした。その数拍後、蒼真の髪や服が、風に煽られたようにふわりと舞い上がる。

　そして、次第に彼の姿の輪郭が霞んで揺らめきだし、少しずつ、本来のものから変容していく──かと思いきや、三割ほども変わらないうちに、蒼真の「……っ」という苦しげな息遣いを合図に、一瞬にして霞が掻き消えた。

　露里の目の前には、見慣れた姿の蒼真が立っている。

　先程とは毛色の違う静寂が降りた後、彼の口から落胆がありありとわかる溜息が零れた。

「…………すまない」

「……い、いえ……」

　本当に苦手なんだなぁ……と思ったものの、率直にそう言うのも憚はばかられて、曖昧に返す。

　しかし、それはさておき。

「蒼真さん、いま、誰に変へん化げしようとしたんですか？」

　よく目を凝らして見てはいたが、何しろ程度が程度だったので、蒼真が一体誰に成ろうとしたのかわからなかった。

　まあ、少なくとも身近なひとではあるだろう──と露里は想像していたが、蒼真は「いや」と否定した。

「誰に、というわけでは」

「え？」

「変へん化げとは、基本的に他者を欺あざむくために使う術だ。欺き、陥れる──そんなことに、知っている者の姿を借りるわけにはいかない。だからこそ、実在しない者に化ける必要がある」

　真面目な表情で語る蒼真に、しかし露里は「なるほど」と頷くことはできなかった。

　正論だけど……蒼真さんが変へん化げが苦手なのって、ひょっとして……。

「……あの、思ったことを言ってもいいでしょうか」

「？」

　不思議そうな目で、蒼真が露里を見る。

　無言で続きを促されて、露里はおずおずと意見を述べた。

「蒼真さんのお考えはよくわかるんですけど……でもやっぱり、いきなり架空の存ひ在とに挑戦するより、まず身近な誰かをお手本にしたほうが、想像しやすくて上手くいくんじゃないですか？」

　む、と蒼真の眉がわずかに動く。

「知っているひとに変へん化げすることでこつを掴んでから、それを下地に想像する、というか……いろんなひとに成れるようになったら、そのひとたちの特徴を少しずつ足し合わせてみれば、架空の存ひ在とを思い描くのも簡単になるんじゃないかなって思うんです」

　見たこともないものを想像するのは、誰にとっても容易ではないはずだ。ある程度情報があればべつだが、それさえないとなればなおさらである。

　露里自身、身に覚えがある。ほんの少し前まで実家に幽閉されていて、その間ずっと、本当の外の世界を知らずに生きてきたのだ。一度だけ例外的に屋敷を出たことがあるとはいえ──頭に浮かぶ世界の風景は、いまでもその大部分が、本の中の描写に依よったなけなしの想像でしかない。

　──というようなことを精一杯伝えると、蒼真は「そうか……」と納得した風情で顎に手を当てた。

「確かに、貴女の言うとおりかもしれない。となると、手始めにすべきは──」

　そこでふと言葉を止めて、縁側に戻ってくる。

　何をするつもりだろうと小首を傾げた露里は、

「失礼する」

　と、唐突に自分の前に跪き両頬を手で包み込んできた彼にぎょっと身を硬くした。

「──～～!?　えっ、ぁ、……!?　っ……！！？」

　瑠璃の双そう眸ぼうが、瞬きすることさえ惜しんでいるかのようにじっとこちらを凝視している。

　瞳の奥を覗き込んでいたかと思えば、頬にあった手を浮かして顔の輪郭を指でなぞり、同時に親指で唇に触れる。それを終えると、次は顎から喉、肩から腕に至るまで、視線と手を滑らせていく。最後に露里の手を取り、形を確かめるように甲を、指の一本一本を、爪の一枚一枚を撫でる。

　ひと通り済ませると、蒼真はどこか満足げに息を吐ついてすっと立ち上がり、少し距離を取って、露里の頭から爪先まで何度か繰り返し眺めた。

「な、なん、何を……」

　顔を真っ赤にしながら意図を問う露里。

　蒼真はそれには答えず、先程立っていた位置に戻ると、再び息を深く吸って目を閉じる。

　また、見えない風が彼の髪や服を舞い上がらせ、姿が霞みはじめる。

　露里は反射的に居住まいを正し、混乱する頭を抑えてその様に見入る。

　霞の向こうにぼんやりと見えている蒼真の髪や顔の輪郭、体格、衣服が、徐々に変わっていき。

　今度は先程よりもずっと長く集中を保てている──と思っているうち、気づけば蒼真の姿は彼本来の要素をほとんど取り去っていた。

　驚きに目を見開いた直後、霞が掻き消える。

　果たしてそこに立っていた蒼真は──。

「…………わ、たし……？」

　露里そっくりに化けていた。

　化けられていた。

　黒い瞳に、柔らかい曲線を描く頬、背中の半ばあたりまで伸びた黒髪、丸みを帯びた肩。どこをどう見ても少女の姿である。服装も、いまの露里とまったく同じだ。

　しかし──露里と瓜ふたつかといえば、そうではなかった。

　目にした直後に露里じぶんだとわかりはしたものの、よくよく見てみれば、わずかに違和感というか、妙な居心地の悪さを感じる。

　一体何が、どこがおかしいというのだろう。

　その答えは、すぐにわかった。

　美人過ぎるのだ。

　造形自体は露里と同じのはずだし実際そう見えてはいるのだが、どことなく何割増しか美化されている気がする。──否。気がするのではなく、事実そうなのだ。

　瞳の輝きが違う。髪の艶が違う。肌の潤いが違う。

　まとっている雰囲気が違う。

　──断言できる。

　自分は、こんなに洗練されていない。

「…………」

　面食らったような、困惑しているような、打ちのめされているような──なんとも言えない複雑な表情で黙り込んだ露里に、蒼真がやや不安そうに尋ねる。

「……どうだろう。上手くできているか」

　先程観察したのは露里の外見だけだったせいか、声は彼本来のままだった。

『自分よりも綺麗な自分が自分とはまったく違う声で喋しゃべっている』というこの上なく奇妙な光景に、脳が限界を迎えそうになっているのを自覚しながら、露里は言葉を絞り出す。

「……すごく上手に変へん化げできてると思います。ただ……その、……わたし、そんなに美人じゃないですよ……」

　ついつい卑屈になった口調でそう答えると、蒼真はぴくりと目を眇め、少し考える素振りを見せた後、「誰か」と邸の中に向かって声を張った。

　すぐに奥から小走りのような足音が響き、女中がひとり駆けつける。

「お呼びでしょうか」と言いつつ現れた彼女は、坪庭に立つふたりの露里を見ると、目を丸くした。

「えっ？　露里様……が、おふたり……？　あの、いま、若様がお呼びになったと思ったのですが……」

「私だ」

　美人な方の露里が凛々しく応える。

　女中は何がどうなっているのかさっぱりといった様子でそちらを向く。

　美しい方の露里──もとい蒼真は、事情を説明する気はとくにないらしく、

「鏡を持ってきてくれ。姿見がいい」

　と言った。

　自分に命令したのが蒼真だろうが露里だろうがどちらにせよ従わなければならないと吹っ切れたのか、もしくは外見は露里でも声は明らかに蒼真だからか。女中は「かしこまりました」と頭を下げると、足早に邸の中へと戻っていく。

　そして数分後、露里の身長よりも少し高い姿見が縁側に運ばれてきた。

　女中を労い下がらせた蒼真は鏡の前に立ち、腕を広げたり、体を捻ったりして自身の姿を確認する。それから顔を近づけて、手でぺたぺたと頬や鼻や口に触れる。

　しばらくあれこれと試した彼は、やがてひとつ息を吐いて姿見から離れた。

「……わからないな」

「？　何がですか？」

「貴女はいまの私を見て『そんなに美人じゃない』と言ったが……私には、そうは思えない。自分で言うのも憚られるが、この変へん化げはほぼ完璧だ。外見において、手本である貴女と違っている部分ところなどないように思うのだが」

「えっ」と、露里は思わず声を上げた。

　どう考えても、蒼真の変へん化げは美化されている。自分の容姿にあまり自信がないためある程度過小評価をしている傾向きらいはあるかもしれないが、それを勘定に入れても、やはり蒼真扮する露里じぶんは本物じぶんよりも美しい。

　……こう繰り返してると、ただでさえ眉目秀麗な蒼真に婚約者として引け目を感じているのに、さらに輪をかけて憂鬱になってくる。

　釈然としない表情の露里に、蒼真は小さく唸った。

「なぜ、本人と意見が一致しない……？」

　本気で解せないといった様子の彼に、露里も似た心境になる。

　なぜ、蒼真にはこの差異がわからないのか。

　よく見比べれば明らかなはずなのに……と、首を捻る露里。

　縁側に腰を下ろすこともせず、ふたり揃って頭の上に疑問符を浮かべていると、植木を挟んだ向こうに見える一室──静せい沙さの私室の障子がすっと開き、部屋の主が顔を出した。

「まあ、露里様──あら？」

　にこりと微笑んだ彼女は、しかしそのすぐ傍にも露里がいることに気づいて、目を瞬しばたたかせた。

　母の声に、対岸に背を向けていた蒼真が振り返る。

　自分の方を向いた息子──ならぬ息子の許嫁の顔を見ると、一転、静沙は得心した様子で「ああ」と手を打った。

「そちらは蒼真でしたか。貴方が変へん化げしているところを見るのは久し振りですね。とても上手にできていますよ」

　さらりと放たれた言葉に、露里と蒼真は目を剥く。

　先に食いついたのは蒼真だった。

「な、なぜ私だとおわかりに……？　やはり、どこか彼女と違っているのでしょうか」

　必死な様子で問う息子に、静沙はきょとんとする。

「『なぜ』？　……母の勘、でしょうか」

「そんな曖昧な……」

「あら。勘も、思いの外ほか侮れないものですよ？　……そうですね、強いて言うなら蒼真のほうが少しだけ、顔色が明るいかしら。けれど、どちらもとても可愛らしくて素敵ですよ」

　そんなんじゃない、と露里は内心首を横に振った。

　気を遣ってくれたのだろうが、とても顔色がどうのという程度の違いではない。

　蒼真も同じく静沙の答えに納得がいかないようで、焦れたように食い下がる。

「それだけ、ですか？　何かもっと、明確に違っているようなところは……」

　静沙は怪訝そうに眉をひそめて問い返した。

「なぜそんなに、そこに拘こだわるのです？　もっと自信を持ってもよいと思いますよ」

「……そうではないのです、母上」

「……わけを聞かせてもらえますか？」

　静沙の視線が、露里に向く。

　露里は少し逡巡した後、事の経緯を説明しはじめた。










「そういうことだったのですね」

　話を聞き終えると、静沙はなぜか嬉しそうに、そしてどこか可笑しそうに、目元を和ませた。

　その表情が示すところがわからず、露里と蒼真は顔を見合わせる。

「静沙様にはおわかりになりますか？　どうしてわたしと蒼真さんの意見が合わないのか……」

　おずおず尋ねると、静沙は「ええ」と応えて、蒼真を見た。

「簡単ですよ。蒼真には普段から、露里様が『いまの自分の姿そのままに見えている』ということです」

「……えっ？」

　意味が把握できない。

　困惑する露里と蒼真を余所に、静沙は楽しげに続けた。

「うふふ。母は嬉しいですよ、蒼真。貴方が婚約者の方にそんなにも夢中になっていたなんて。お相手が露里様で本当によかった」

　将来の義母の口から出た唐突な『息子は嫁にべた惚れ』発言に、露里は

「え──えええっ！！？」

　と、顔どころか耳や喉まで赤く染めて素っ頓狂な声を上げた。

　蒼真も声こそ上げなかったものの、唖然とした表情で固まる。

　そんな彼らを前に、ますます楽しそうに笑う静沙。

「あらあら、真っ赤」

　いやいやいや、待って待って。

　え？

　夢中？　誰が誰にだって？

　婚約者？　──いやそこは間違ってない。

　蒼真が、何？

　婚約者に夢中？

　婚約者って誰だ。

　誰って、それは。

　それは──。

「わたっ、わたし!?」

　思わず動揺でひっくり返った声で叫んでから、少しだけ冷静になって思考を矯正する。

　そうじゃない。そこじゃない。

　蒼真が──わたしに夢中？

「な、な──何を」

　仰おっしゃるんですか、と、焦点の揺らぐ目を静沙に向ける。しかし彼女は微笑むだけで応えない。

　堪りかねた勢いで蒼真に視線を移すと、彼は真剣な面持ちで黙考していた。視線を落としてしばらく沈黙を保った後、少々釈然としない様子で顔を上げる。

「確かに、私は彼女に魅了されていますが」

「み、みりょっ……!?」

「そのことと、変へん化げした姿が本人と食い違っているらしいことに、一体どういった関係があるというのですか？」

　露里も未だ解に至っていないのだが、いまそんなことに思考を巡らせる余裕はなかった。

　魅了って。魅了って！　と、その単語ばかりが頭の中で反響している。

　絶句して、もはや口をぱくぱくとさせることしかできない。

　静沙は母親らしい、優しく諭すような口調で息子の問いに答える。

「それはきっとそう遠くないうちに、自おのずとわかるでしょう。ただ、ひとつだけ教えてあげられることがあるとすれば──貴方の変へん化げが本家ほんものに忠実でないのは、露里様が対象の場合に限られます。おそらくこの先、どれだけ変へん化げが上手くなったとしても。ですから、あまり気にすることはありませんよ」

　穏やかだが、「追究するのはここまでにするように」という響きが込められた口調だった。

　それを感じ取った蒼真は神妙に頷く。

　静沙はにこりと柔和な笑みをふたりに見せると、

「さて。随分長くお喋りしてしまいましたね。ふたりきりのところにお邪魔してしまって申し訳ありませんでした。そろそろ失礼させて頂きますね」

　と言って、屋内へと入っていった。

　やがて彼女の足音が聞こえなくなった頃。

「……大丈夫か？」

　いつもの調子でかけられた声に、ようやく硬直した状態から回復する露里。

　はっと我に返ってから数秒の間を置いて、ぎぎぎ、とぎこちない動作で蒼真の方を向く。

「え、や……あ、あの……け、結局、というか……つまり、何が、どういう……？」

　先程の爆弾発言のおかげでもとの論点がなんだったのかさえよく思い出せず、かなりざっくりとした質問が零れる。

　蒼真はいつもの彼らしい生真面目な態度で言った。

「結局、わからないことばかりだが──ひとつ、改めてわかったことならある」

「？」

　首を傾げる露里の頬に、彼の手がそっと添えられる。

　静かだが穏やかさを湛えた瞳めが、真っ直ぐにこちらを捉えた。




「貴女はやはり、私にとって何より『特別』な存在だ」




　一緒にいたいと思うのも。

　触れたいと望むのも。

　愛しいと感じるのも──露里に対してだけだ。

『忠実に変へん化げできない』というのは口惜しいが、それも彼女が自分にとって『特別』であるという証拠ならば、むしろ嬉しくさえ思えてくる。

　不思議な心地だ、と微笑する蒼真。

　思わず息を飲んだ露里は、しかしその直後はたと我に返り、いたたまれない様子で彼から目を逸らした。

「あ……、……あの」

「ん？」

「そう言って頂けるのは嬉しいですけど……そろそろ、変へん化げを解いてもらえませんか」

　声色や口調が普段の蒼真のままなのでうっかり聞き入り、見入ってしまったが──面は、どうしたって露里じぶんなのだ。それも、妙に整っていて落ち着かない、自分だが自分とは異なる面。

　冷静になってみると、目の前にいるのは蒼真だと理解していても複雑な気分になる。

　蒼真自身、露里に化けたままだったことを失念していたらしく、指摘を受けてようやくそれを思い出した風情で「ああ」と瞬いた。

　前髪を払うように首を振る。すると次の瞬間には、もうもとの姿に戻っていた。

　見慣れた蒼真の外見に、露里はほっと安堵の息を吐く。

　やっぱり、当然だけれど、そして自分から変へん化げの練習を勧めておいてなんだけれど。

　──蒼真は、蒼真のままが一番だ。

「……ふぁ……」

　いつの間にか張っていた気が緩んだのか、欠伸あくびが漏れる。

　それを見てふっと目元を和ませた蒼真は、口を押さえているのとは反対の露里の手を取り、邸の中へ向かって引いた。

「そろそろ戻るか」

「はい」

　履物を踏み石の上に揃え、縁側から廊下へと上がる。

「たまには昼寝もいいかもしれないな」

「う……すみません。さっきは、つい……」

「謝ることじゃない。今日はとくに暖かいし……実を言うと、私も少し眠い」

「えっ」

「まだ陽は高いが──ほんのひと時なら、誰も咎めないだろう」

「……そうですね。じゃあ、ちょっとだけ」

　そんな他愛のないやり取りをしながら、肩を並べ、ふたりの部屋へと足を向ける。

　繋いだ手が温かい。

　全身を包む心地よさに、露里はそっと目を細めた。


【了】
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